
資
料
紹
介

究
阻
方
の
法
　
式
次
第
小
松
豊
孝
太
夫
記
　
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈
禧
資
料

目
O
ロ
n
O
図
『
6
庁
呂
即
吟
O
『
」
巴
り

松
尾
恒
」

〔解
題
〕

　
大
正

十
二
年
、
高
知
県
香
美
郡
旧
槙
山
村
市
宇
御
出
身
の
い
ざ
な
ぎ
流
太
夫
小
松

豊
孝
氏
は
、
長
年
伐
木
を
生
業
と
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
や
は
り
い

ざ
な
ぎ
流
の
太
夫
で
あ
っ
た
父
小
松
達
吾
を
師
匠
と
し
て
修
行
を
積
み
、
日
月
祭
等

の

大
祭
や
山
の
神
・
川
の
神
祭
り
等
を
行
い
、
あ
る
い
は
屋
祈
禧
、
病
人
祈
祷
等
々
、

多
く
の
式
法
を
行
い
、
当
村
の
人
々
の
依
頼
に
応
え
て
こ
ら
れ
た
。

　
同
時
に
、
後
世
へ
の
伝
承
を
目
的
と
し
て
、
自
身
が
学
び
、
修
得
し
た
い
ざ
な
ぎ

流
の
諸
祈
繍
に
つ
い
て
、
そ
の
式
法
次
第
や
、
祭
文
を
は
じ
め
と
す
る
唱
え
言
の
章

句
等
に
つ
い
て
筆
録
し
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
に
特
別
注
文
し
た
奉
書
様
の
楮
紙

を
袋
綴
じ
装
に
し
、
墨
書
し
た
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
現
在
、
原
稿
用
紙
（
四
百
字
詰

め
）
百
枚
前
後
相
当
の
冊
子
本
が
二
十
冊
を
超
え
る
。
本
記
録
は
、
太
夫
自
身
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
い
ざ
な
ぎ
流
式
法
の
最
初
の
ー
そ
し
て
お
そ
ら
く
最
後
の
ー

体
系
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
い
ざ
な
ぎ
流
祈
禧
研
究
の
土
台
と
も
な

り
う
る
資
料
と
い
え
る
。

　
本
稿
は

そ
の
中
の
一
本
『
叩
几
阻
方
の
法
　
式
次
第
』
、
本
文
墨
付
六
六
丁
の
記
録

（袋
綴
装
、
縦
二
八
・
二
糎
×
横
二
四
・
○
糎
）
の
翻
刻
紹
介
で
あ
る
。
本
資
料
は

す
で
に
、
小
松
和
彦
「
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
覚
帖
「
呪
誼
の
祭
文
」
」
（
『
春
秋
』
三
五

五
・
三
五
七
・
三
五
八
号
、
平
成
六
年
二
・
四
・
五
月
）
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資

料
館

『
い
ざ
な
ぎ
流
の
宇
宙
』
（
1
第
三
章
「
呪
誼
と
取
り
分
け
儀
礼
」
、
梅
野
光
興

執
筆
、
平
成
九
年
）
等
で
も
、
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
し
得
る
よ
う
に
、
全
文
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
ス
　
　
ソ

　
「
呪
誼
」
と
は
文
字
通
り
、
「
呪
誼
」
を
起
源
と
す
る
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
が
、
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
ソ

部
に
お
い
て
語
ら
れ
る
「
呪
誼
」
と
は
、
怨
み
・
憎
し
み
・
妬
み
等
、
他
人
に
対
し

て

向
け
ら
れ
る
攻
撃
的
な
心
情
の
こ
と
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
こ
う
し
た
心
情

　
　
　
　
　
モ
　
ノ

が
精
霊
様
の
神
霊
と
な
っ
て
残
留
し
、
そ
れ
が
向
け
ら
れ
た
個
人
の
み
な
ら
ず
、
共

同
体
に
も
災
い
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
場
合
の
対
処
と
し

て
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
祈
濤
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

　
本
書
本
文
に
は
「
究
阻
方
の
法
に
は
二
通
有
る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ

れ
る
が
、

　
　

1
、
読
み
解
け
・
取
り
解
け
・
祓
い
解
で
送
り
鎭
め
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

2
、
病
人
加
治
祈
祷
に
使
ふ
時

1
は
家
・
集
落
等
、
共
同
体
の
祈
藤
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
祭
儀
、
2
は
、
病
人

祈
薦
に
お
い
て
、
病
気
の
原
因
が
他
人
の
呪
誼
で
あ
る
場
合
に
こ
れ
を
除
却
す
る
方

法
で
あ
る
。
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本
資
料
に
記
さ
れ
る
の
は
、
主
に
ー
に
つ
い
て
で
、
病
人
祈
禧
に
お
け
る
呪
誼
の

除
却
に
つ
い
て
は
、
押
加
持
祈
祠
等
、
病
人
祈
蒔
法
に
つ
い
て
詳
解
さ
れ
る
別
の
冊

に
記
さ
れ
る
、
と
い
う
。

　

1
の
「
読
み
解
け
・
取
り
解
け
・
祓
い
解
け
」
と
は
、
区
域
の
鎮
守
社
の
氏
神
や
、

家
の
オ
ン
ザ
キ
様
を
は
じ
め
と
す
る
タ
カ
ガ
ミ
等
を
祀
る
大
祭
に
お
い
て
、
ま
ず
は

じ
め
に
行
わ
れ
る
精
進
潔
斎
に
相
当
す
る
儀
礼
で
あ
る
。

　
祭
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
障
害
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
精
霊
を
共
同
体
よ

り
除
却
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
取
り
集
め
、
本
来
あ
る
べ
き
地
へ
と
送
り
返
し
、

あ
る
い
は
鎮
め
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
「
山
の
モ
ノ
」
「
川
の
モ
ノ
」
と
称

さ
れ
る
山
の
神
や
・
水
神
の
春
属
、
「
四
足
」
「
二
足
」
と
称
さ
れ
る
動
物
霊
、
「
天

下
正
（
天
刑
星
）
」
と
称
さ
れ
る
疫
神
、
さ
ら
に
、
こ
の
「
呪
誼
」
等
が
こ
う
し
た

神
霊
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
、
取
り
分
け
儀
礼
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
い

ざ
な
ぎ
流
や
物
部
に
お
け
る
神
霊
感
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
「
呪
誼
」

や

取
り
分
け
儀
礼
の
起
源
諏
と
も
い
う
べ
き
提
婆
流
・
釈
尊
流
の
「
呪
誼
祭
文
」
は

早
く
よ
り
注
目
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
（
小
松
和
彦
前
掲
「
い

ざ
な
ぎ
流
祭
文
覚
帖
」
、
斎
藤
英
喜
・
梅
野
光
興
編
『
い
ざ
な
ぎ
流
祭
文
帳
』
高
知

県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
平
成
七
年
、
等
）
、
本
書
に
は
、
ほ
か
に
「
西
山
流
　
月

読
・
日
読
み
の
祭
文
」
「
七
夕
法
　
月
読
み
祭
文
」
「
仏
法
月
読
流
」
「
女
人
流
」
な

ど
の
呪
誼
祭
文
が
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
中
「
西
山
流
」
は
、
猟
師
が
狩
猟
に
関
わ
る
呪
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
呪
誼
、

「七
夕
法
」
は
機
織
り
な
ど
七
夕
道
具
を
呪
具
と
し
て
な
さ
れ
た
呪
誼
に
対
す
る
も

の

で
あ
る
。
私
は
、
当
地
に
お
け
る
職
能
者
の
技
術
と
呪
法
と
い
っ
た
関
心
よ
り
、

猟
師
の
法
や
、
七
夕
道
具
に
よ
る
呪
法
に
つ
い
て
す
で
に
考
究
し
て
き
た
が
（
拙
論

「魔

群
・
魔
性
の
潜
む
山
ー
高
知
県
物
部
村
、
西
山
法
・
猟
師
の
法
を
め
ぐ
る
民

俗
世
界
　
　
」
『
文
学
』
第
二
巻
六
号
、
平
成
十
三
年
十
一
・
十
二
月
、
「
錦
の
衣
と

機
織
り
の
呪
術
　
　
物
部
村
の
七
夕
行
事
と
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈
禧
i
」
（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
『
歴
博
』
＝
六
号
、
平
成
十
五
年
一
月
、
等
）
、
こ
れ
ら
の
祭
文

は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
資
料
と
い
え
る
。

　
い

ざ
な
ぎ
流
の
祭
儀
は
、
稜
ら
い
消
し
・
四
季
の
歌
・
神
道
の
行
い
・
祭
文
等
、

定
っ
た
詞
章
の
奉
唱
が
重
要
な
部
分
を
占
め
る
が
、
祭
儀
を
構
成
す
る
た
め
に
は
こ

れ
の

み

で

は
充
分
で
は
な
い
。
「
読
み
分
け
」
「
リ
カ
ン
」
な
ど
と
称
す
る
、
当
座
当

座

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
、
祈
願
の
趣
旨
に
添
っ
た
願
い
の
言
葉
が
あ
わ
せ
唱
え
ら

れ

る
。
本
資
料
に
は
「
其
の
場
に
相
ふ
様
に
読
解
を
付
け
て
祈
る
。
祭
文
を
祈
っ
た

だ
け
で
は
、
何
の
コ
ウ
果
も
な
い
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
章
句
が
挿
入
さ
れ

て

初
め

て
祈
禧
と
し
て
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
「
よ
み
解
と
か
、
り
か
ん
と
云
ふ
文
は
自
分
で
作
文
し
て
祈
る
も
の
」
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
は
本
来
、
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
儀
礼
の
終
了
と
と
も
に
、

消
失
し
て
ゆ
く
運
命
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
で
、
一
例
と
は
い
え
、
「
よ
み
解
」

「
り
か
ん
」
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
祭
儀
の
実
際
を
窺
わ
せ
る
貴
重
な

資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
御
幣
や
ミ
テ
グ
ラ
、
供
物
の
種
類
・
量
、
鈴
釈
梵
・
道
断
ち
刀
な
ど
の
祭

具
や
、
祈
り
な
が
ら
、
御
幣
を
穀
物
の
入
っ
た
桶
に
立
て
て
ゆ
く
”
御
幣
解
け
”
の

作
法
、
ミ
テ
グ
ラ
に
米
を
撒
き
供
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
祭
儀
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
い
ざ
な
ぎ
流
の

儀
礼
の
み
な
ら
ず
、
神
霊
観
と
稜
れ
観
・
倫
理
観
と
の
交
錯
の
様
相
を
解
明
す
る
上

で
の
多
く
の
情
報
を
含
む
資
料
と
し
て
も
、
価
値
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
の
で
あ

る
。　

呪
誼
や

こ
れ
に
関
わ
る
祭
儀
の
究
明
は
、
い
ざ
な
ぎ
流
研
究
の
大
き
な
課
題
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

あ
る
が
、
高
木
啓
夫
の
十
年
以
上
に
わ
た
る
一
連
の
論
考
（
「
遇
き
物
と
し
て
の
呪

そ
　
　
　
じ
ゅ
　
そ

咀

と
呪
咀
」
（
日
本
民
俗
研
究
大
系
編
集
委
員
会
編
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
八
巻
、

國
學
院
大
學
、
昭
和
六
十
三
年
）
、
「
す
そ
祭
文
と
祝
い
直
し
ー
呪
文
博
士
の
因
縁

調
伏
ー
」
（
『
土
佐
民
俗
』
七
十
号
、
平
成
十
年
）
、
「
す
そ
祭
文
と
ほ
う
め
ん
さ
ま

し
ー
弓
打
ち
太
夫
の
因
縁
調
伏
　
　
」
（
『
土
佐
民
俗
』
七
十
二
号
、
平
成
十
一
年
）
、

等
）
が
、
現
在
の
水
準
を
示
す
研
究
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
長
年
の
詳
細
な
調
査
、
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数
多
く
の
証
言
に
基
づ
き
つ
つ
、
恐
ろ
し
く
も
不
思
議
な
世
界
に
迫
っ
た
特
筆
す
べ

き
諸
論
考
で
あ
る
。

　
な
お
、
私
は
昨
年
（
平
成
十
四
年
）
度
、
本
館
民
俗
研
究
部
の
事
業
と
し
て
、
研

究
映

像

「物
部
の
民
俗
と
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈
禧
」
の
制
作
を
担
当
し
た
が
、
本
資
料

紹
介
は
、
本
研
究
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
も
あ
る
。

＊
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
、
及
び
、
翻
刻
を
許
可
下
さ
い
ま
し
た
小
松
豊
孝
様
に
深
謝

　
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

〔凡
例
〕

・
字
体
は
、
正
字
・
異
体
字
・
通
行
字
等
、
で
き
得
る
限
り
、
原
文
に
近
い
字
で
翻

刻
し
た
。

・

行
取
り
は
、
本
文
の
改
行
箇
所
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
内
容
に
基
づ
き
適
宜
改
め
た
。

そ
の
際
、
唱
え
言
等
の
詞
章
は
原
則
と
し
て
、
一
字
下
げ
、
ま
た
は
二
字
下
げ
に

し
て
、
そ
の
箇
所
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

・

改
丁
行
を
、
　
」
　
に
よ
っ
て
示
し
、
そ
の
下
に
丁
数
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
文

　
の
途
中
で
の
改
丁
の
場
合
の
み
、
あ
わ
せ
て
翻
刻
文
中
に
改
丁
箇
所
を
　
／
　
に

　
よ
っ
て
示
し
た
。

・

句
点
、
読
点
は
、
原
文
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
意
味
・
内
容
に
基
づ
き
適
宜
改
め
た
。

そ
の
際
、
・
（
中
点
）
に
改
め
た
箇
所
も
存
す
。

・
原
文
に
は
、
見
出
し
点
と
し
て
　
◎
　
○
　
○
　
○
　
や
こ
れ
ら
に
類
す
る
い
く

　
つ
か
の
記
号
、
及
び
、
○
囲
み
数
字
等
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
朱
・
墨

両
様
あ
り
、
ま
た
細
竹
の
断
面
で
印
し
た
も
の
、
筆
記
し
た
も
の
の
両
様
が
混
在

す
る
。
こ
れ
ら
を
正
確
に
区
別
し
て
再
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
で
き
得
る

か
ぎ
り
近
い
記
号
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
。

・

末
梢
文
字
は
、
原
則
と
し
て
翻
刻
せ
ず
、
抹
消
文
字
が
存
す
る
こ
と
も
示
さ
な

　
か
っ
た
。

・
原
文
は
、
現
代
の
用
字
と
は
こ
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
当
て
字
が
多
く
用
い
ら
れ
て

い

る
が
、
マ
マ
等
の
注
記
は
最
小
限
に
止
ど
め
た
。
翻
刻
者
の
注
記
は
右
脇
に

（

）
内
に
記
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
三
年
六
月
六
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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伊
弊
諾
流

国
重
要
無
形
文
化
財
指
定
昭
和
五
十
五
年

兇
阻
方
の
法
　
式
次
第

　
　
　
　
　
　
紙
製
人
　
高
知
県
　
香
美
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
部
村
山
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
ノ
リ

　
平
成
四
年
壬
申
　
山
崎
喜
章

　
　
　
　
　
　
　

特
別
手
漉
紙

　
古
文
書
　
書
直

　
高
知
県
　
香
美
郡
物
部
村
大
栃
一
、
四
六
七
ノ
一

　
出
生
地
　
旧
槙
山
村
市
宇
兼
ケ
峯
　
癸
亥
七
十
才
　
小
松
豊
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正

十
二
年
三
月
十
日
生

」
表
紙

目
次

一

、
究
阻
の
定
儀
の
設
明

　
　
　
　
　
イ
ノ

一

、
兄
阻
の
祈
り
法

一

、
究
阻
の
読
解
け
取
り
分
け
祓
い
分
け
の
作
法
　
字
文
の
し
だ
い

一

、
祈
祷
に
入
る
準
備
作
法

　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
じ

　
　

ー
、
ご
幣
解
け
の
法
　
　
2
、
粗
神
降
し
　
　
　
3
、
主
祀
り
作
法

　
　
　
　
シ
　
ョ
　
モ
　
ツ

　
　

4
、
法
の
枕
に
幣
を
建
て
飾
る
作
法

一

、
迎
向
に
読
む
祭
文
の
順
番

　
　
　
　
　
ヨ
ヘ
ミ
　
ヘ
ミ
　
　
ダ
　
　
シ

一

、
開
几
阻
の
読
解
集
る
法

　
　
祭
文
　
提
婆
流
二
通
り
、
　
　
釈
尊
流
、
　
　
月
読
日
読
流
三
通
り
、

　
　
仏
法
月
読
流
、
　
　
女
人
流
、
　
　
究
阻
の
一
双
返
の
法
文
、

　
、
祈
祷
成
就
し
た
後
の
作
法

西
山
流
、

七
夕
法
、
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一
、

今
日
の
こ
し
が
た
の
祓
い

ゆ
う
が
の
祓
い

究
阻
の
祓
い
集

高
田
の
王
子
の
行
い
鎭
の
上
印

ミ
テ
グ
ラ

幣
束
を
取
り
納
め
る
作
法

幣
束
に
送
り
鎭
め
の
上
印
法

天
神
法
の
上
印
及
び
五
印
の
上
印

幣
束
を
納
る
場
所
で
の
作
法

神
送
り
の
方
法

法
の
枕
（
ヒ
ケ
イ
シ
ョ
モ
ツ
）
の
納
め
の
法
々

太
兇
阻
を
取
り
納
る
祈
祷
の
手
法
作
法

」
表
紙
見
返
し

○
究
阻
の
定
義
‖
始
り
は
印
度
の
釈
迦
時
代
と
す
れ
ば
、
釈
尊
返
の
祭
文
に
、
其
の
由
来
が
よ
ま
れ
て
居

る
。
一
設
に
は
、
釈
迦
と
提
婆
の
王
が
、
法
争
い
、
け
ん
り
ょ
く
争
い
を
致
し
た
の
だ
と
言
ふ
設
も
有
る
。

日
本
で
も
平
安
朝
の
時
代
に
朝
廷
や
皇
族
方
の
間
で
盛
ん
、
調
伏
（
呪
い
）
が
行
は
れ
た
と
言
、
古
事
記

も
有
る
。

　
古
代
の
人
が
調
伏
を
掛
る
法
（
敷
を
打
つ
と
言
）
、
か
や
す
法
（
調
伏
返
し
と
言
）
、
防
ぐ
法
、
取
り
ま

と
め
て
鎭
め
る
法
等
、
考
え
出
し
て
作
っ
た
法
文
が
、
人
々
法
者
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
て
、
現
代
迄
も

傅
え
ら
れ
た
作
法
の
次
第
で
あ
る
。
良
き
よ
ろ
こ
び
て
な
い
字
文
・
法
文
は
下
法
と
も
荒
敷
と
も
、
う
ら

敷
と
も
云
い
、
法
力
が
有
る
か
な
い
か
た
め
し
て
／
見
た
り
人
に
頼
ま
れ
て
、
つ
か
っ
た
り
し
て
は
い
け
　
」

な
い
。
あ
ゑ
て
行
え
ば
、
其
の
身
か
子
孫
え
其
む
く
い
が
必
ず
来
る
か
ら
と
言
傅
て
有
る
。

　
し
か
し
世
の
中
に
は
後
々
の
恐
さ
を
考
え
ず
に
、
は
ら
立
ま
ぎ
れ
に
、
調
伏
に
當
る
様
な
事
を
す
る
人

も
居
る
。
心
な
く
も
、
そ
の
様
な
目
に
会
っ
て
、
苦
し
ん
で
居
る
人
を
助
け
て
や
る
祈
祷
は
い
く
ら
行
っ

て

も
良
い
が
、
其
の
為
に
は
、
裏
敷
も
表
式
も
知
っ
て
居
な
け
れ
ば
、
直
す
法
文
を
使
ふ
事
が
出
来
な
い

の

で
有
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ク

　
ス
ソ
と
は
人
同
志
が
口
論
を
し
て
憎
し
み
合
つ
て
、
其
の
念
力
が
相
手
の
身
に
相
ふ
て
、
病
気
に
成
っ

た
時
に
ス
ソ
の
た
・
り
と
云
ふ
。

　
ヂ
ザ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
イ

　
地

界
を
ば
い
合
を
し
て
口
論
し
、
界
公
神
に
不
都
合
に
成
っ
て
起
き
た
場
合
に
界
の
ス
ソ
　
　
　
　
　
」

一
オウ
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金
銭
の

貸
し
借
り
で
起
き
た
ら
、
金
銭
の
ス
ソ

　
ゑ

ん

談
で
不
仲
に
成
っ
て
起
き
た
ら
、
ゑ
ん
者
の
ス
ソ

　
女
に
う
ら
み
お
受
け
て
起
き
た
は
、
女
念
の
　
〃

　
食
物
の
事
で
出
来
た
ら
、
喰
い
け
食
ヶ
の
　
〃

　
水
の
事
で
出
来
た
ら
、
水
神
の
　
〃

　
タ
ナ
バ
タ
　
　
　
　
バ
　

　
七
夕
動
且
・
オ
リ
物
・
反
物
で
出
来
た
ら
、
七
夕
の
　
〃

　
口

論

し
た
か
ら
必
ず
ス
ソ
に
成
る
と
言
ふ
の
で
は
な
く
、
恨
み
に
思
い
ツ
“
ケ
た
り
、
日
や
時
が
悪
る

時
に
仕
合
場
合
も
有
る
。
又
こ
ち
ら
は
正
當
で
も
、
逆
恨
み
に
依
る
場
合
も
有
る
。
個
人
同
士
の
相
柄
の

事
で
、
公
共
の
事
柄
で
は
ス
ソ
に
は
な
ら
な
い
と
言
ふ
也
り
。

　
大
究
阻
・
荒
究
阻
と
は
次
の
時
、
字
文
字
法
を
使
っ
て
調
伏
を
し
た
も
の
。

　
堂
宮
を
ア
ラ
シ
て
云
い
度
を
こ
め
て
し
た
も
の

　
佛
に
た
て
つ
い
て
言
い
度
こ
め
て
し
た
物

　
生
木
に
釘
を
打
っ
た
り
し
て
行
っ
た
も
の

　
天
地
を
に
ら
ん
で
言
い
度
こ
め
て
行
っ
た
も
の

　
轟
や
お
か
ま
と
云
ふ
処
で
行
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
天
神
様
の
動
且
、
金
物
を
使
っ
て
行
っ
た
も
の

　
結
果
の
恐
し
さ
を
知
ら
な
い
字
文
字
法
も
、
敷
法
し
だ
い
も
知
ら
な
い
人
で
も
、
し
ゅ
念
こ
め
て
、
知

ら
ぬ
ま
・
に
し
て
も
、
薬
よ
り
毒
物
は
良
く
き
く
様
に
、
身
に
相
ふ
事
も
有
り
。
不
知
の
者
が
や
っ
た
の

は
、
心
得
の
有
る
法
者
の
し
た
の
よ
り
、
取
り
直
す
の
に
も
つ
と
む
つ
か
し
い
と
言
ふ
。
昔
の
人
は
く
ら

　
　
　
ユ
タ

し
向
も
豊
か
で
な
く
、
変
こ
つ
人
も
多
か
っ
た
の
で
、
敷
の
打
ち
合
い
を
し
て
、
子
孫
が
共
だ
お
れ
に

成
っ
た
家
も
少
く
な
か
っ
た
と
言
。
此
の
事
は
何
百
年
昔
か
ら
／
見
た
り
聞
い
た
り
、
た
め
し
た
り
し
た

事
柄
を
云
い
博
え
て
来
た
事
で
、
ま
ち
が
い
の
無
い
事
で
有
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
太
夫
・
ミ
コ
は
使
わ
れ
て
も
返
す
様
な
事
は
し
な
い
も
の
。
山
川
の
魔
郡
マ
性
の
者
は
、
元
の
住
か
に

送
り
返
す
が
、
ス
ソ
は
取
り
納
め
て
鎭
め
る
様
に
祈
る
も
の
也
り
。

　
ス

ソ
の
種
る
い
は
多
種
多
用
だ
か
ら
、
ス
ソ
の
祭
文
も
色
々
有
る
と
云
ふ
事
也
り
。

　
　
　
カ
タ

○
究
阻
方
の
法
に
は
二
通
有
る

　

ー
、
読
み
解
け
取
り
解
け
祓
い
解
で
送
り
鎭
め
る
時

」
ニ
オ

」
ニ
ウ
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2
、
病
人
の
加
治
祈
祷
に
使
ふ
時

幣
刺
　
①
、
高
田
の
王
子
　
　
②
、
被
い
幣
　
　
③
、
公
神
　
　
④
、
山
の
神
　
　
⑤
、
水
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
テ
ン
ゲ

　
⑥
、
四
足
　
　
⑦
、
ス
ソ
　
　
⑦
、
天
下
生
　
　
⑧
、
提
婆
の
人
形

　
○
花

ミ
テ
グ
ラ
　
太
祈
祷
が
必
要
の
時
に
は
別
に
三
階
の
ミ
て
ぐ
ら

　
○
鳴
物
　
道
た
ち
刀
（
小
サ
イ
兼
の
棒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

供
物
　
取
り
解
の
時
に
は
、
七
升
と
三
合
の
フ
マ
米
、
五
こ
く
　
小
豆
　
太
豆
　
ム
ギ
　
ト
ウ
キ
ビ
　
ア
ワ

　
何
ん
で
も
良
い
　
五
通
の
品
、
ニ
ツ
ブ
あ
て
ぐ
ら
い

　
ヅ
ツ
マ
由
（
か
ん
け
い
す
る
家
や
人
の
四
方
の
土
、
神
棚
等
の
ホ
コ
リ
、
耳
か
き
に
一
つ
位
い
）

　
一
枚
揃
　
一
戸
当
り
一
円
で
も
五
円
で
も
可
。

　
七

百
七
拾
文
の
（
お
金
）
。
七
の
附
く
量
の
金
（
七
千
七
百
ト
か
七
百
七
拾
ト
か
）

　
太
祈
祷
と
成
る
場
合
に
は
一
斗
二
升
、
八
合
八
勺
米
、
一
貫
二
百
（
十
二
の
附
く
量
の
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
病
人
祈
祷
の
時
に
は
幣
串
が
立
つ
だ
け
の
量
の
米
、
又
は
他
の
品
（
三
升
か
五
升
）
。
三
合
の
米
。

　
ヅ

ツ

マ
由
は
、
其
の
家
の
分
と
、
病
人
の
か
み
の
毛
・
爪
先
・
ヱ
リ
タ
モ
ト
等
の
糸
ク
ヅ
少
量
ヅ
ツ
。

　
太
祈
祷
が
必
要
に
成
れ
ば
同
じ
く
一
斗
二
升
に
一
貫
二
百
、
八
合
八
匁
の
米
、
い
つ
れ
も
丸
い
器
に

　
入
れ

る
。
病
人
の
時
に
は
王
子
の
幣
五
体
の
王
子
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
○
兇
阻
の
祈
り
か
た

前
も
っ
て
処
定
の
祈
祷
を
行
っ
た
上
で
、
ス
ソ
の
番
に
成
っ
た
時
に
始
る
も
の
。

引
継
ぎ
の
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

○
神
が
も
り
め
、
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
　
み
弟
子
は
十
六
天
の
氏
子
仲
場
え
時
使
は
れ
に
、
日
の
使
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
シ
ン

　
は
申
し
て
、
古
る
き
　
世
年
に
　
い
で
き
申
し
て
　
屋
地
三
神
御
神
の
ザ
ツ
マ
、
氏
子
仲
場
の
、
五

　
　
カ
ラ
ダ

　
尺
の

体
ゑ
う
つ
ろ
い
申
し
た
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
者
を
　
読
解
取
解
祓
い
解
の
前
と
は
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
ウ

　
成
り
申
し
て
ご
ざ
る
が
　
神
が
も
り
目
の
、
自
法
　
自
力
の
し
だ
い
に
、
合
い
ま
い
ら
せ
ん
先
き
省

　
共
に
は
、
地
神
公
神
様
を
　
元
に
は
じ
め
て
、
太
小
神
祇
様
を
は
　
コ
ー
リ
の
字
文
で
　
読
み
や
お

　
こ
い
て
　
送
り
む
か
え
て
　
御
迎
向
次
第
も
　
差
上
申
し
て
　
前
立
て
　
後
ろ
立
て
も
頼
ふ
で
ご
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
れ
ば
／
唯
今
よ
り
は
、
南
無
ス
ソ
神
の
　
読
解
ケ
・
取
り
解
ケ
・
祓
い
解
ケ
の
式
法
し
だ
い
の
　
前
」

三
オ

三
ウ

四
オ
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フ
マ

　
建
後
ろ
立
て
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
　
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
尊
様
え
は
御
礼
々
と
米
マ
キ
上
ゲ
て
ま
い
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ナ
ヲ
リ

　
す
る
　
米
い
た
“
い
て
　
神
が
も
り
め
の
　
前
建
　
後
ろ
立
て
　
神
津
の
本
尊
様
と
も
　
御
成
用
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ

　
召
さ
れ
て
　
御
引
継
を
召
さ
れ
て
　
神
が
も
り
目
に
　
徒
名
　
ヒ
ケ
イ
も
取
ら
せ
ん
　
神
や
仏
の
御

　
カ
ド
　
門
を
倒
さ
ん
　
師
匠
に
　
名
折
も
　
取
ら
せ
ん
如
を
　
頼
み
ま
い
ら
す
る
（
米
マ
キ
上
ル
の
時
に
、

　
三
合
米
か
ら
少
量
ツ
マ
ン
で
、
御
幣
の
元
に
ま
つ
る
、
三
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ
イ
ノ
リ
ジ
モ
ン

是
よ
り
祭
文
読
に
掛
る
前
祈
字
文

○
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
物
に
は
　
王
流
　
釈
迦
流
　
提
婆
が
流
　
月
読
日
読
の
流
と
て
　
流

　
取
数
く
に
ご
お
ざ
は
れ
共
　
提
婆
が
流
と
て
　
流
取
り
掛
け
て
よ
み
や
開
い
て
　
参
ら
す
る

　
○
提
婆
の
祭
文
に
か
か
る

一
チ

流
の
祭
文
が
祈
り
終
っ
た
区
切
の
附
い
た
処
で
、
読
み
解
と
云
ふ
字
文
を
祈
る
。

よ
み
解
と
か
、
り
か
ん
と
云
ふ
文
は
自
分
で
作
文
し
て
祈
る
も
の
。

　
　
　
　
○
取
り
解
・
よ
み
解
・
祓
い
解
の
時
の
よ
み
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ケ
　
　
　
　
　
　
シ
ョ

　
是
迄
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
　
ミ
サ
キ
の
物
に
は
　
提
婆
が
流
と
て
　
流
取
り
掛
た
　
処
ぢ
き
　
祭
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ノ

　
　
読
み

や

開
い
て
参
ら
し
た
、
此
の
祭
文
で
は
　
た
ん
納
召
さ
れ
て
　
十
六
天
の
御
神
の
ザ
ツ
マ

　
ヤ
ヅ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
イ
ブ
シ
　
ツ
ナ
ギ

　
屋

妻
に
　
屋
荒
神
　
敷
居
　
か
も
い
に
　
カ
ズ
ラ
が
　
結
節
　
継
節
　
千
部
居
　
タ
ル
キ
　
万
部

　
居
　
コ
モ
ヤ
に
　
六
ツ
ナ
ワ
八
ツ
ナ
ワ
　
タ
タ
ミ
が
　
と
敷
と
う
條
敷
　
お
り
物
反
物
　
七
夕
動
且

　
　
　
カ
リ
み

　

に
　
金
キ
ン
銀
　
氏
子
仲
場
の
　
五
尺
の
　
体
に
　
槙
木
　
千
才
古
木
に
御
縁
お
掛
け
て
　
ご
ざ

　

ろ
う
共
　
御
エ
ン
を
切
ら
い
て
御
エ
ン
を
は
な
い
て
　
四
幣
が
　
ミ
テ
グ
ラ
　
提
婆
の
／
人
形
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
ヤ
シ
ロ
　
　
　
　
コ
　
ガ
リ
ネ

　
ニ
の

ヒ
ナ
ゴ
式
殿
物
社
　
小
金
の
花
ベ
ラ
花
ミ
テ
グ
ラ
（
三
階
の
ミ
テ
グ
ラ
お
お
い
た
時
に
は
）
（
三

　
　
　
　
ゴ
シ
キ

　
階

相
の
五
色
の
仕
建
）
を
是
の
り
く
ら
ゑ
　
サ
ラ
サ
ラ
み
あ
そ
び
用
合
成
り
給
え
　
ト
ウ
ド
ウ
上
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ヅ

　

の
一
の
御
弟
子
が
　
座
敷
の
証
こ
に
座
す
る
か
ら
で
は
　
ブ
ニ
宛
さ
づ
け
る
か
た
ゑ
は
　
ぶ
に
宛
授

　
け
る
　
ヒ
ケ
イ
を
よ
ら
め
る
か
た
ゑ
は
　
ヒ
ケ
イ
も
よ
ら
め
る
　
字
文
を
さ
づ
け
る
か
た
ゑ
は
　
字

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
デ
オ

　
文
も
さ
づ
け
て
　
御
定
の
祭
り
は
取
ら
い
て
　
三
丈
下
り
七
チ
丈
下
り
　
石
が
堂
段
　
木
が
セ
イ
段

　
　
西
宇
の
国
　
ハ
ン
セ
ン
　
ク
ダ
ラ
　
世
界
　
ガ
ヤ
が
七
本
　
其
の
元
昔
千
年
　
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の

　
尊
の
　
建
置
く
ス
ソ
の
名
所
え
　
地
は
三
寸
と
は
買
い
取
り
十
三
年
の
年
切
り
掛
け
て
　
打
ち
や

　
鎭
め
て
参
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
へ
　

　
時
の
ぶ
に
宛
ピ
ケ
イ
に
白
米
千
石
　
黒
米
千
石
／
マ
米
が
千
石
　
三
千
石
　
ヒ
ケ
イ
よ
ら
め
て
　
出

」
四
ウ

」
五
オ

」
五
ウ

160



松尾恒一院阻方の法　式欠第］

　
　
ま
い
ら
し
た
　
是
受
取
り
て
　
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
　
サ
ラ
サ
ラ
集
り
用
合
成
り
給
ゑ
（
ミ
テ
グ
ラ
に
米

　
　
ツ

ブ

を
少
量
三
回
祀
り
込

○
つ
．
・
い
て
他
の
祭
文
を
同
じ
方
法
に
て
よ
み
上
げ
て
終
っ
た
ら
、
ブ
ニ
宛
の
品
は
少
し
づ
・
ふ
や
し
て

行
く
。

　
取
解
の
時
に
は
、
五
通
位
い
は
読
ま
な
け
れ
ば
、
ク
ジ
が
取
れ
な
い
。
此
の
へ
ん
で
ク
ジ
が
取
れ
る
と

思
ふ
頃
に
用
意
し
た
品
を
全
部
や
る
様
に
祈
っ
て
、
ク
ジ
お
引
い
て
見
る
。
出
来
な
け
れ
ば
法
々
を
考
え

て
見
る
。

　
　
　
　
○
病
人
祈
祷
の
時
少
々
読
み
解
が
違
也
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ
ト

　
　
別
儀
の
し
た
い
で
よ
も
候
わ
　
神
が
も
り
め
字
文
の
博
士
は
　
（
何
々
の
年
）
米
主
病
者
に
　
時
使

　
　
　
　
　
ヤ
ト

　
　
は
れ
日
の
使
は
れ
で
　
御
祈
念
加
治
や
の
次
第
と
　
祈
り
始
め
て
ご
ざ
る
が
　
し
だ
い
く
で
病
者

　
　
う
つ
ろ
い
申
し
た
／
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
、
ゑ
ん
切
り
送
り
鎭
の
前
と
は
相
成
り
申
し
て
　
」

　
　
ご
ざ
る
が
　
神
が
も
り
め
の
自
法
自
力
に
相
い
参
ら
せ
ん
か
ら
で
は
　
先
き
し
よ
う
と
も
に
は
　
地

　
　
神
公
神
様
を
　
元
に
始
め
て
王
柳
　
王
様
　
太
王
　
こ
づ
　
メ
ボ
ウ
ン
太
王
　
天
忠
姫
宮
　
天
竺
川

　
　
上
　
い
ざ
な
ぎ
太
神
　
照
天
高
神
　
太
小
神
祇
様
お
わ
　
コ
ー
リ
の
字
文
で
　
よ
み
や
起
い
て
　
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
十
五
本
に
　
相
掛
向
ふ
　
白
葉
の
御
幣
　
是
の
り
く
ら
ゑ
　
送
り
迎
え
て
　
米
ま
き
上
げ
て
　
御
廻

　
　
向
次
第
も
　
差
上
申
し
て
　
伺
い
頼
ふ
で
ご
ざ
る
が
　
し
だ
い
く
の
式
法
し
だ
い
お
　
相
い
や
叶

　
　
え
て
御
度
候
え
　
頼
み
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
○
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
尊
様
に
御
礼
々
と
　
米
ま
き
上
け
で
ま
い
ら
す
る
　
良
き
嘉
で
　
一
の
御
弟
子
の

　
　
た
し
か
な
前
建
・
後
建
　
神
津
の
御
師
匠
／
様
と
も
　
お
な
お
り
用
合
な
さ
れ
て
　
一
字
は
教
え
て
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
ジ
ン
ヅ
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
ユ
タ

　
　
ニ
字
つ
ま
つ
か
せ
ず
　
三
字
に
迷
い
が
　
の
う
に
　
七
重
の
神
　
八
重
の
神
津
豊
か
に
三
げ
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

　
　
と
も
く
く
ま
し
　
字
じ
よ
　
か
み
か
ら
　
声
れ
い
れ
い
と
　
祈
り
お
か
し
て
　
空
声
読
ま
せ
ん
　
師

　
　
匠
に
　
名
折
を
取
ら
せ
ん
　
神
や
仏
の
　
御
門
を
　
た
お
さ
ん
　
千
に
一
ツ
も
　
字
文
の
御
弟
子
が

　
　
　
ア
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
　
徒
名
　
ヒ
ケ
イ
を
取
ら
せ
ん
　
米
主
病
者
に
取
り
て
は
　
身
に
相
ふ
　
御
祈
祷
文
　
相
や
叶
え
て
人

　
　
賜
れ
　
頼
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
シ

◎
是
よ
り
先
は
取
割
の
時
と
だ
い
た
い
同
じ
字
文
で
有
る
が
、
米
主
病
者
ゑ
う
つ
ろ
い
申
し
た
南
無
ス

　
ソ
神
を
入
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ダ

　
　
祭
文
お
わ
り
て
、
ゑ
ん
切
り
の
字
文
の
時
　
米
主
病
者
の
五
尺
の
体
の
ゑ
ん
切
り
を
加
え
て
祈
る
。

六
オ

六
ウ
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ゑ

ん

切
り
の
読
分
／
を
ね
ん
ご
ろ
い
祈
り
、
ぶ
に
あ
て
ヒ
ケ
イ
お
充
分
に
持
た
す
様
に
祈
ら
な
け
れ

ば
、
仲
々
ク
ジ
が
取
れ
な
い
。

　
ス
ソ
の
祈
り
は
提
婆
流
を
先
に
よ
む
。

　
読
分
や
り
か
ん
と
云
ふ
字
文
は
是
と
云
ふ
定
り
は
な
い
の
で
、
其
の
場
に
相
ふ
様
に
祈
り
乍
ら
考
て

作
文
し
て
祈
る
も
の
で
、
太
夫
の
む
つ
か
し
い
虜
。
基
本
は
師
匠
に
習
っ
て
も
、
教
え
る
事
の
出
来
な

い
部
分
で
有
る
。

」
七
オ

（六
行
空
白
）

　
　
　
　
　
ワ
ケ

○
究
阻
の
讃
解
取
解
被
い
解
の
作
法
式
次
第

1
、
子
の
日
・
亥
の
日
・
太
吉
・
戌
の
日
・
寅
の
日
良
く
な
い

　
　
カ
ン
ケ
イ

2
、
関
係
す
る
家
・
氏
子
か
ら
ヅ
ツ
マ
由
集
さ
す

3
、
幣
速
用
太
半
紙
二
十
五
枚
、
鈴
釈
梵
、
道
た
ち
刀

4
、
幣
串
用
シ
ノ
ベ
竹
　
小
筆
太
の
物
三
尺
位
い
で
十
本

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

5
、
ワ
ラ
　
か
る
く
一
ト
に
ぎ
り
　
ミ
テ
グ
ラ
用
　
ワ
ラ
ナ
ワ
五
尺
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

6
、
穀
物
（
麦
・
ト
ウ
キ
ビ
・
米
其
の
他
）
七
升
、
七
百
七
十
モ
ン
（
金
）
、
三
合
米

　
　
病
人
祈
祷
の
時
の
事
は
病
人
祈
祷
の
次
第
で
書
く

ー
、
幣
作
り

　
　
　
高
田
の
王
子
　
　
祓
幣
　
　
公
神
　
　
山
の
神
　
　
水
神
　
　
究
阻
　
　
四
足
　
　
天
げ
し
ょ
う

　
　
　
ミ
テ
グ
ラ
幣
　
　
天
井
幣
　
　
半
枚
で
切
っ
た
七
、
五
、
三
の
紙
ジ
メ

　
　
　
提
婆
の
人
形

　
　
　
ワ
ラ
で
直
径
五
寸
位
い
の
わ
に
し
て
、
四
ヶ
所
ク
ク
ル

2
、
王
子
の
幣
は
一
尺
五
寸
の
串
竹
に
差
す
、
他
は
尺
二
寸
。

　
　
提
婆
の
人
形
は
七
寸
か
八
寸
の
串
に
差
し
て
ワ
の
／
一
番
奥
に
差
す
。

　
　
ミ
テ
グ
ラ
幣
は
四
寸
の
竹
に
差
し
ワ
の
四
方
に
差
す
。
紙
で
花
ベ
ラ
を
切
っ
て
眞
中
に
敷
、
竹
串
を

　
二
本
差
し
て
、
花
ベ
ラ
が
お
ち
な
い
様
に
す
る
。
天
井
紙
を
ミ
テ
グ
ラ
の
上
に
の
せ
る
。
竹
の
切
り
ク

　
ヅ
・
幣
の
た
ち
ク
ヅ
お
ミ
テ
グ
ラ
の
内
に
入
れ
て
、
米
ツ
ブ
小
々
入
れ
る
。

」
七
ウ

」
八
オ
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〇
三
階
の

ミ
テ
グ
ラ
が
必
要
な
時

1
、
ワ
ラ
で
作
っ
た
ワ
が
三
個
。
下
が
直
径
五
寸
、
中
四
寸
、
上
三
寸
。
四
処
く
・
っ
て
、
花
ベ
ラ
の
落

　
ち
な
い
様
に
竹
串
二
本
ヅ
・
差
す
。

　
　
幣
　
半
枚
を
四
ツ
折
り
に
し
た
紙
に
て

　
　
　
○

公
神
　
○
山
の
神
　
○
水
神
　
○
ス
ソ
　
〇
四
足
　
○
天
下
正

　
　
と
切
る
。
四
寸
の
串
に
差
す
。

　
　
赤
と
青
の
色
紙
に
て

　
　
　
○

山
岬
　
o
川
岬

　
　
の
幣
を
切
っ
て
、
五
寸
の
竹
串
に
差
す
。
　
ス
ソ
の
幣
を
四
枚
切
る
。

　
　
一
尺
五
寸
の
竹
串
四
本
。
四
角
に
ワ
ラ
の
ワ
を
五
寸
か
ん
か
く
に
差
す
。
四
寸
串
に
差
し
た
幣
下
五

　
寸

に
／
五
寸
に
差
し
た
幣
二
本
は
、
中
の
両
脇
、
上
に
出
た
四
本
の
竹
に
ス
ソ
の
幣
四
枚
を
一
枚
宛
に

　
差
す
。

　
　
各
々
段
に
花
べ
ら
を
敷
く
。
　
〇
五
大
相
と
云
ふ
天
井
紙
を
切
っ
て
一
番
上
に
カ
ム
セ
る
。
敷
紙
を

　
置
い
て
其
上
に
す
ゑ
る
。

　
　
穀
物
の
入
っ
た
用
器
と
並
べ
る
。
此
の
場
合
は
七
升
で
な
く
一
斗
二
升
に
一
貫
二
百
、
八
合
八
匁
が

　
必
要
と
成
る
也
。

　
次
に

○
字
文
の
式
次
第

　
祭
文

お
讃
始
め
る
前
の
字
文
を
、
継
は
し
又
は
道
は
し
と
云
ふ
。
一
ツ
の
祭
文
を
讃
終
っ
た
時
点
を
讃

放
ち
と
言
い
、
其
の
後
に
附
け
る
字
文
を
読
分
け
、
又
は
り
か
ん
と
言
ふ
。
言
葉
で
表
現
を
す
る
の
が
決

　
　
　
　
　
　
　
　
ク

り
で
有
る
。
読
分
・
口
傳
と
云
ふ
の
は
定
っ
た
字
文
で
な
い
の
で
、
書
物
に
書
か
ず
に
、
口
う
つ
し
に
傳

え
る
と
言
ふ
事
也
り
。

　
　
コ
　
リ
く
ば
　
　
　
　
シ
オ
ユ

②
、
行
李
配
り
（
塩
湯
配
り
）
何
れ
も
こ
り
く
ば
り
と
読
む

　
　

こ
り
配
り
の
書
物
参
照

古
代
に
ご
ち
そ
う
物
を
行
李
に
入
れ
て
配
っ
て
歩
い
た
事
か
ら
の
言
葉
の
傳
り
で
有
う
。

祈

り
の
内
客
は
、
是
か
ら
是
々
し
か
ガ
々
の
事
を
す
る
故
、
一
人
の
力
で
叶
わ
ん
か
ら
ご
ち
そ
う
を

差
上

る
か
ら
来
て
手
傳
っ
て
下
さ
い
と
云
、
案
内
を
、
地
神
公
神
に
始
ま
り
、
太
小
神
祇
に
申
し
傳

」
八
ウ

」
九
オ
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え
る
事
。

　
　
ケ
ガ

①
　
（
汚
ら
い
消
が
）
一
番
先
で
、
身
の
汚
れ
を
祓
ふ
意
。
字
文
は
四
、
五
通
、
有
る
。
汚
い
消
の
書
参

　
　
照
。

③
　
祓
い

　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
エ

　
　
神
仏
の
御
神
の
面
・
御
幣
・
供
物
・
太
夫
の
身
体
・
座
敷
を
清
め
の
意
と
神
仏
に
廻
向
す
る
意
、

　
　
二
通
を
有
す
。

　
　
通

常
、
三
通
り
・
五
通
・
七
通
。
何
れ
か
に
す
る
定
有
る
。
塩
祓
が
一
番
に
ア
ト
に
す
る
定
也
り
。

　
　
数
通
、
有
る
。
祓
の
書
参
照
の
事
也
。

④
、
神
勧
請

　
　
こ
り
く
ば
り
の
字
文
と
同
じ
な
れ
共
、
こ
り
く
ば
り
で
ね
ん
ご
ろ
に
神
仏
の
名
前
を
読
み
明
し
て
有

　

る
の
で
、
省
略
し
て
必
要
最
小
限
に
神
仏
の
名
を
読
む
場
合
も
有
る
。

　
　
違
ふ
処

は
読
分
け
る
時
に
「
の
り
く
ら
御
幣
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
を
是
の
り
く
ら
で
、
送
り
迎
を
し
ま
い

　
ら
す
る
。
い
と
ん
よ
、
し
つ
か
に
か
・
り
て
、
用
合
成
り
賜
ふ
と
」
取
解
、
病
人
祈
祷
の
時
に
は
と
な

　
ゑ
る
。

⑤
、
四
季
の
歌
の
祈
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ

　
　
一
月
か
ら
十
二
月
迄
の
四
節
の
移
り
替
り
の
様
子
を
祈
り
に
ま
と
め
た
字
文
で
、
神
に
廻
向
に
差
上

　
げ
て
、
は
や
し
立
て
て
迎
え
る
意
で
有
る
。
四
季
の
歌
の
書
を
参
照
の
事
。

⑦
、
神
道
の
行
い

　
　
　
　
　
カ
ミ
ミ
チ

　
　
古
代

は
神
道
の
行
い
と
云
っ
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
。
古
い
書
物
に
は
神
道
と
は
／
す
べ
て
の
根
源

　
で
有
る
と
い
っ
て
有
る
書
物
も
有
る
。

　
　
全
剛
界
・
台
蔵
界
、
両
部
界
を
行
い
下
ろ
い
て
、
神
を
迎
え
る
と
云
ふ
意
で
、
送
り
迎
に
礼
を
つ
く

　
す
事
を
意
と
す
る
。
字
文
は
神
道
の
行
い
の
書
物
参
照
の
事
。

　
　
此
の
字
文
終
り
て
、
す
な
は
ち
読
み
放
ち
で
い
次
の
様
に
よ
み
分
け
を
祈
る
。

　
○
是
迄
神
道
　
ミ
チ
ハ
シ
一
の
太
神
で
　
送
り
迎
し
ま
い
ら
す
る
が
　
此
の
云
ふ
通
り
に
　
落
字
・
ヌ

　
　

ケ
字
・
逆
字
に
　
い
れ
字
が
　
つ
よ
く
に
ご
ざ
る
と
　
師
匠
し
だ
い
と
　
わ
き
ま
ゑ
申
し
て
　
い
と

　
　
も
に
ぎ
や
か
　
い
と
も
見
事
な
　
送
り
迎
で
　
有
り
た
よ
の
お
と
は
　
御
納
就
楽
を
召
さ
れ
て
　
い

　
　
と
ん
よ
し
つ
か
に
　
掛
り
て
用
合
成
り
賜
　
神
が
守
目
　
式
方
次
第
を
相
い
や
叶
て
御
度
候
え

」
九
ウ

」
一
〇
オ

」
一
〇
ウ
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ト
ケ

⑧
、
御
幣
解
の
作
法

　
　

ミ
テ
グ
ラ
以
外
の
幣
、
全
部
手
に
持
チ
、
左
右
に
振
り
乍
ら
字
文

　
　
御
幣
は
解
ケ
解
ケ
　
バ
ア
シ
ロ
　
バ
ン
ダ
イ
　
オ
ン
ソ
バ
カ
　
　
三
回
繰
返
す

　
　
御
幣
は
し
ゅ
び
よ
う
解
け
給
ふ
た
　
東
方
界
　
萬
々
の
神
様
も
　
四
萬
々
の
神
様
も
　
此
処
で
ま
ね

　
　
け
ば
寄
り
ま
す
る
　
よ
り
て
　
わ
し
ま
せ
　
神
様
よ
　
わ
ん
ぜ
い
　
わ
し
ま
せ
　
神
様
よ
　
た
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ホ
ゾ
ン

　
　

は
し
ま
せ
　
御
本
尊
た
ち
　
　
○
「
南
方
同
　
西
方
同
　
北
方
同
　
中
方
同
」
五
方
十
二
ヶ
方
同
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン

　
　
文
　
　
い
と
ん
よ
、
し
つ
か
に
　
御
祈
祷
殿
え
は
下
り
入
り
　
用
合
成
り
給
え

⑨
、
ア
ラ
神
下
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
ガ
タ
ラ
イ

　
　
高
き
太
神
は
舞
ふ
て
　
下
り
さ
せ
賜
ふ
　
其
の
シ
マ
御
祈
祷
殿
で
は
　
一
チ
メ
に
神
和
合
を
／
頼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
ガ
タ
ラ
イ

　
　
参
ら
す
る
　
ヒ
ク
キ
神
は
舞
ふ
て
上
ら
せ
給
　
其
の
シ
マ
御
祈
祷
殿
で
は
　
一
チ
メ
に
神
得
合
を
頼

　
　
み
参
ら
す
る
　
高
き
神
は
肩
口
並
べ
て
　
ヒ
ク
き
神
は
　
ピ
ザ
ロ
相
は
せ
て
、
神
は
物
相
談
　
仏
は

　
　
お
ゆ
る
ぎ
合
せ
お
　
な
さ
れ
て
　
御
祈
祷
殿
え
は
　
下
り
入
り
用
合
召
さ
れ
て
　
字
文
の
み
弟
子
に

　
　
ア
ダ
ナ

　
　
徒
名
ヒ
ケ
イ
を
取
ら
せ
ん
如
を
頼
み
参
ら
す
る

　
　
ア
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

⑩
、
主
じ
祀
り
字
文
　
　
米
を
ま
き
乍
ら
小
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ウ
ド
　
　
マ
キ
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ジ

　
　
其
の

御
爲
に
は
　
東
方
浄
土
へ
蒔
上
蒔
く
　
米
は
東
方
浄
土
の
主
の
御
い
ぜ
ん
　
荒
神
様
の
召
上

　
　
る
に
は
　
ト
ン
コ
に
サ
ン
コ
に
　
礼
ブ
ツ
礼
儀
の
米
読
解
・
取
解
・
祓
解
　
か
ん
な
き
か
く
い
が

　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
法
の
米
と
も
米
蒔
上
て
　
参
ら
す
る
　
米
い
た
だ
い
て
　
安
座
の
位
い
に
お
直
り
用
合
召
さ
れ
て

　
　
御
祈
念
／
御
祈
祷
相
い
や
叶
え
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る

　
○

南
方
浄
土
、
　
○
西
方
浄
土
、
　
○
北
方
浄
土
、
　
○
中
方
浄
土

　
　
地

団
国
、
中
段
国
、
天
団
国
、
五
方
五
体
十
二
ヶ
方
共
同
じ
字
文

　
　
米
は
三
ツ
ブ
四
ツ
ブ
て
い
ど
蒔
く

⑪
、
御
幣
を
幣
の
元
（
用
器
に
入
れ
た
穀
物
）
建
る
作
法

　

○
ガ
ア
シ
ン
　
え
い
で
飾
れ
ば
　
へ
ぎ
が
元
と
成
る
　
ガ
ア
シ
ン
　
へ
い
で
飾
れ
ば
　
伊
勢
は
神
明

　
　
ミ
タ
ラ
シ
川
と
も
成
る
　
ガ
ァ
シ
ン
　
へ
い
で
飾
れ
ば
　
伊
勢
は
神
明
　
神
楽
が
山
と
も
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
　
ガ

ァ
シ
ン
へ
い
で
飾
れ
ば
　
神
の
舞
だ
い
と
成
る
　
ガ
ァ
シ
ン
　
へ
い
で
飾
れ
ば
　
此
処
も
す
な
は

　
　
ち
高
ま
が
原
　
御
神
の
ザ
ッ
マ
御
祈
祷
殿
と
も
成
る

　
　
　
㊧
此
処
迄

に
祓
幣
・
王
子
の
幣
・
公
神
の
幣
を
立
て
る
。
王
子
の
幣
は
内
向
他
は
外
向
き
に
。

」　
　
オ

」

＝
ウ
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○
次
に
山
の
神
の
幣

　
　
ガ

ァ
シ
ン
へ
い
で
立
て
飾
れ
は
　
山
の
神
／
王
太
神
様
え
は
　
よ
み
分
け
　
取
り
分
け
　
祓
い
分
け
　
」

　
　
　
其
の
御
爲
に
　
御
礼
々
と
　
へ
ぎ
や
飾
り
て
ご
ざ
れ
ば
　
春
属
集
て
　
七
十
五
本
に
　
相
掛
向
ふ

　
　
　
白
葉
の
御
幣
　
是
の
り
く
ら
ゑ
　
サ
ラ
く
み
あ
そ
び
用
合
成
給

○
水
神
の
幣

　
　
ガ

ア

シ
ン
　
へ
い
で
飾
る
は
　
半
徳
水
神
　
以
下
同
、

　

四
足
の
幣

　
　
ガ

ア

シ
ン
　
へ
い
て
飾
る
は
　
山
の
ミ
サ
キ
　
川
の
ミ
サ
キ
　
四
足
・
二
足
の
物
に
は
　
以
下
同
文

　
ス

ソ
の
幣

　
　
ガ

ア
シ
ン
　
へ
い
で
飾
る
は
　
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
物
に
は
　
以
下
同
文

　
役
神
の
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ゲ
シ
ウ

　
　
ガ

ア
シ
ン
　
へ
い
で
飾
る
は
　
天
下
正
殿
　
天
役
神
　
行
役
神
　
五
津
天
王
ギ
オ
ン
大
明
神
様
え
は
、

　
　
同

　

六
道
幣

　
　
ガ

ァ
シ
ン
へ
い
で
飾
る
は
　
キ
ュ
ウ
仙
亡
者
　
以
下
同
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
大
小
神
祇
様
え
は
　
御
礼
々
と
　
米
蒔
き
上
げ
て
　
参
ら
す
る
　
米
い
た
“
い
て
　
安
座
の
位
に
御

　
　
直
り
／
用
合
召
さ
れ
て
　
神
が
守
目
の
御
祈
念
御
祈
祷
　
相
い
や
叶
え
て
　
賜
れ
頼
み
参
ら
す
る
　
　
」

　
　
山
に
棲
ん
だ
る
　
魔
性
の
物
　
川
に
棲
だ
る
化
性
の
下
道
　
山
の
ミ
サ
キ
・
川
の
ミ
サ
キ
　
四
足
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ミ

　
　
ニ
足
　
犬
神
・
サ
ル
神
・
長
縄
・
シ
ソ
ク
　
病
役
神
　
死
霊
　
亡
霊
　
ミ
サ
キ
　
南
無
ス
ソ
神
　
荒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
み

　
　
や

　
ミ
サ
キ
の
者
に
も
時
の
ブ
ニ
当
て
　
ヒ
ケ
イ
に
白
米
千
石
黒
米
千
石
　
マ
米
も
千
石

　
　
三
千
石
　
是
受
取
り
て
　
提
婆
の
人
形
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
　
花
ミ
テ
グ
ラ
え
　
サ
ラ
サ
ラ
集
り
　
用
合

　
　

成
り
給
え

　
　
　

ミ
テ
グ
ラ
の
中
え
米
ツ
ブ
を
入
れ
て
祀
り
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ノ
ク
ウ

○
是
よ
り
恵
比
須
、
公
神
、
地
神
、
土
隅
公
神
、
天
神
、
伊
弊
諾
と
、
礼
儀
廻
向
の
次
第
。
是
か
ら
の
祈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
デ
オ

祷
の
数
々
が
成
就
出
来
る
用
に
願
立
も
込
て
読
上
る
作
法
。
是
を
御
定
の
前
と
云
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
是
迄

は
何
の
祈
祷
を
行
っ
て
も
、
読
分
が
違
ふ
だ
け
で
大
同
小
異
で
有
る
。
一
人
で
行
っ
て
居
た
ら
ニ

　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
ヤ
ス
ミ

時
間
掛
る
故
、
一
休
し
た
く
成
る
。

ニ
オ

ニ
ウ

三
オ
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ケ
ガ
ラ

○
中
座
し
て
再
び
始
る
時
に
は
、
何
時
で
も
汚
い
消
か
ら
、
か
ん
た
ん
に
行
う
次
第
を
、
読
分
で
始
る
物

也
。　

此
処

で
一
休
し
て
再
度
此
の
ツ
．
・
キ
を
始
る
作
法
。

○
先
神
前
に
座
し
拝
を
行
い
、
汚
い
消
を
と
な
ゑ
て
、
引
継
の
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

　
○

別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま
せ
ん
　
神
が
も
り
め
は
十
六
天
の
氏
子
仲
場
に
　
時
使
れ
で
　
読
解
・

　
　
取
解
・
祓
解
の
式
法
し
だ
い
の
儀
に
て
ご
ざ
る
が
　
其
の
御
爲
に
　
先
シ
ョ
ウ
共
に
わ
　
地
神
公
神

　
　
様
を
元
に
始
て
　
大
小
神
祇
様
を
は
　
こ
お
り
の
字
文
で
送
り
迎
え
て
　
た
し
か
な
前
建
・
後
ろ
立

　
　
を
頼
ん
で
ご
ざ
る
が
　
唯
今
よ
り
は
／
十
六
天
の
七
間
が
　
奥
に
祝
わ
れ
ま
し
ま
す
　
二
十
八
社
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
プ

　
　
の
神
　
三
十
六
神
清
き
ゑ
っ
つ
い
公
神
　
七
十
二
社
が
屋
の
神
　
十
二
人
が
生
産
の
神
　
二
十
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
バ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
が
子

安
の
子
恵
ぶ
す
　
太
師
七
夕
　
用
楽
七
タ
　
ラ
ン
ゴ
ウ
七
夕
　
乙
姫
　
光
る
七
夕
　
作
る
素

　
　
ジ
ヨ
ウ

　
　
性
が
　
ウ
カ
の
メ
　
ウ
カ
ノ
方
　
ウ
カ
の
お
た
ま
（
作
物
の
た
ま
し
い
の
事
）
恵
比
須
大
黒
福
の

　
　
御
神
様
え
は
、
三
処
は
一
チ
メ
に
御
廻
向
し
だ
い
に
　
御
本
地
　
御
ん
ヒ
ヨ
モ
ト
を
　
読
や
開
い
て

　
　
参
ら
す
る
　
た
し
か
な
　
前
建
　
後
ろ
立
　
御
引
継
を
頼
み
参
ら
す
る

　
　
　
　
　
○
是

よ
り
恵
比
須
祭
文
を
祈
る
。
お
わ
り
て

　
〇

七

間
の
奥
の
頂
だ
い
社
に
祝
は
れ
わ
し
ま
す
　
恵
比
須
太
黒
福
の
御
神
様
え
は
　
御
本
地
　
御
ん
日

　
　
よ
元
を
　
く
わ
し
く
読
や
ひ
ら
い
て
参
／
ら
し
た
　
三
ツ
に
一
ツ
は
御
い
前
様
え
　
御
廻
向
次
第

　
　
御
定
の
前
に
読
や
開
い
て
参
ら
し
た
。

　
　
三

ツ
に
一
ツ
は
　
読
解
・
取
解
・
祓
い
解
の
御
祈
祷
上
字
に
読
や
開
い
て
参
ら
し
た
。
　
三
つ
に
一

　
　

ツ
は
　
神
が
も
り
め
の
法
の
枕
に
読
や
開
い
て
ま
い
ら
し
た
　
よ
き
荏
を
召
さ
れ
て
　
式
法
し
だ
い

　
　
お
相
や
叶
て
　
後
々
御
廻
向
次
第
の
御
引
継
を
も
頼
み
ま
い
ら
す
る

○
次
は
公
神
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
リ

　
　
し
だ
い
し
だ
い
で
十
六
天
に
は
　
白
金
み
は
こ
　
小
金
の
御
宝
殿
に
　
鎭
座
ま
し
ま
す
　
公
神
様
え

　
　
御
本
地
御
廻
向
次
第
に
　
読
や
開
い
て
参
す
る

　
　
　
　
公
神
様
の
本
地
を
読
む
　
お
わ
り
て
、

　
○
太
公
神
・
小
公
神
・
八
太
屋
公
神
様
え
は
　
三
処
は
一
チ
メ
に
御
本
地
御
ヒ
オ
元
は
　
く
わ
し
く
読

　
　
や
開
い
て
（
以
下
同
）

○
次

は
地
神
様
、
神
の
名
前
だ
け
読
替
て
（
以
下
同
文
）

」

一
三
ウ

」　
四
オ

」　
四
ウ
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○
次
は
太
土
偶
　
神
の
名
を
読
替
て
　
以
下
同
文

○
次

に
天
神
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
“

○
次

に
山
の
神
、
引
継
の
処
は
同
じ
で
有
る
が
読
分
が
異
な
る
。
祭
文
の
読
放
か
ら
次
の
如
に
、

　
◎

山
の
神
大
神
様
え
は
　
御
本
地
御
ひ
お
も
と
は
　
御
廻
向
し
だ
い
に
　
読
み
や
開
い
て
参
ら
し
た

　
　
良
き
荏
び
お
召
さ
れ
て
　
王
太
神
様
の
御
ぶ
る
い
　
御
春
属
が
十
六
天
の
御
神
の
ザ
ツ
マ
に
　
屋
地

　
　
　
　
　
　
カ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ダ

　
　
三
神
に
　
金
き
ん
銀
に
　
オ
リ
物
　
反
物
　
七
夕
動
且
に
　
氏
子
　
仲
場
の
五
尺
の
体
に
御
縁
を
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ガ
ネ

　
　
け
て
　
引
き
や
雲
い
て
　
よ
も
候
共
　
黄
金
の
花
べ
ら
　
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
　
呼
や
集
め
　
千
丈
広
野

　
　
が
奥
え
　
御
引
の
け
を
頼
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ラ
　
　
　
　
　
　
ヤ
ギ
ウ
ジ
ン

　
　
御
ぶ
る
い
御
春
属
　
山
の
岬
川
の
岬
　
六
ツ
ラ
ホ
ホ
に
／
八
面
ホ
ホ
　
矢
行
神
　
山
ス
“
レ
　
狐

　
　
狸
　
サ
ン
カ
の
四
足
　
二
足
　
マ
グ
ン
・
化
性
の
者
が
　
御
縁
を
掛
て
ご
ざ
ろ
う
共
　
御
ゑ
ん
お
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ガ
　

　
　

ら
い
て
　
御
ゑ
ん
を
放
い
て
　
黄
金
花
べ
ら
　
花
ミ
テ
グ
ラ
え
　
諸
願
成
就
集
り
用
合
成
り
給
　
ブ

　
　
ニ

当
ヒ
ケ
イ
に
　
白
米
千
石
　
黒
米
千
石
　
ま
米
も
千
石
　
三
千
石
　
白
餅
千
枚
　
黒
餅
千
枚
　
マ

　
　
餅
も
千
枚
　
三
千
枚
　
七
宇
根
　
七
佐
古
　
七
谷
　
木
の
実
　
草
の
実
　
ガ
ヤ
の
実
　
姫
ガ
ニ
　
フ

　
　

キ
の
ト
ウ
迄
　
ヒ
ケ
イ
ヨ
ラ
メ
て
出
ま
い
ら
し
た

　
　
是
受
取
り
て
　
奥
々
九
奥
か
ん
び
ら
　
ひ
か
く
が
山
　
王
太
神
様
の
　
千
丈
羽
衣
の
下
ゑ
　
立
ち
の

　
　

き
用
合
成
り
給
え
　
此
の
ミ
コ
　
一
間
口
よ
り
送
り
出
す

○
是
よ
り
道
た
ち
の
字
文
で
送
り
出
し
、
ク
ジ
お
見
て
、
送
に
付
く
と
云
ク
ジ
が
出
た
ら
、
水
神
様
に
移

る
。

（白
丁
）

水
神
様
　
始
の
か
・
り
は
神
の
名
を
違
え
同
じ
。
祭
文
の
読
放
か
ら
、

　
　
大

川
水
神
　
小
川
水
神
　
野
水
　
白
水
　
轟
の
水
神
　
一
階
上
り
の
福
の
水
神
様
え
は
　
御
本
地

　
　
御
祭
文
お
御
廻
向
し
だ
い
に
　
読
や
開
い
て
　
参
ら
し
た
　
良
き
混
を
召
さ
れ
て
　
水
神
様
の
御
部

　
　
類
御
春
属
の
者
が
　
屋
地
三
神
　
御
神
の
ザ
ツ
マ
　
氏
子
仲
場
に
　
御
縁
を
掛
ケ
て
　
ご
ざ
ろ
う
共

　
　
黄
の
花
べ
ら
　
花
ミ
テ
グ
ラ
え
　
呼
や
集
て
　
御
ひ
ざ
元
え
　
御
引
の
け
お
　
頼
み
参
ら
す
る
　
川

　
　

に
住
だ
る
魔
性
の
者
　
川
の
岬
　
長
縄
　
じ
そ
く
　
川
じ
そ
く
の
者
が
　
十
六
天
の
あ
る
よ
の
品
に

」　
五
オ

」
一
五
ウ

」
一
六
オ
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御
神
の
ザ
ツ
マ
に
　
氏
子
中
場
に
　
御
縁
お
掛
け
て
　
是
り
候
ふ
共
　
御
ゑ
ん
お
切
ら
い
て
　
御
縁

　
　
お
放
い
て
　
黄
金
の
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
／
　
集
り
用
合
成
り
給
え
　
ブ
ニ
当
ヒ
ケ
イ
に
白
米
千
石
　
黒

　
　
米
千
石
　
マ
米
が
千
石
三
千
石
　
山
の
色
ク
ヅ
川
の
色
ク
ヅ
　
海
の
色
ク
ヅ
　
大
虫
・
小
虫
も
　
ピ

　
　

ケ
イ
よ
ら
め
て
　
出
ま
い
ら
し
た
　
是
受
取
り
て
　
お
川
が
七
里
　
三
千
郷
半
徳
水
神
様
の
　
千
丈

　
　
羽
衣
の

下

え
　
立
ち
の
き
用
合
成
り
給
え
　
此
の
ミ
コ
　
一
間
口
お
送
り
出
す

　
　
　
以
下
山
の
神
の
時
と
同
様
、

次
に

生
霊
四

足

　
是

に
対
し
て
あ
て
は
め
る
祭
文
が
な
い
か
ら
、
恵
比
須
様
を
頼
ん
で
送
る
。

◎
引
継
の
字
文

　
　
生

霊
・
犬
神
・
サ
ル
神
・
四
足
・
二
足
の
送
り
佛
い
の
是
上
印
に
は
　
恵
比
須
太
黒
福
の
御
神
様
を

　
　
前
立
て
後
ろ
立
に
　
伺
い
招
じ
参
ら
す
る
　
御
廻
向
し
だ
い
に
　
御
祭
文
お
わ
　
読
や
開
い
て
ま
い

　
　
ら
す
る

　
是

よ
り
祭
文
お
礼
儀
に
読
／
読
み
お
わ
っ
て
か
ら
、

　
　
恵
比
須
大
黒
福
の
御
神
様
え
は
　
悪
事
の
縁
切
　
送
佛
い
の
御
祈
禧
上
字
に
読
や
ひ
ら
い
て
　
参
ら

　
　
し
た
が
　
御
法
力
を
持
た
せ
給
て
　
生
霊
・
犬
神
・
サ
ル
神
・
四
足
・
二
足
の
　
物
が
え
ん
掛
な
い

　
　
て

　
お
わ
し
ま
す
と
　
小
金
の
花
べ
ら
　
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
呼
び
や
集
め
て
　
送
り
祓
ふ
て
給
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル

　
　
頼
み

ま
い
ら
す
る
　
犬
神
・
申
神
・
長
縄
・
四
足
・
二
足
の
物
が
十
六
天
　
御
神
の
ザ
ツ
マ
　
屋
地

　
　
三

神
氏
子
仲
場
に
　
御
ゑ
ん
を
掛
て
　
引
き
や
雲
い
て
　
是
有
候
共
　
御
ゑ
ん
を
切
ら
い
て
　
御
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
ん

を
放
い
て
　
黄
金
の
花
べ
ら
　
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
　
サ
ラ
サ
ラ
集
り
用
合
成
り
給
え
　
ブ
ニ
当
ヒ
ケ

　
　
イ
は
　
白
米
・
黒
米
・
マ
米
が
千
石
　
三
千
石
　
綾
が
千
反
　
錦
が
千
反
　
い
な
ぎ
ぬ
千
反
　
ピ
ケ

　
　
イ
　
ヨ
ラ
メ
テ
　
出
ま
い
ら
し
た
　
是
受
取
て
　
元
の
主
人
の
影
え
　
立
の
き
／
用
合
成
り
給
え

　
　
此
の

ミ
コ
一
間
口
を
送
り
出
す

　
以
下

は
他
の
時
と
同
様
次
に
伊
弊
諾
様
の
前

◎
祭
文
に
掛
る
迄
の
道
は
し
の
り
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

　
　
神
が
も
り
目
　
字
文
の
御
弟
子
は
十
六
日
へ
　
時
使
れ
は
申
し
て
、
（
何
の
祀
り
事
す
る
爲
を
附
け

　
　
加
え
て
）

　
　
其
の
御
爲
に
は
十
六
天
え
う
つ
ろ
い
申
し
た
　
汚
い
不
浄
の
読
解
取
解
祓
い
解
の
儀
に
て
　
ご
ざ

」
一
六
ウ

」
一
七
オ

」
一
七
ウ
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る
が
　
其
の
御
爲
に
は
　
ヒ
ケ
イ
諸
物
も
　
取
り
ト
ウ
立
て
て
　
七
十
五
本
に
　
相
掛
向
ふ
　
白
葉

　
　
の
御
幣
も
へ
ぎ
や
飾
り
て
　
提
婆
人
形
　
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
も
　
割
り
や
用
合
仕
立
て
て
　
こ
う
り
の

　
　
字
文
で
　
大
小
神
祇
様
を
は
　
送
り
迎
え
て
、
祓
い
清
め
て
　
神
道
み
ち
は
し
　
一
ち
の
太
神
で

　
　
御
祈
祷
殿
は
　
送
り
迎
え
て
　
御
廻
向
神
楽
も
　
差
上
申
し
て
ご
ざ
る
が
　
王
柳
王
様
　
太
王
／
五

　
　
津
メ
ゥ
ボ
ン
太
王
　
天
中
姫
宮
　
天
竺
川
上
み
　
伊
弊
諾
太
神
尊
様
え
は
　
三
処
が
い
ち
め
に
　
御

　
　
廻
向
次
第
に
御
本
地
　
御
日
を
元
を
　
読
や
開
い
て
ま
い
ら
す
る

　
　
　
（
是
よ
り
伊
弊
諾
の
祭
文
読
む
　
オ
ワ
リ
テ
、

　
　
御
い
ぜ
ん
様
え
は
　
御
定
の
前
　
御
祈
祷
上
字
　
御
廻
向
し
だ
い
と
　
よ
み
や
開
い
て
　
ま
い
ら
し

　
　
た
　
良
き
荏
の
　
御
ぼ
し
召
を
　
な
さ
れ
て
賜
れ
　
頼
み
参
ら
す
る
　
神
が
盛
り
目
は
　
師
匠
し
だ

　
　
い
　
一
字
の
読
口
　
習
い
口
で
は
　
十
六
天
の
御
神
の
ザ
ツ
マ
　
屋
地
三
神
八
百
八
品
の
家
且
様

　
　

式
金
ね
金
銀
数
も
数
く
な
氏
子
仲
場
え
古
き
世
年
に
う
つ
ろ
い
申
し
た
。
山
の
マ

　
　
群
は
山
の
ト
中
え
　
川
の
マ
群
は
川
の
ト
中
え
　
生
霊
四
足
は
本
人
し
だ
い
へ
　
四
百
四
病
　
八
百

　
　
八
病
役
神
　
病
の
神
は
　
東
し
万
万
　
古
丹
の
里
え
　
キ
ウ
仙
亡
者
は
／
西
は
西
方
仏
の
国
え
　
南

　
　
無
ス
ソ
神
祇
は
　
ス
ソ
の
名
所
え
　
送
り
祓
い
に
　
送
り
鎭
め
の
諸
式
の
し
だ
い
お
　
し
ま
い
ら
す

　
　
る
が
　
か
ん
な
き
字
文
の
み
弟
子
の
自
法
自
力
に
相
い
ま
い
ら
せ
ん
か
ら
で
は
　
た
し
か
な
前
建
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ

　
　
ろ
立
て
に
　
お
な
お
り
用
合
召
さ
れ
て
　
神
が
も
り
め
に
　
徒
名
ヒ
ケ
イ
も
取
ら
せ
ん
　
神
や
仏
の

　
　
御
門
を
た
お
さ
ん
　
師
匠
に
名
折
も
取
ら
さ
ん
如
を
　
頼
み
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
此
処
で
出
来
る
か
ど
う
か
を
九
字
で
引
分
て
見
る
。

　
　
　
　
吉
と
出
れ
ば
先
え
進
む
。
凶
と
出
れ
ば
ど
こ
か
手
落
が
有
る
か
、
字
文
が
不
足
か
、
諸
物
が
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
ロ

　
　
　
　
足
か

で
有
る
か
ら
良
く
し
ら
べ
て
、
後
建
の
神
津
も
取
り
直
し
た
り
、
祓
ふ
た
り
、
こ
と
わ

　
　
　
　
り
立
も
し
た
り
し
て
、
九
字
が
揃
迄
祈
る
。

　
　
　
　
其
の
ま
・
に
し
て
進
ん
で
も
、
後
の
事
が
九
字
に
掛
る
。

　
　
　
　
出
来
る
九
字
が
出
た
上
で
ス
ソ
の
読
ミ
ダ
シ
に
掛
る
。

◎
ス
ソ
の
読
乱
し
の
読
継

　
　
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
岬
の
物
お
わ
　
読
や
乱
い
て
　
取
り
や
ま
と
め
て
　
送
り
鎭
の
式
法
次
第
の

　
　
前
に
て
ご
ざ
る
が
　
先
し
ょ
共
に
は
　
ヒ
ケ
イ
諸
物
も
　
取
り
や
揃
え
て
　
白
葉
の
御
幣
も
　
へ
ぎ

　
　
や

飾
り
て
　
提
婆
人
形
十
ニ
ヒ
ナ
ゴ
　
是
の
り
く
ら
も
割
り
や
仕
建
て
　
太
小
神
祇
様
を
は
　
送
り

」
一
八
オ

」
一
八
ウ

」
一
九
オ
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迎
て

御
廻
向
次
第
も
　
差
上
申
し
て
ご
ざ
る
が
　
前
建
・
後
立
も
頼
ん
で
ご
ざ
る
　
ト
ウ
ド
ウ
上
門

　
　
の

尊
様
に
は
　
み
で
し
の
前
立
て
後
ろ
立
　
御
引
継
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
　
神
の
も
り
め
に
　
由
法

　
　
が
無
け
れ
ば
由
法
も
附
け
て
　
由
柄
が
無
け
れ
ば
　
由
柄
も
附
け
て
　
読
解
・
取
り
解
・
祓
い
分
け

　
　
て

十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
え
取
り
や
ま
と
め
て
　
兇
阻
の
社
え
打
ち
鎭
の
式
法
し
だ
い
を
　
さ
せ
や
置
か
い

　
　
て

　
徒
名
ヒ
ケ
イ
は
取
さ
ん
如
を
　
頼
み
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

○
「
是
よ
り
尊
様
に
米
蒔
上
て
ス
ソ
の
祭
文
に
移
る
」

　
　
　
　
　
　
ス
　
ソ
　
　
　
サ
イ
モ
ン

　
　
　
　
　
○
兇
祖
の
祭
文
　
提
婆
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
キ
ョ
ミ

　
　
南
無
究
祖
神
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
者
に
は
　
王
流
鐸
迦
流
　
繹
尊
流
　
月
読
　
日
読
が
流
と
て
　
流
取

　
　
り
数
く
に
ご
ざ
は
れ
共
　
提
婆
が
流
と
て
　
流
取
り
か
け
て
　
し
ょ
じ
き
の
祭
文
読
み
や
開
い
て
参

　
　

ら
す
る

　
　
（
是
れ
迄
は
ど
の
ス
ソ
の
祭
文
を
唱
え
て
も
同
じ
　
ツ
ギ
ハ
シ
と
云
ふ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ケ

　
○
提
婆
の
王
殿
は
　
日
本
で
　
い
る
べ
　
切
る
べ
の
　
い
く
さ
に
　
敗
ら
れ
　
日
本
を
立
ち
　
立
ち
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
チ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
で

　
西
に
黒
雲
　
東
に
黒
　
建
て
お
き
　
山
が
七
里
　
川
が
七
里
　
海
が
七
里
　
三
、
七
　
二
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
里

は
　
呼
び
や
　
シ
ャ
ケ
ば
せ
給
ふ
て
　
人
間
素
性
　
犬
猫
　
牛
馬
に
　
ち
く
る
い
に
至
る
迄
　
我

　
　
等
が
　
千
丈
取
り
子
に
　
取
り
干
す
の
お
よ
と
は
申
し
て
　
し
ゃ
け
ば
せ
給
ふ
て
　
ご
ざ
れ
ば
　
繹

　
　
迦
如
来
が
聞
き
附
け
申
し
て
　
其
虚
を
　
し
ゃ
け
ん
で
通
る
は
　
提
婆
の
王
で
は
無
い
か
よ
　
そ
れ

　
　
　
　
　
モ
ン
ブ

　
　
で

は
　
文
部
／
の
氏
子
が
　
助
る
よ
お
も
い
成
ら
ん
が
の
お
よ
と
申
し
て
　
日
月
二
体
の
　
月
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ゲ
ン

　
　
将
軍
様
に
　
け
ち
願
こ
め
ま
い
ら
し
て
　
ご
ざ
る
に
　
月
日
の
将
軍
様
か
ら
　
示
現
　
お
た
く
が
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ナ
カ

　
　
ざ
る
に
　
繹
迦
如
来
は
前
成
る
　
ゴ
ン
ザ
の
川
え
折
り
入
り
用
合
召
」
れ
て
　
七
丁
木
半
　
白
葉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
レ

　
　
マ
　
ユ
ミ

　
　
眞
弓
お
張
り
伏
せ
　
元
は
す
金
剛
界
え
は
　
氏
神
ゴ
ン
ゼ
お
　
行
い
下
ろ
い
て
　
末
は
ず
台
蔵
界
え

　
　
は
　
ミ
コ
神
ゴ
ン
ゼ
お
行
い
下
ろ
い
て
　
一
と
や
重
ね
の
　
お
ご
ざ
の
紙
は
　
三
神
如
来
の
お
ご

　
　
ざ
の
紙
と
は
　
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て
　
一
と
ん
や
　
重
ね
の
御
ご
ざ
の
紙
に
は
　
本
代
如
来
の
　
お
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
コ

　
　
ざ
の
紙
と
も
　
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て
　
四
寸
二
歩
の
　
モ
ヂ
竹
は
　
九
万
九
千
の
　
天
の
星
の
命
子
と

　
　
も
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て
　
お
り
紙
大
小
神
祇
は
村
で
は
　
一
社
の
氏
神
様
と
も
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て

　
　
一
尺
二
寸
の
ブ
チ
竹
は
　
大
山
不
動
の
利
銀
の
棒
と
も
　
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て
　
ナ
イ
デ
ン
ナ
ル
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ラ

　
　
四
方
／
ミ
ヂ
ン
と
　
打
ち
や
鳴
い
て
　
祈
念
の
御
祈
念
な
さ
れ
ば
　
提
婆
の
王
が
　
よ
り
に
附
か
ふ

　
　
そ
　
よ
り
に
つ
け
ば
　
次
第
の
願
い
が
有
ら
う
そ
　
願
い
が
有
れ
ば
　
次
第
の
願
い
に
体
い
せ
よ
と

」
一
九
ウ

」
二
〇
オ

」
二
〇
ウ
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カ
ワ
ズ

は
　
教
え
に
ご
ざ
れ
ば
　
釈
迦
如
来
は
　
前
な
る
ご
ん
ざ
の
川
え
　
川
洲
に
下
り
入
り
申
し
て
　
七

　
キ
ナ
カ

丁
木
半
の
白
葉
の
　
ま
弓
を
張
り
伏
せ
　
元
は
ず
金
剛
界
え
は
　
氏
神
ご
ん
ぜ
お
行
い
下
ろ
い
て

末
は
ず
台
蔵
界
え
は
　
ミ
コ
神
ご
ん
ぜ
お
行
い
お
ろ
い
て
　
一
と
ん
や
重
ね
の
御
ご
ざ
の
紙
え
は

三

神
如
来
の
お
ご
ざ
の
紙
　
一
ト
ン
や
重
ね
の
お
こ
ざ
の
神
は
　
本
代
如
来
の
お
ご
ざ
の
紙
と
も
ま

ね
ば
せ
給
ふ
て
　
四
寸
二
歩
の
モ
ヂ
竹
は
　
九
萬
九
千
の
星
の
ミ
コ
と
も
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て
　
お
り

紙
大
小
神
祇
は
　
村
で
は
一
神
の
氏
神
様
の
　
お
ご
ざ
の
紙
と
も
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て
　
一
尺
二
寸
の

ブ
チ

竹
は
　
大
山
不
動
の
利
銀
の
棒
と
も
／
　
ま
ね
ば
せ
給
ふ
て
　
な
い
で
ん
鳴
る
神
四
方
ミ
ヂ
ン

と
　
打
ち
や
鳴
ら
い
て
　
祈
念
の
御
祈
念
な
ざ
る
れ
ば
　
提
婆
の
王
　
よ
り
に
つ
き
ま
い
ら
し
て

東
し
東
方
　
そ
で
ぐ
え
虚
え
　
ヨ
モ
キ
の
柱
を
建
て
　
ウ
ツ
ゲ
の
棟
を
上
げ
て
　
イ
タ
ヅ
リ
社
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
タ

御
殿
を
　
み
が
い
て
　
日
々
　
月
々
　
太
い
太
い
　
神
楽
に
　
し
ゅ
う
や
の
神
楽
を
　
賜
は
る
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ

ば
　
広
く
に
　
許
い
て
う
の
お
よ
　
告
が
わ
せ
給
ふ
に
　
相
取
り
日
の
し
や
く
　
日
取
の
申
さ
れ
様

に
は
　
其
れ
は
　
大
儀
に
ご
ざ
れ
ば
　
神
の
前
に
は
　
奉
神
宮
　
仏
の
後
ら
な
　
チ
ン
ジ
ユ
ン
堂
中

　
　
　
　
　
　
ア
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

に
は
　
小
金
の
主
じ
　
荒
神
三
ジ
ョ
と
　
祝
を
・
の
お
よ
と
申
し
て
　
ご
ざ
れ
ば
　
今
だ
が
素
性
え

傳
え
て
　
神
の
前
な
る
奉
神
宮
　
佛
の
後
ろ
な
チ
ン
ジ
ュ
ン
堂
　
中
に
は
小
金
の
主
じ
　
荒
神
三

ジ
ョ
と
祝
ふ
と
云
ふ
の
が
　
其
の
い
ん
ね
ん
と
／
読
ま
れ
た
り
。
　
是
迄
　
王
流
・
釈
迦
流
・
釈
尊

流

と
て
　
流
通
り
数
く
に
お
わ
し
ま
せ
共
　
提
婆
が
流
と
て
　
流
通
り
か
け
て
　
よ
み
や
開
い
て
ま

い

ら
す
る

　
　
　
是

よ
り
す
べ
て
の
え
ん
を
切
っ
て
ミ
テ
グ
ラ
に
集
る
様
に
祈
る
。
病
人
の
時
と
と
り
分
け
祈

　
　
　
り
の
時
と
は
、
祈
り
の
読
解
け
・
り
か
ん
の
字
文
が
少
し
違
ふ
也
り
。

　
○
究
祖
の
祭
文
　
提
婆
流
　
其
の
二

　
　
病
人
用
に
、
又
は
ク
ジ
の
取
れ
ん
時

南
無
究
祖
神
の
　
荒
ら
や
ミ
サ
キ
と
申
す
次
第
は
　
神
の
御
世
に
も
　
い
で
き
始
り
申
さ
ん
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ゴ
ン

じ
ょ
う
の
御
世
に
も
　
い
で
き
始
り
申
さ
ん
　
昔
し
　
黄
金
如
来
の
佛
の
御
世
に
　
出
来
や
始
り
申

し
た
黄
金
如
来
の
仏
の
お
ん
世
に
　
お
ち
と
お
い
と
の
　
失
う
ん
が
ま
い
り
て
　
天
竺
ゴ
ン
ザ
が

川
で
す
じ
よ
と
　
三
月
九
十
二
日
の
　
い
る
べ
　
き
る
べ
の
戦
／
さ
を
し
ま
い
ら
す
れ
ば
　
提
婆
王

　
　
　
ス

殿
が
　
系
性
の
戦
に
負
け
ら
れ
申
し
て
　
弓
矢
を
　
ミ
ヂ
ン
に
つ
み
祈
り
へ
し
折
り
　
ゴ
ン
ザ
が
川

え
　
投
げ
捨
て
申
し
て
　
東
に
黒
雲
　
西
に
白
雲
立
て
お
き
　
天
竺
太
小
荒
や
ミ
サ
キ
と
　
日
本
え

」
二
一
オ

」
二

一
ウ

」
二
ニ
オ
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立

ち
う
き
申
し
て
　
年
性
し
だ
い
　
相
性
し
だ
い
に
　
行
き
相
い
　
来
相
を
　
申
し
ま
い
ら
す
れ
ば

　
文
部
の
氏
子
は
　
は
し
か
し
　
是
れ
何
事
ぞ
　
有
ら
ふ
や
の
う
と
は
　
日
本
を
ま
わ
り
有
る
　
ト

オ
ド
ウ
ジ
ョ
モ
ン
の
博
士
の
尊
が
　
占
え
の
う
よ
と
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
　
日
本
を
ま
わ
る
　
ト
オ
ド

ウ
ジ
ョ
モ
ン
の
尊
が
　
良
く
よ
く
占
い
判
じ
て
　
見
ま
い
ら
す
る
に
　
別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま

せ
ん

　
天
竺
提
婆
の
王
が
　
日
本
え
お
り
入
り
年
性
し
だ
い
　
相
性
し
だ
い
に
行
き
相
い
来
相
を
な

す
と
　
見
え
る
が
　
是
れ
で
は
／
人
間
素
性
　
世
次
の
し
だ
い
も
　
切
れ
行
き
申
さ
う
　
こ
こ
く
の

種
子
も
切
れ
行
き
申
さ
う
　
犬
猫
牛
馬
の
種
子
も
切
れ
行
き
申
さ
う
　
そ
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
と
申
し

て
　
ミ
コ
が
千
人
　
ホ
コ
ウ
が
千
人
　
法
者
が
千
人
　
三
千
人
を
揃
え
て
　
東
し
東
方
の
天
の
岩
戸

え
か
け
い
り
申
し
て
　
二
体
の
月
日
の
将
軍
様
え
も
　
相
談
し
ま
い
ら
す
る
に
　
二
体
の
月
日
の
将

軍
様
の
申
さ
れ
用
に
は
　
天
竺
提
婆
の
王
が
　
日
本
え
　
下
り
入
り
申
し
て
　
年
性
し
だ
い
相
性
し

だ

い
　
行

き
合
い
来
合
い
を
　
し
ま
い
ら
す
れ
ば
　
日
本
で
氏
子
の
し
そ
ん
も
　
切
れ
行
き
申
さ
う

　
こ

こ
く
の
種
子
も
切
れ
行
き
　
中
馬
の
種
子
も
　
切
れ
行
き
申
さ
う
に
よ
り
て
　
ミ
コ
が
千
人

ホ
コ
ウ
が
千
人
　
法
者
も
千
人
三
千
人
は
　
三
千
人
は
三
丈
川
原
え
　
お
り
入
り
申
し
て
　
七
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
オ
ド

木
中
の
弓
伏
せ
　
ツ
ル
／
打
ち
掛
け
て
　
ツ
ル
打
ち
浄
土
と
祈
り
よ
れ
ば
　
提
婆
の
王
が
　
よ
り
に

つ
か
ふ
が
　
よ
り
に
つ
け
ば
　
次
第
の
願
い
が
　
有
ら
う
そ
　
し
だ
い
の
願
い
に
　
体
せ
よ
の
う
と

　
お
・
せ
ら
れ
　
其
の
御
時
に
　
ミ
コ
が
千
人
　
ホ
コ
ウ
が
千
人
　
法
者
が
千
人
三
千
人
が
　
三
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ナ
カ

川
原
え
　
下
り
入
り
用
合
な
さ
れ
て
　
七
丁
木
半
　
弓
張
り
伏
せ
て
　
ツ
ル
打
ち
掛
け
て
　
ツ
ル
打

ち
浄
土
と
　
祈
り
よ
る
と
　
提
婆
の
王
が
よ
り
に
つ
い
て
　
我
等
が
相
手
の
か
た
き
は
　
根
を
た
ち

　
葉
を
は
枯
ら
す
が
　
千
丈
取
り
子
に
　
取
り
や
伏
せ
う
の
お
と
は
申
せ
ば
　
其
の
お
ん
時
に
　
提

婆
の
王
様
　
願
い
が
有
ら
う
が
　
願
い
に
体
し
て
　
進
ん
じ
よ
の
う
と
　
お
・
せ
ん
だ
ら
れ
て
ご
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

れ
ば

　
提
婆
の
王
が
　
素
性
が
我
等
に
願
い
を
体
し
て
　
呉
れ
る
で
な
ら
ば
／
　
神
の
前
な
る
　
奉

神
宮
　
仏
の
後
ろ
な
　
チ
ン
ジ
ン
堂
　
中
に
は
　
荒
神
三
所
と
　
祝
い
込
め
　
子
そ
ん
ゑ
傳
え
て

お
祝
い
祀
り
が
　
有
れ
ば
　
三
千
世
界
は
広
く
に
　
許
さ
う
　
そ
れ
そ
う
無
け
れ
ば
　
千
丈
取
り
子

に
　
取
る
よ
と
　
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
　
そ
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
　
神
の
前
な
る
奉
神
宮
　
仏
の
後
ろ
な

チ

ン
ジ
ン
堂
　
中
に
は
　
小
金
の
荒
神
　
三
所
と
祝
い
込
め
て
　
子
そ
ん
ゑ
傳
ゑ
て
　
お
祝
い
祀
り

も
　
差
上
げ
申
さ
う
　
三
千
世
界
を
広
く
に
許
い
て
給
わ
れ
　
ま
だ
に
て
　
安
く
な
願
い
が
ご
ざ
れ

ば

　
願
い
に
体
し
て
進
で
う
　
ま
だ
に
も
す
じ
ょ
う
が
　
願
い
お
体
し
て
　
く
れ
る
で
な
ら
ば
　
秋

」
二
ニ
ウ

」
三
ニ
オ

」
三
ニ
ウ
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夏
　
鎌
の
か
い
切
り
　
し
た
ぼ
の
祀
り
　
ぼ
ん
や
彼
岸
の
　
お
・
じ
き
く
ど
く
の
祀
り
が
有
れ
ば

　
　
人
間
種
子
も
　
許
い
て
取
ら
／
し
ょ
う
牛
馬
の
　
き
う
と
く
種
子
も
　
許
い
て
取
ら
す
　
千
丈
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ド

　
　
子

に
す
る
事
　
三
千
世
界
を
広
く
に
　
許
い
て
取
ら
す
　
す
じ
ょ
う
の
　
門
も
た
お
れ
ん
　
南
無
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ジ
キ

　
　
租
神
祇
に
　
秋
夏
鎌
の
か
い
き
り
初
ほ
　
ぼ
ん
や
彼
岸
に
　
大
食
く
ど
く
の
祭
り
を
取
ら
す
と
　
さ

　
　
し
上
げ
申
す
は
　
提
婆
の
王
の
願
い
の
　
た
と
え
と
　
云
ふ
の
が
　
其
の
い
ん
ね
ん
と
も
　
よ
ま
れ

　
　
た
り

　
　
　
　
　
是
よ
り
其
の
場
に
相
ふ
様
に
よ
み
解
を
つ
け
て
、
祈
り
ゑ
ん
切
り
を
し
て
、
ミ
テ
グ
ラ
に
集

　
　
　
　
　
め

て
、
ぶ
に
あ
て
、
ひ
け
い
を
よ
ら
め
て
、
究
祖
の
名
所
ゑ
送
り
鎭
め
る
様
に
祈
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ニ
　
セ
ソ
ン

　
次
の
祭
文
中
の
釈
尊
と
は
、
釈
加
牟
尼
世
尊
の
略
読
で
、
上
の
一
字
、
下
の
一
字
取
り
釈
尊
と
呼
名
、

サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
。
仏
汰
と
は
佛
教
の
サ
ト
リ
を
開
い
た
人
の
呼
名
と
言
。

○
兇
祖
の
祭
文
　
釈
尊
が
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
オ
ゾ
ク

　
　
昔
し
　
足
原
国
の
　
こ
代
の
仏
の
御
世
に
　
よ
つ
ぎ
が
な
く
し
て
　
釈
迦
如
来
が
　
相
績
召
す
の
が

　
　
良
か
ら
う
ろ
う
の
う
よ
と
　
告
が
わ
せ
賜
え
ば
　
釈
迦
如
来
は
　
三
十
余
り
て
　
四
十
の
　
は
ぐ
き

　
　
が
　
き
わ
ま
る
迄
に
　
我
子
が
無
く
し
て
　
足
原
国
の
　
御
代
の
御
世
は
　
受
取
る
事
に
は
成
ら
ん

　
　
が
　
の
う
よ
と
申
さ
れ
給
え
ば
　
そ
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
　
お
い
の
提
婆
の
王
に
　
相
続
召
す
の
が

　
　
良
か
ろ
う
　
の
お
よ
と
　
告
が
わ
せ
給
ふ
に
　
提
婆
の
王
殿
は
三
十
余
り
て
　
四
十
の
は
ぐ
き
が
き

　
　
わ
ま
る
迄
に
　
妻
の
后
き
が
な
く
し
て
　
足
原
国
の
御
世
を
受
取
る
事
に
は
成
ら
ん
が
　
の
う
よ
と

　
　
告
が
は
せ
給
え
ば
　
西
国
仏
を
　
見
ま
い
ら
す
れ
ば
　
二
人
の
姫
君
有
り
ま
い
ら
し
て
　
姉
姫
君
は

　
　
片
目
ト
ン
ボ
　
片
目
明
ら
か
／
　
姉
姫
君
見
ま
い
ら
す
れ
ば
　
両
眼
ま
な
ご
　
明
ら
か
に
て
　
頃
を

　
　
申
せ
ば
秋
の
月
　
姿
を
申
せ
ば
　
春
の
花
　
玉
を
み
が
い
た
良
い
や
姫
に
て
ご
ざ
れ
ば
　
是
こ
そ
提

　
　
婆
の
王
の
妻
の
后
に
　
良
か
ろ
う
　
の
う
よ
と
　
告
わ
せ
給
ふ
て
　
三
月
三
日
　
人
を
使
い
　
五
月

　
　
五

日
仲
人
立
て
・
　
九
月
九
日
に
　
仲
人
御
引
き
合
せ
お
到
い
て
　
ご
ざ
れ
ば
　
釈
迦
如
来
の
妻
の

　
　
后
き
の
申
さ
れ
用
に
は
　
足
原
国
の
仏
の
御
世
が
　
人
手
に
渡
る
が
　
の
う
よ
と
　
世
次
を
授
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ツ
ガ
ン

　
　
賜

は
れ
の
う
よ
と
　
日
月
二
体
の
将
軍
様
に
　
結
願
こ
め
参
ら
し
て
　
ご
ざ
れ
ば
　
一
の
段
で
は

　
　
口

が
違
い
　
二
の
段
上
り
　
三
の
段
で
は
　
月
の
か
ん
せ
い
　
め
ぐ
り
が
止
り
　
是
何
事
で
　
有
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
パ

　
　
う
よ
　
の
お
と
は
　
と
な
り
の
八
十
老
婆
に
　
御
問
い
な
さ
る
に
　
其
れ
は
　
ツ
ワ
リ
の
始
め
で

　
　
ご

ざ
ろ
う
　
七
十
五
品
の
ツ
ワ
リ
の
願
い
に
／
　
体
せ
よ
の
お
　
と
も
告
が
せ
給
ふ
て
　
釈
迦
如
来

」
二
四
オ

」
二
四
ウ

」
二
五
オ

」
二
五
ウ
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の

　
申
さ
れ
用
に
は
　
提
婆
の
王
は
　
我
等
に
　
七
十
五
品
の
　
ツ
ワ
リ
の
願
い
を
　
体
い
し
て

呉

る
で
な
れ
ば
　
足
原
国
の
　
御
世
を
　
渡
そ
う
の
お
よ
　
と
告
わ
せ
　
給
え
ば
　
先
づ
一
食
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
ワ
　
　
ス

い
物
は
　
何
ぞ
と
御
問
い
な
さ
る
に
　
十
二
月
　
ケ
ン
プ
な
し
が
食
い
度
い
　
の
お
よ
と
　
告
せ
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン

ふ
に

　
提
婆
の
王
は
　
登
り
ゑ
　
七
里
（
二
十
八
K
）
　
下
り
ゑ
七
里
　
沖
の
　
太
海
浜
の
　
マ
サ

ゴ

の

　
お
あ
ら
ん
限
り
　
た
つ
ね
て
　
南
部
の
　
打
上
に
は
　
一
と
ふ
さ
有
り
ま
い
ら
し
て
　
取
っ

　
　
　
シ

て

来
て
進
ん
ず
れ
ば
　
是
は
甘
く
な
物
　
し
わ
す
　
ケ
ン
ブ
ナ
シ
と
は
　
是
の
事
か
と
　
な
ぞ
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ワ
　
ス

御
嘉
お
召
さ
れ
　
ま
だ
に
て
　
食
い
度
い
物
は
何
ぞ
と
　
お
問
い
な
さ
る
れ
ば
　
師
走
　
や
ぶ
も
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ナ
ン

食
い
た
い
の
お
よ
と
　
告
は
せ
給
ゑ
ば
／
　
提
婆
の
王
は
　
登
え
七
里
　
下
ゑ
七
里
　
沖
の
太
海

　
　
マ
サ
ゴ

浜
の
眞
砂
が
　
お
あ
ら
ん
限
り
　
た
つ
ね
て
　
見
ま
い
ら
す
れ
ど
も
　
何
庭
に
て
　
師
走
や
ぶ
モ
モ

　
　
　
　
　
　
サ
ム

は
　
ご
ざ
ら
ん
寒
や
　
イ
チ
ゴ
を
盛
り
や
　
集
め
て
　
進
ん
つ
る
に
　
是
こ
そ
　
師
走
や
ぶ
モ
モ

う
ま
き
な
甘
き
な
物
よ
　
師
走
や
ぶ
モ
モ
と
は
　
是
の
事
が
と
　
な
ぞ
め
の
御
嘉
を
召
さ
れ
て
　
ま

だ

に
て
食
い
た
い
　
物
は
何
ぞ
と
　
お
問
い
な
さ
る
に
　
師
走
　
竹
の
子
が
　
食
い
た
い
　
の
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ダ

　
告
せ
給
ふ
に
　
提
婆
の
王
は
　
登
ゑ
七
里
　
下
り
七
里
　
沖
の
太
海
浜
の
眞
砂
の
　
お
あ
ら
ん
限

り
　
た
つ
ね
て
見
ま
い
ら
し
た
が
　
何
庭
に
て
　
師
走
竹
の
子
は
　
な
い
に
依
り
て
　
手
グ
ワ
お
さ

け
て
　
竹
ヤ
ブ
に
　
か
け
入
り
申
し
て
　
竹
先
根
頃
お
堀
り
取
り
申
し
て
　
取
て
来
て
　
し
ん
つ
る

に
　
う
ま
き
な
物
　
甘
き
な
物
よ
／
師
走
竹
の
子
と
は
　
是
の
事
か
と
　
名
ぞ
め
の
　
御
嘉
を
召
さ

れ

た
　
右
は
七
十
五
品
で
　
有
り
た
が
　
三
品
で
広
く
に
許
そ
う
か
ら
で
は
　
此
の
子
が
男
子
に
生

れ

く
る
よ
の
か
ら
で
は
　
弓
矢
の
上
で
　
渡
そ
う
　
女
人
に
生
れ
　
く
る
よ
の
か
ら
で
は
　
か
い
や

シ
ャ
ク
シ
の
上
で
　
渡
そ
う
　
十
五
に
成
る
迄
　
御
待
ち
　
有
れ
や
の
お
と
は
　
告
は
せ
給
ふ
に

お

い

の
釈
尊
　
若
君
殿
と
は
　
生
れ
来
ま
い
ら
し
て
　
神
や
仏
の
申
し
子
の
　
儀
に
て
　
御
座
れ
ば

夜
の
間
　
日
の
間
に
　
生
長
な
さ
し
め
申
し
て
　
十
五
に
相
成
り
　
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
　
右
よ
り

弓
矢
の
上
で
　
渡
そ
う
　
先
約
束
の
儀
に
て
　
ご
ざ
れ
ば
　
弓
矢
を
求
め
て
　
賜
れ
の
う
よ
と
告
せ

給
ふ
に
　
お
ち
の
提
婆
の
王
は
　
黒
兼
　
ユ
ウ
々
々
　
八
人
張
り
　
八
人
力
に
　
バ
バ
八
寸
　
マ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ダ

六
寸
矢
た
さ
の
　
長
サ
が
　
二
尺
五
寸
の
　
弓
矢
を
か
ま
ゑ
て
／
　
天
や
下
ら
せ
給
え
ば
　
お
い

の

釈
尊
若
君
殿
は
　
赤
兼
　
ヨ
ウ
々
々
　
一
人
張
り
　
一
人
力
で
　
シ
ノ
ベ
竹
の
弓
矢
を
こ
い
で

天
や

下
ら
せ
給
ふ
て
　
矢
止
が
の
う
て
は
成
る
ま
い
　
の
う
よ
と
告
せ
給
ふ
て
　
白
兼
戸
平
を
七
枚

コ

　
ガ

ネ

黄
兼
の
戸
平
を
七
枚
　
サ
ラ
バ
の
　
く
わ
を
七
枚
　
三
、
七
、
二
十
一
枚
　
矢
止
お
こ
い
で
　
天
や

」
二
六
オ

」
二
六
ウ

」
二
七
オ
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下

ら
せ
給
ふ
て
　
此
の
矢
止
と
申
す
は
　
地
に
立
て
れ
ば
　
地
神
の
神
に
恐
れ
に
ご
ざ
る
　
山
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ウ
ロ
ク

に
恐
れ
に
ご
ざ
る
　
川
ゑ
建
れ
ば
　
半
徳
水
神
に
　
恐
れ
に
ご
ざ
る
　
道
ゑ
立
て
れ
ば
道
陸
神
に
恐

れ

に
ご
ざ
る
　
海
ゑ
立
て
れ
ば
　
八
太
海
竜
宮
に
恐
れ
に
ご
ざ
る
　
村
ゑ
建
て
れ
ば
　
氏
神
諸
神
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヲ

恐
れ

に
ご
ざ
る
　
が
の
お
よ
と
申
し
て
　
前
成
る
　
ご
ん
ざ
が
川
の
　
川
洲
に
　
海
山
川
の
　
み
汐

界

に
　
少
し
の
す
き
間
が
有
り
ま
い
ら
し
て
　
見
手
を
千
人
　
聞
き
手
を
千
人
／
言
い
て
を
千
人
三

千

人
の
　
見
物
人
の
中
よ
り
　
矢
走
り
　
七
間
建
て
置
申
し
て
　
矢
止
は
建
て
ま
い
ら
し
て
　
お
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ガ

の
提
婆
の
王
殿
申
さ
れ
用
に
は
　
お
い
の
釈
尊
若
君
殿
は
足
原
国
の
　
仏
の
御
世
お
　
一
ト
手
に
拝

ん

で
　
受
取
れ
よ
う
と
申
せ
ば
　
そ
れ
で
は
式
法
次
第
で
　
有
る
ま
い
　
地
が
無
く
し
て
　
木
草
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ
ク
チ

生

え
ま
い
　
天
が
の
お
て
は
　
雨
が
降
る
ま
い
　
泉
口
の
う
て
は
　
水
が
出
ま
い
　
先
祖
が
の
う
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ガ

は
　
住
屋
が
傳
ゑ
ん
た
と
ゑ
で
　
お
ち
の
提
婆
の
王
は
　
足
原
国
の
仏
の
御
世
を
　
一
ト
手
に
拝
ん

で
　
受
取
れ
　
其
共
　
太
小
神
祇
に
伺
い
頼
で
　
伺
い
掛
け
て
　
受
取
れ
の
お
よ
と
　
告
せ
給
ゑ
ば

　
我
等
の
弓
矢
と
申
す
は
　
黒
兼
ユ
ウ
く
　
八
人
張
り
　
八
人
力
　
バ
バ
八
寸
　
マ
チ
六
寸
　
矢

タ
キ
の
長
さ
が
　
二
尺
五
寸
の
　
弓
矢
に
　
ま
が
い
が
な
い
　
神
や
仏
は
い
ら
ん
や
の
お
と
は
申
し

て

／
　
弓
矢
を
か
ま
ゑ
て
　
上
げ
八
巻
で
　
も
ろ
は
だ
　
お
し
ぬ
ぎ
　
う
れ
配
合
　
元
配
合
　
中
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

ジ
ン
パ
と
　
弓
矢
は
　
よ
れ
合
ふ
如
く
に
　
足
原
国
の
御
世
は
　
一
ト
手
の
物
よ
と
エ
ン
ヤ
ラ
エ
ン

と
掛
声
掛
け
て
　
引
か
せ
給
ゑ
ば
　
其
の
矢
は
　
こ
空
は
る
か
に
　
い
に
ふ
て
申
し
た
。
　
お
ち
の

提
婆
の
　
王
の
申
さ
れ
用
に
は
　
我
等
射
い
た
に
　
矢
切
が
な
い
が
　
お
い
の
釈
尊
若
君
殿
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ガ

足
原
国
の
　
仏
の
御
世
を
　
ひ
と
手
に
　
拝
ん
で
　
受
取
れ
の
う
よ
と
　
告
せ
給
ふ
に
　
釈
尊
若
君

殿
の

申
さ
れ
用
に
は
　
お
ち
の
提
婆
の
王
が
　
黒
兼
　
ユ
ウ
く
八
人
張
り
　
八
人
力
の
弓
矢
で
射

い

た
に
　
矢
切
が
な
い
の
に
　
我
等
が
赤
兼
　
ヨ
オ
々
々
　
一
人
張
り
　
一
人
力
の
弓
　
シ
ノ
ベ
竹

の

矢
で
射
い
て
も
　
矢
物
が
有
ろ
う
は
ず
は
な
け
れ
ど
／
其
れ
で
も
　
式
法
次
第
の
儀
に
て
ご
ざ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

ば
　
お
ご
う
で
　
受
取
り
申
そ
う
の
う
よ
と
　
告
は
せ
給
て
　
釈
尊
若
君
　
東
し
東
方
浄
土
向
い
て

　
　
　
ア
ル
ジ

東
方
浄
　
主
の
荒
神
御
い
ぜ
ん
様
　
足
原
国
の
御
世
を
　
早
速
　
射
ち
や
取
ら
い
て
給
れ
の
う
よ

と
　
三
べ
ん
礼
拝
差
上
げ
　
お
が
ま
せ
給
ふ
て

南
み
南
方
浄
土
ゑ
向
い
て
南
方
浄
土
の
　
　
　
　
以
下
　
同

ニ
シ西

し
西
方
浄
土
ゑ
向
い
て
西
方
浄
土
の
　
　
　
　
以
下
　
同

北

た
北
方
浄
土
ゑ
向
い
て
北
方
浄
土
の
　
　
　
　
　
以
下
　
同

」
二
七
ウ

」
二
八
オ

」
二
八
ウ
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チ
ウ中
方
　
浄
土
ゑ
向
い
て
中
方
浄
土
の
　
　
　
　
　
　
　
以
下
　
同

地
団
国
え
向
わ
り
申
し
て
　
地
神
公
神
様
　
　
　
　
　
以
下
　
同

中
団
国
ゑ
向
は
れ
申
し
て
　
中
団
国
の
主
じ
の
荒
神
　
以
下
　
同

　
　
コ
ク

天
段
国
ゑ
向
は
り
申
し
て
日
月
二
体
の
月
日
の
将
軍
様
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ロ
　
　
　
　
　
オ
シ

赤
兼
ヨ
ウ
々
々
　
一
人
張
り
　
一
人
力
の
　
シ
ノ
ベ
竹
の
矢
を
／
か
ま
ゑ
て
　
双
は
だ
押
ぬ
き
　
上

げ
八
巻
で
　
う
れ
は
い
こ
う
　
元
は
い
こ
お
　
中
は
じ
ん
ば
と
　
弓
矢
は
　
よ
れ
相
ふ
　
如
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

エ

ン
ヤ
ラ
エ
ン
と
　
掛
声
か
け
て
　
引
か
せ
給
ゑ
ば
　
白
兼
戸
平
を
七
枚
　
黄
兼
の
戸
平
を
七
枚

サ

ラ
バ
の
く
わ
を
七
枚
　
三
、
七
、
二
十
一
枚
　
ズ
ン
プ
と
　
射
ぬ
き
申
し
た
　
其
の
御
時
に
　
見

物
人
　
百
性
三
千
人
が
　
告
が
は
せ
用
に
は
　
提
婆
の
王
が
　
黒
兼
　
ユ
ウ
々
々
　
入
人
張
り
　
八

人
力
の
弓
矢
で
射
い
た
に
　
矢
切
が
無
い
の
に
　
お
い
の
釈
尊
若
君
殿
が
　
赤
兼
ヨ
ウ
々
々
　
一
人

張
一
人
力
　
弓
矢
で
　
白
兼
戸
年
を
七
枚
　
黄
兼
の
戸
平
を
七
枚
　
サ
ラ
バ
の
く
わ
を
七
枚
　
三
、

七
、
二
十
一
枚
　
ズ
ン
プ
と
射
ぬ
き
申
し
た
　
あ
の
事
　
ご
ら
ん
　
な
さ
れ
よ
　
お
い
が
　
お
ち
に

も
　
ま
さ
る
か
　
年
が
　
そ
う
領
に
も
　
成
る
か
よ
　
枯
木
に
　
再
花
と
は
　
あ
れ
の
事
か
よ
／

足
を
歩
み
鳴
ら
し
　
手
を
打
鳴
ら
い
て
　
さ
ん
ば
ら
ば
ん
と
　
笑
は
せ
給
ば
　
お
い
の
釈
尊
若
君
殿

の

申
さ
れ
用
に
は
　
お
ち
の
提
婆
の
王
殿
よ
　
も
う
一
矢
　
射
い
て
ご
ら
ん
　
な
さ
れ
よ
　
白
兼
戸

平
を
七
枚
　
黄
兼
の
戸
年
を
七
枚
　
サ
ラ
バ
の
く
わ
を
七
枚
　
ズ
ン
プ
と
射
ぬ
き
　
申
し
た
な
れ
ば

　
足
原

国
の
　
こ
だ
い
の
御
世
は
　
ニ
ツ
分
け
よ
　
の
う
よ
と
　
告
わ
せ
給
ふ
に
　
お
ち
の
提
婆
の

王

は
　
よ
く
や
　
し
よ
け
の
　
深
さ
に
　
黒
兼
ヨ
オ
々
々
　
八
人
張
り
　
八
人
力
　
バ
バ
八
寸
　
ま

ち
六
寸
　
矢
た
き
の
長
サ
が
　
二
尺
五
寸
の
　
弓
矢
を
か
ま
ゑ
て
　
も
ろ
は
だ
　
お
し
ぬ
き
　
上
げ

八
巻
で
　
う
れ
は
い
こ
う
　
元
は
い
こ
う
　
中
は
ジ
ン
バ
と
　
弓
矢
は
よ
れ
相
ふ
如
く
に
　
足
原
国

の

　
こ
た
い
の
御
世
は
　
ニ
ツ
分
け
の
う
よ
と
　
エ
ン
ヤ
ラ
　
エ
ン
と
掛
声
掛
け
て
引
か
せ
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ク
ウ

に
／
　
其
の
矢
は
　
チ
．
・
ン
に
く
だ
け
て
　
姑
空
は
る
か
に
　
舞
い
や
上
ら
せ
給
え
ば
　
今
の
矢
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン

何
虚
ゑ
行
っ
た
か
と
　
空
を
ご
ら
ん
　
な
さ
る
れ
ば
　
両
眼
ま
な
こ
え
　
落
ち
入
り
申
し
た
。
　
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

婆
の
王
殿
申
さ
れ
用
に
は
　
我
等
の
用
な
　
不
悪
き
者
は
無
い
　
足
原
国
の
御
世
は
　
よ
う
受
取
ら

　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン

ん

が
　
我
等
が
両
目
ま
な
ご
は
　
射
ち
取
り
申
し
た
　
我
等
が
用
な
不
悪
者
は
　
親
兄
弟
が
　
有
る

ぞ

と
云
ふ
て
も
　
親
兄
弟
の
　
家
ゑ
も
行
か
れ
ん
　
他
人
の
家
ゑ
は
な
を
も
行
か
れ
ん
　
の
う
よ
と

　
告
が
わ
せ
給
ふ
て
　
ほ
ら
き
に
　
は
ら
は
立
て
て
　
鬼
神
の
作
り
た
　
サ
イ
ボ
ウ
刀
で
　
モ
ト
ド

」
二
九
オ

」
二
九
ウ

」
三

〇
オ
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い
沸
ふ
て

　
釈
迦
如
来
の
　
み
ひ
ざ
に
投
入
れ
申
し
て
　
親
十
代
よ
り
渡
り
た
　
は
だ
の
守
り
を

お
い
の
釈
尊
　
若
君
の
　
か
た
に
投
け
掛
け
　
川
ご
と
く
し
と
は
／
性
を
替
え
て
　
シ
ャ
ア
く
と

　
　
　
　
　
コ

さ
け
ん
で
　
姑
空
　
は
る
か
に
　
飛
び
ふ
て
　
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
　
お
ち
の
提
婆
の
王
の
　
つ
れ
さ

せ
給
ふ
た
　
妻
の
后
が
　
あ
ん
ま
り
う
ら
み
に
申
し
て
　
昨
日
や
今
日
に
求
し
　
氏
や
男
を
　
む
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ヲ
ブ
ク

し
ゅ
う
　
し
た
の
は
　
誰
故
也
　
行
ぞ
な
れ
ば
　
お
い
の
釈
尊
若
君
　
故
に
て
　
ご
ざ
れ
ば
　
調
伏

で
の

を
て
は
　
か
な
わ
ん
　
の
う
よ
と
　
告
せ
給
ふ
て
　
ト
ウ
ド
ウ
ジ
ョ
モ
ン
の
尊
殿
を
使
い
参
ら

　
　
　
ダ
イ
テ
オ
ブ
ク

し
て
　
太
調
伏
の
式
法
次
第
が
　
有
る
か
よ
　
の
う
と
は
　
告
が
は
せ
給
ふ
に
　
有
る
が
有
る
と
も

　
云
え
共
　
有
る
が
有
る
と
も
　
一
ま
ん
が
　
無
い
が
　
な
い
と
も
つ
ま
ん
が
　
任
た
事
な
い
が

諸
物

は
有
る
か
と
　
告
せ
給
に
　
諸
物
は
ど
れ
程
入
る
か
と
　
告
せ
給
に
　
ア
ヤ
が
千
反
　
錦
が
千

反
　
イ
ナ
ギ
ヌ
千
反
　
三
千
反
　
五
方
の
供
が
　
五
百
五
升
／
　
地
天
の
供
が
　
七
百
七
升
合
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヤ
ク

　
一
貫
二
百
に
　
一
斗
二
升
に
　
八
合
八
匁
鬼
神
の
作
り
に
　
サ
イ
ボ
ウ
刀
が
　
入
る
ぞ
と
告

せ
給
え
ば
　
諸
物
は
安
く
に
　
取
り
と
・
の
ゑ
て
進
つ
る
に
　
當
堂
上
門
の
尊
様
は
　
サ
ン
ジ
ョ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ザ

川
ゑ
　
お
り
入
り
　
サ
カ
サ
マ
川
を
作
り
て
　
段
を
飾
り
て
　
四
、
二
、
三
、
ジ
メ
お
引
き
や
ま
わ

い
て
　
は
だ
か
わ
く
を
す
ゑ
て
　
白
き
　
こ
ぎ
ぬ
を
　
さ
か
し
に
き
せ
て
　
さ
か
や
キ
ャ
ハ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

さ
か
や
ワ
ラ
ヂ
を
は
か
い
て
　
十
の
山
か
ら
　
十
の
こ
ず
ゑ
お
　
折
り
や
合
い
て
　
七
ナ
ツ
の
山
か

ら
　
七
ツ
の
コ
ズ
ヱ
も
　
折
り
や
相
い
て
　
く
れ
な
い
用
成
る
　
し
た
お
な
め
出
し
　
む
ら
さ
き
用

な
る
　
タ
ン
を
は
き
出
し
　
水
花
三
度
と
　
ケ
上
げ
　
ケ
下
ろ
し
　
太
調
伏
の
　
御
祈
念
致
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

釈
尊
若
君
殿
の
　
身
に
相
い
申
し
て
　
腰
よ
り
上
み
が
　
三
病
ワ
ヅ
ラ
イ
／
　
腰
よ
り
下
が
　
五
色

の

ワ
ヅ
ラ
イ
　
］
枚
半
敷
な
ら
で
に
　
ね
伏
　
は
れ
伏
し
申
し
て
　
百
八
人
の
祈
り
の
字
文
の
　
ミ

コ

も
使
ふ
て
　
祈
れ
ど
　
祈
り
も
叶
わ
ん
　
當
堂
上
門
尊
を
　
使
い
下
ろ
い
て
　
太
調
伏
の
調
伏
の

　
御
祈
念
式
法
し
だ
い
は
　
有
る
か
と
よ
の
う
と
も
　
御
問
い
な
さ
る
に
　
太
調
伏
式
法
し
だ
い
は

　
有
る
と
は
云
え
共
　
有
る
が
有
る
に
も
　
な
い
が
な
い
に
も
　
つ
ま
ん
が
　
任
し
た
事
な
い
が

諸
物
は
　
有
る
か
と
　
告
が
わ
せ
給
え
ば
　
諸
物
は
　
ど
れ
程
入
る
か
と
　
つ
が
わ
せ
給
ふ
に
　
ア

ヤ

ガ

千
反
　
錦
き
が
千
反
　
イ
ナ
ギ
ヌ
千
反
　
三
千
反
　
五
方
の
供
え
が
五
百
五
升
　
地
天
の
供
ゑ

が
七
百
七

升
合
し
て
　
一
貫
二
百
に
一
斗
二
升
に
八
合
八
匁
鬼
神
の
作
り
た
　
サ
イ
ボ
ウ
刀

が
／
入

る
ぞ
と
告
せ
給
ふ
に
　
諸
物
が
な
く
し
て
　
村
七
軒
を
ま
わ
り
て
　
裏
の
か
ん
じ
な
さ
る
れ

ば

　
小
豆
が
六
斗
六
升
太
豆
が
三
斗
三
升
　
ア
ヤ
ガ
千
反
　
錦
が
千
反
　
イ
ナ
ギ
ヌ
千
反
　
三
千

」
三

〇
ウ

」
三
「
オ

」
三
一
ウ

」
三
ニ
オ
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・松尾恒一［究阻方の法　式欠第］

　
　
反
　
鬼
神
の
作
り
た
　
サ
イ
ボ
ウ
刀
も
出
来
ま
い
ら
し
て
　
諸
物
も
　
と
・
の
い
申
し
ま
い
ら
せ
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ジ
ヨ

　
　
へ
ば
　
ト
ウ
ド
ウ
ジ
ョ
モ
ン
の
尊
殿
は
　
三
所
が
川
原
に
　
お
り
入
り
召
さ
れ
て
　
サ
カ
サ
マ
川
を

　
　
作
り
て
　
は
だ
か
わ
く
を
す
ゑ
　
白
き
こ
ぎ
ぬ
を
　
さ
か
さ
に
着
せ
て
　
さ
か
や
毛
半
　
さ
か
や
わ

　
　

ら
ち
お
は
か
し
て
　
さ
げ
お
を
　
さ
か
し
に
つ
か
し
て
　
段
を
飾
り
て
　
四
、
二
、
三
ジ
メ
を
引
き

　
　
や

ま
わ
い
て
　
シ
メ
の
足
に
は
毒
ジ
ャ
の
ホ
ネ
迄
　
は
さ
ん
で
　
さ
か
や
人
形
　
さ
か
し
に
つ
か
い

　
　
て

　
十
の
山
か
ら
十
の
コ
ス
ヱ
も
祈
り
や
合
い
て
／
　
七
ツ
の
山
か
ら
　
七
ツ
の
コ
ズ
ヱ
も
折
や
合

　
　
い
て

　
む
ら
さ
き
用
な
る
　
タ
ン
お
は
き
出
し
　
く
れ
な
い
用
な
る
し
た
お
な
め
出
し
　
水
花
三
度

　
　
と
　
ケ
上
げ
　
ケ
も
ど
し
　
太
調
伏
の
調
伏
返
し
の
御
祈
念
な
さ
る
れ
ば
　
お
い
の
釈
尊
若
君
殿
は

　
　
早
速
　
平
ユ
ウ
成
り
ま
い
ら
し
て
　
お
ち
の
提
婆
の
王
の
つ
れ
さ
れ
給
へ
る
　
妻
の
后
に
身
に
合
い

　
　
申
し
て
　
腰
よ
り
上
が
三
病
わ
づ
ら
い
　
腰
よ
り
下
も
が
五
色
の
わ
づ
ら
い
　
一
枚
半
敷
な
ら
で
に

　
　
　
ね
伏
し
　
は
れ
伏
し
申
し
て
　
百
八
人
の
祈
り
の
ジ
ョ
モ
ン
も
使
ふ
て
祈
れ
ど
　
祈
り
も
叶
わ
ん

　
　
　
百
八
人
の
い
者
も
使
ふ
て
　
く
す
れ
ど
　
く
す
り
も
叶
わ
ん
　
百
八
人
の
キ
ョ
ウ
者
も
使
ふ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ゼ
ン

　
　
キ
ュ
ウ
お
す
れ
共
　
キ
ュ
ウ
も
叶
わ
ん
　
仁
王
御
前
に
／
川
原
人
と
も
　
名
附
け
た
り
　
仁
王
ご
ぜ

　
　
ん
に

川
原
人
と
は
　
何
の
事
　
三
病
わ
づ
ら
ふ
人
　
今
だ
が
　
す
性
に
傳
え
て
　
三
病
わ
づ
ら
い

　
　
身
に
受
け
申
し
た
人
に
は
　
直
す
ミ
コ
も
　
い
者
・
キ
ュ
者
も
　
薬
も
な
い
と
　
云
ふ
の
も
　
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ジ

　
　
い
ん
ね
ん
　
地
界
　
口
争
の
　
こ
う
ろ
ん
を
す
れ
ば
　
兇
祖
に
成
る
の
も
　
其
の
い
ん
ね
ん
　
調
伏

　
　
返

に
　
直
し
が
　
つ
か
ん
と
言
ふ
の
も
其
の
い
ん
ね
ん
と
も
　
読
れ
た
り

　
　
　
　
此
の
祭
文
は
、
ト
ウ
ド
ウ
ジ
ョ
モ
ン
の
尊
に
廻
向
に
成
る
。
祭
文
究
祖
の
式
次
を
始
め
た
法
者

　
　
　
　
は
當
堂
上
門
の
尊
、
取
り
納
め
る
に
も
、
右
の
尊
を
頼
ま
な
く
て
は
出
来
な
い
。

　
　
　
　
其
の
場
に
相
ふ
様
に
、
読
解
を
附
け
て
祈
る
。
祭
文
を
祈
っ
た
だ
け
で
は
、
何
の
コ
ウ
果
も
な

　
　
　
　
い
。

○
究
祖
の
祭
文
　
月
読
日
読
の
祭
文

　
「
月
読
日
読
の
文
は
、
何
月
何
日
に
何
年
の
年
の
者
が
、
何
事
を
し
て
究
祖
に
成
っ
て
居
る
か
を
、
月

別
に
読
解
る
意
を
目
的
と
し
た
祭
文
也
り
」
　
ツ
イ
テ
本
文

　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
キ

　
○
正
月
子
の
日
に
　
子
の
年
の
者
が
　
子
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
え
ま
い
り
て
　
地
敵

　
　
　
カ
タ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ォ
オ
ノ
サ

　
　
　
ね
敵
　
念
ず
る
敵
が
　
有
る
ぞ
と
言
ふ
て
　
火
を
打
ち
掛
け
　
大
麻
　
打
掛
け
　
向
ふ
な
　
相
手

　
　
　
　
キ
モ

　
　
の
　
胆
先
三
寸
　
血
花
に
咲
け
よ
と
申
し
て
　
八
幡
矢
切
り
の
法
迄
　
行
い
掛
て
　
い
ん
念
　
調
伏

」
三
三
ウ

」
三

三
オ

」
三
ニ
ウ
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ホ
ノ
ホ

な
い
た
る
　
南
無
兇
祖
神
炎
の
岬
の
物
で
も
ご
ざ
る
か
　
良
に
御
聞
き
候
え

　
　
ウ
ノ

ニ
月
丑
の
日
に
　
丑
の
年
の
者
が
　
丑
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
え
参
り
て

三

月
寅
の
年
の
者
が
　
寅
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
同

四
月
卯
年
の
者
が
　
　
卯
の
地
の
方
　
一
生
行
か
ず
が
方
　
以
下
同
文

　
　
タ
ノ

五
月
辰
の
年
の
者
が
　
辰
の
日
に
　
辰
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
〃

六

月
巳
の
日
に
　
巳
の
年
の
者
が
　
巳
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
〃

　
　
ウ
シ

以
下
同
文

　
　
七
月
丑
の
日
　
丑
年
の
者
が
　
丑
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
〃

　
　
　
ヒ
ノ
ジ
　
　
　
　
ヒ
ツ
ジ

　
　
八
月
未
の
日
　
未
の
年
の
者
が
　
未
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
〃

　
　
　
サ
ル

　
　
九
月
申
の
日
　
申
の
年
の
者
が
　
申
の
地
　
一
生
］
代
行
か
ず
が
方
　
〃

　
　
十
月
酉
の
日
　
酉
年
の
者
が
　
酉
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
〃

　
　
　
　
イ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヌ

　
　
十
一
月
戌
の
日
　
戌
年
の
者
が
　
戌
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
〃

　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
十
二
月
亥
の
日
　
亥
年
の
者
が
　
亥
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方
　
〃

　
　
参
り
て
地
敵
　
ね
敵
　
念
ず
る
敵
が
有
る
ぞ
と
言
ふ
て
　
火
を
打
ち
掛
て
　
大
麻
打
掛
け
　
向
ふ
な

　
　
相
手
の
　
胆
先
三
寸
　
血
花
に
咲
け
よ
と
申
し
て
　
八
幡
矢
切
の
法
迄
　
行
い
か
け
て
　
い
ん
ね
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ノ
ホ

　
　
調
伏
な
い
た
る
　
南
無
兄
祖
神
祇
　
炎
／
み
さ
き
の
者
に
て
　
ご
ざ
る
が
　
良
く
に
御
聞
候
え

○
兄
祖
の
祭
文
　
同
じ
く
月
読
流
　
其
の
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト

　
　
正
月
子
の
日
に
　
子
の
年
の
者
が
　
子
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
参
り
て
　
字
敵
地

　
　
が
敵
・
ね
敵
念
じ
る
敵
が
有
る
よ
と
申
し
て
　
ヒ
竹
サ
ラ
メ
ク
　
サ
ラ
ワ
ク
　
さ
か
や
人
形
　
さ

　
　
か
や
刀

を
使
ふ
て
　
い
ん
念
調
伏
な
い
た
る
　
南
無
究
租
神
祇
に
ご
ざ
る
か
　
良
く
に
御
聞
候
え

　
　
　
　
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丑
の
地
の

方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
参
り
て
　
同

二
月
丑
の
日
に

三

月
寅
の
日

四
月
卯
の
日
に

五
月
辰
の
日
に

六
月
巳
の
日
に

　
　
ウ
マ

七

月
午
の
日
に

　
ヒ
ツ
ジ

八
月
未
の
日
に

　
　
サ
ル

九
月
申
の
日
に

丑
の
年
の
者
が

寅
の
年
の
者
が

卯
の
年
の
者
が

辰
の
年
の
者
が

巳
の
年
の
者
が

午
の
年
の
者
が

未
年
の
者

申
年
の
者

寅
の
地

卯
の
地

辰
の
地

巳

の
地

午
の
地

未
の
地

申
の
地

一
生
一
代
行
か
ず
が
里

一
生
一
代
行
か
ず
が
里

一
生
↓
代
行
か
ず
が
里

一
生
一
代
行
か
ず
が
里

一
生
一
代
行
か
ず
が
里

一
生
一
代
行
か
ず
が
里

一
生
一
代
行
か
ず
が
里

以
下
同

〃ク〃〃以

下
同

以
下
同
文

」
三

四
オ

」
三

四
ウ

」
三
五
オ
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十
月
酉
の
日
に
　
酉
年
の
者
が
　
酉
の
地
　
一
生
］
代
行
か
ず
が
里
え
参
り
て
　
〃

　
　
　
イ
ヌ

十
一
月
戌
の
日
に
　
戌
の
年
の
者
が
　
戌
の
地
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
　
〃

十
二
月
亥
の
日
に
　
亥
年
の
者
が
　
亥
の
地
の
方
　
］
生
一
代
行
か
す
が
里
ゑ
参
り
て
　
字
敵
　
地

が

た
き
　
ね
敵
　
念
ず
る
敵
が
　
有
る
ぞ
と
申
し
て
　
火
竹
　
サ
ラ
メ
ク
　
サ
ラ
ワ
ク
　
逆
や
人
形

　
逆
や
刀

を
使
ふ
て
　
因
念
　
調
伏
　
な
い
た
る
　
南
無
究
祖
神
祇
で
ご
ざ
る
か
　
良
く
に
御
聞
候

　
「
是
よ
り
す
べ
て
の
物
・
品
・
庭
・
人
・
住
家
の
ヱ
ン
切
り
を
祈
っ
て
、
ミ
テ
グ
ラ
に
集
め
て
、

　
ヒ
ケ
イ
お
よ
ら
め
て
、
ス
ソ
の
都
え
十
三
年
の
年
切
掛
け
て
鎭
る
用
に
祈
る
。
ど
の
流
も
太
同
小

　
異
で
同
じ
で
有
る
」

○
児
祖
祭
文
　
西
山
流
　
月
読
日
よ
み
の
祭
文

　
此
の

文

は
猟
師
が
西
山
法
、
猟
師
の
法
を
使
ふ
て
出
来
た
呪
祖
に
封
し
て
よ
み
ミ
ダ
ス
祭
文
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト

　
○
正
月
子
の
年
の
者
が
　
子
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
参
り
て
　
字
敵
　
ね
敵
念
ず
る
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
サ

　
　
が
有
る
ぞ
と
　
言
ふ
て
　
朝
日
を
招
い
て
　
夕
日
を
招
い
て
　
日
を
打
ち
掛
け
て
　
月
打
掛
て
　
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ガ
ホ
ン

　
　
（
ノ
サ
）
打
掛
て
　
料
本
し
た
い
　
向
ふ
の
　
相
手
の
胆
先
三
寸
　
サ
ザ
ラ
に
ソ
バ
カ
と
　
打
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ノ
ホ

　
　
が
　
打
ち
敷
掛
け
た
が
　
掛
敷
　
南
無
究
祖
神
祇
に
炎
の
ミ
サ
キ
　
言
ふ
た
が
　
言
い
ど
の
　
ミ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ニ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ン

　
　
キ
が
是
有
り
候
ふ
共
　
今
日
猟
師
の
法
で
は
　
よ
み
や
ひ
ら
い
て
参
ら
す
る
　
屋
地
三
神
　
ご
神
の

　
　
ザ

ツ
マ
に
御
縁
を
掛
け
て
　
引
き
や
雲
い
て
　
是
有
候
共
　
御
縁
を
切
ら
い
て
　
四
幣
が
ミ
テ
グ
ラ

　
提
婆
の
人
形

二
月
丑
の
年
の
者
が

三
月
寅
の
年
の
者
が

四

月
卯
の
年
の
者
が

五
月
辰
の
年
の
者
が

六
月
巳
の
年
の
者
が

七

月
午
の
年
の
者
が

八
月
未
の
年
の
者
が

　
　
サ
ル

九
月
申
の
年
の
者
が

十
月
酉
の
年
の
者
が 十

二
の
ヒ
ナ
ゴ
ゑ

丑
の
地
の
方

寅
の
地
の
方

卯
の
地
の
方

辰
の
地
の
方

巳
の
地
の
方

午
の
地
の
方

未
の
地
の
方

申
の
地
の
方

酉
の
地
の
方

集
り
用
合
成
り
給
え

一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
‖
同

一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
　
以
下
同
文

一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
　
ク

以

下
右
と
同
文

ク〃〃〃〃

ク〃〃ク〃

」
三

五
ウ

」
三
六
オ
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十
一
月
戌
の
年
の
者
が
　
戌
の
地
の
方
　
ク
　
〃

　
　
十
二
月
亥
の
年
の
者
が
　
亥
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て

　
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
バ
タ
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

○
究
祖
の
祭
文
　
七
夕
法
月
続
祭
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

　
此
の

文
は
七
夕
様
の
動
且
（
ハ
タ
オ
リ
の
品
々
）
を
使
ふ
て
出
来
た
ス
ソ
で
、
女
人
の
う
ら
み
の
場
合

が
多
い
。

　
○
正

月
子
の
日
に
子
の
年
の
者
が
　
子
の
方
一
生
一
代
行
か
ず
里
え
ま
い
り
て
　
字
敵
　
ね
敵
念
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

　
　
る
敵
が
　
有
る
よ
と
申
し
て
　
ア
セ
竹
も
取
り
や
揃
え
て
　
十
の
山
か
ら
　
十
の
梢
も
取
り
や
合
い

　
　
て

　
七

ツ
の
山
か
ら
　
七
ツ
の
梢
も
　
取
り
や
そ
ろ
え
て
　
サ
ラ
オ
サ
　
逆
や
人
形
　
逆
や
刀
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ノ
ホ

　
　
使
ふ
て
　
人
は
悪
け
れ
　
我
身
は
　
よ
か
れ
と
申
し
て
　
因
念
調
伏
な
い
た
る
　
南
無
ス
ソ
神
　
炎

　
　
の

ミ
サ
キ
に
行
き
相
い
　
是
有
り
候
共
　
身
は
だ
お
は
な
い
て
　
黄
兼
の
花
べ
ら
　
花
ミ
テ
グ
ラ

　
　
提
婆
の
人
形
　
是
れ
の
り
く
ら
え
　
サ
ラ
く
み
あ
そ
び
用
合
成
り
給

　
　
二
月
丑
の
日
に
　
丑
の
年
の
者
が
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
参
り
て
　
同

三
月
寅
の
年
の
者
が

四
月
卯
の
年
の
者
が

五
月
辰
の
年
の
者
が

六

月
巳
の
年
の
者
が

七

月
午
の
年
の
者
が

八
月
未
の
日
に

　
　
サ
ル

九

月
申
の
日
に

十
月
酉
の
日
に

十
一
月
戌
の
日
に

十
二
月
亥
の
日

地
敵
　
字
が
た
き

　
　
　
ト
ヲ

え
て
　
十
の
山
か
ら

い
て

　
サ
ラ
オ
サ

因
念
　
て
う
ぶ
く

寅
の
方

卯
の
方

辰
の
地

の
方

巳
の
地
の
方

午
の
日
に

一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
参
り
て
　
　
同

〃

未
の
年
の
者
が
　
未
が
方

申
の
年
の
者
が
申
の
方

酉
の
年
の
者
が
　
酉
の
方

　
戌
の
年
の
者
が
　
戌
の
方

亥
の
年
の
者
が
　
亥
の
方

　

ね
か
た
き

　
　
十

の
梢
も

　
逆
や
人

形

　
南
無
ス

ソ
神

〃〃〃

ク

〃〃〃
〃〃〃

　
　
　
　
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
方

念
ず
る
か
た
き
が

　
取
り
や
合
い
て

逆
や
刀

を
使
ふ
て

　

ホ
ノ
ホ
の
ミ
サ
キ
に

〃ク〃

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　

　
　
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て

有
る
よ
と
申
し
て
　
ア
セ
竹
も
　
取
り
や
揃

七

ツ
の
山
か
ら
　
七
ナ
ツ
の
梢
も
取
り
や
合

人
は

悪
け
れ
　
我
身
は
良
け
れ
と
申
し
て

　
　
行
き
相
い
　
是
有
り
候
／
供
　
身
は
だ

」
三

六
ウ

」
三
七
オ
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お
放
い
て
　
黄
兼
の
花
ベ
ラ
花
ミ
テ
グ
ラ
提
婆
の
人
形
是
の
　
の
り
く
ら
え
　
サ
ラ
サ
ラ

　
　
　
み
あ
そ
び
用
合
成
り
給
え
　
（
主
に
病
人
用
）

○
究
祖
の
祭
文
　
仏
法
月
読
流

　
佛
・
ッ
カ
・
墓
等
を
、
タ
テ
に
つ
い
て
の
兇
祖

　
○
正
月
子
の
年
の
者
が
　
子
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
　
里
え
ま
い
り
て
　
子
の
方
角
に
　
向

　
　
わ
り
申
し
て
　
地
敵
　
字
敵
　
ね
敵
　
念
ず
る
か
た
き
が
　
有
る
ぞ
と
　
申
し
て
　
四
方
そ
と
ば
に

　
　
け
づ
り
仕
立
て
　
逆
番
附
け
に
　
書
き
や
し
る
し
て
　
七
枚
　
ソ
ト
婆
も
削
り
仕
立
て
　
逆
番
付
に

　
　
書
き
や
記
る
し
て
　
七
ツ
の
墓
を
　
ツ
ツ
い
て
　
地
に
て
地
神
　
荒
神
　
な
い
か
と
　
申
し
て
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
み
や
起
い
て
　
か
た
き
を
仇
っ
て
　
厄
を
ド
ド
メ
て
　
生
血
を
／
す
ゑ
て
　
子
孫
た
え
行
け
　
番
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ノ
ホ

　
　
た
ゑ
行
け
と
　
言
ふ
た
が
　
云
い
ど
の
ミ
サ
キ
　
立
つ
た
が
　
本
念
炎
の
ミ
サ
キ
の
見
入
れ

　
　
シ
ョ
ケ
が
是
あ
り
候
共
　
今
日
釈
迦
の
　
コ
ミ
コ
が
供
り
申
し
て
　
仏
法
此
の
祭
文
で
　
よ
み
や
集

　
　
め
て
参
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
リ

　
　
ニ
月
丑
の
年
の
年
の
者
が
　
丑
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
す
が
里
え
参
て
　
丑
の
方
角
に
向
は
り

　
　
申
し
て
　
　
以
下
同

三

月
寅
の
年
の
者
が
　
寅
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
参
り
て
　
寅
の
方
角
に
向
わ
り
申

し
て
　
　
以
下
同
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
リ

四

月
卯
の
年
の
者
が
　
卯
の
地
の
方
　
一
生
行
か
ず
が
里
え
参
て
　
卯
の
方
角
に
向
り
申
し
て

以
下
同
文

五
月
辰
の
年
の
者
が
　
辰
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
　
辰
の
方
角
に
向
り
申

し
て
　
　
以
下
同

六

月
巳
の
年
の
者
が
　
巳
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
／
が
里
え
ま
い
り
て
　
巳
の
方
角
に
向
り

申
し
て
　
　
以
下
同
文

七
チ

月
午
の
年
の
者
が
　
午
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
　
午
の
方
角
に
向
わ

り
申
し
て
　
　
以
下
同
文

八
月
未
の
年
の
者
が
　
未
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
す
が
方
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
　
未
の

方
角
に
向
り
申
し
て
　
同

　
　
サ
ル

九

月
申
年
の
者
が
　
申
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
ゑ
ま
い
り
て
　
申
の
方
角
に
向
は
り
申

」
三
七
ウ

」
三

八
オ

」
三

八
ウ
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し
て
　
　
以
下
同
文

十
月
酉
年
の
者
が
　
酉
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
す
が
里
へ
ま
い
り
て
　
酉
の
方
角
に
向
わ
り
申

し
て
　
　
以
下
同
文

　
　
　
イ
ヌ

十
一
月
戌
年
の
者
が
　
戌
の
地
の
方
　
一
生
一
代
行
か
ず
が
里
ゑ
ま
い
り
て
　
戌
の
方
角
に
向
わ
り

申
し
て
　
　
以
下
同
文

十
二
月
亥
の
年
の
者
が
　
亥
地
の
方
　
一
生
「
代
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
　
亥
の
方
角
に
　
向
わ

　
　
　
　
　
　
カ
タ
キ

り
申
し
て
　
地
仇
　
字
仇
　
ね
仇
　
念
ず
る
仇
が
　
有
る
ぞ
と
／
申
し
て
　
四
方
　
ソ
ト
婆
に
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ル

り
仕
立
て
　
逆
番
附
に
　
書
き
や
記
し
て
　
七
ナ
ツ
の
墓
を
　
ツ
ツ
い
て
　
地
に
て
地
神
　
荒
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

無
い
か
と
　
申
し
て
　
よ
み
や
お
こ
い
て
　
か
た
き
を
　
射
っ
て
　
厄
を
ト
ド
め
て
　
生
血
を
す
ゑ

て

　
子
孫
た
え
行
け
　
ば
ん
そ
ん
た
ゑ
行
け
と
　
言
ふ
た
が
　
云
い
ど
の
　
ミ
サ
キ
　
立
っ
た
が

ホ
ン
　
　
　
　
ホ
ノ
ホ

本
念
　
炎
の
ミ
サ
キ
の
　
見
入
れ
シ
ョ
ウ
ケ
が
　
是
有
り
候
共
　
今
日
釈
迦
の
こ
み
こ
が
　
供
り
申

し
て
　
佛
法
　
此
の
祭
文
で
　
よ
み
や
集
め
て
ま
い
ら
す
る
　
（
是
よ
り
エ
ン
切
り
集
メ
ル
）

」
三
九
オ

○
究
祖
の
祭
文
　
女
人
柳

　
此
の
祭
文
は
女
人
の
う
ら
に
よ
り
て
出
来
た
ス
ソ
の
取
り
ま
と
め
に
必
要
也
。

　
太
郎
・
次
郎
と
言
ふ
の
は
長
男
・
次
男
と
云
ふ
意
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル
　
　
　
　
モ
ノ
　
　
　
　
　
ミ

　
○
正
月
太
郎
　
月
に
申
年
の
者
が
　
巳
の
地
の
者
に
向
わ
り
　
神
の
鳥
居
え
血
文
字
を
書
き
　
仏
の
ま

　
　
な
こ
え
針
を
差
し
　
堂
宮
荒
ら
い
て
　
水
花
三
度
と
　
け
上
げ
　
け
下
ろ
し
　
人
は
悪
け
れ
　
我
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ン

　
　
は
よ
け
れ
と
申
し
て
　
荒
神
　
け
み
だ
し
　
サ
ラ
血
の
法
文
　
ヌ
キ
字
を
使
ふ
て
　
逆
字
を
つ
こ
う

　
　
て

　
因
念
　
調
伏
致
い
て
　
是
有
り
候
共
　
七
本
ミ
テ
グ
ラ
　
九
ツ
が
人
形
　
こ
こ
く
　
一
枚
揃
え

　
　

に
　
七
ツ
の
鳴
物
　
道
絶
刀
に
　
三
千
石
の
ヒ
ケ
イ
諸
物
　
七
本
カ
ゴ
ミ
テ
グ
ラ
　
九
ツ
の
人
形
割

　
　
り
き
ら
た
め
た
。
　
言
ふ
た
が
云
い
ど
の
ミ
サ
キ
　
立
ツ
タ
が
　
ほ
の
ほ
の
ミ
サ
キ
　
南
無
ス
ソ

　
　
神
／
祇
は
　
御
縁
を
切
ら
い
て
　
是
の
の
り
く
ら
ゑ
　
サ
ラ
サ
ラ
　
み
あ
そ
び
　
用
合
集
り
用
合
成

　
　
り
給
え

　
　
二
月
次
郎
月
に
　
酉
の
年
の
者
が
　
卯
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て
、
以
下
同

」
三
九
ウ

」
四

〇
オ
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三
月
三
郎
月
に

四
月
四
郎
月
に

五
月
五
郎
月
に

六

月
六
郎
月
に

七
月
七
郎
月
に

八
月
八
郎
月
に

十
月
十
郎
月
に

イ
ヌ戌
の
年
の
人
が

イ亥
の
年
の
人
が

ネ子
の
年
の
人
が

ウ
シ丑
の
年
の
人
が

サ

ル申
の
年
の
人
が

酉
の
年
の
人
が

イ亥
の
年
の
人
が

　
　
・
不

タ
ソ辰
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て
、

巳

の
年
の
者
に
向
り
申
し
て

ウ
マ午
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て

ヒ
ツ
ジ
未
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て

ト
ラ寅
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て

卯
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て

巳

の
年
の
者
に
向
り
申
し
て

　
　
ウ
マ

以
下
同
文

〃〃〃〃ク〃

十
］
月
十
一
郎
月
に
　
子
の
年
の
人
が
　
午
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ツ
ジ

十
二
月
十
二
郎
月
に
　
丑
年
の
人
が
　
未
の
年
の
者
に
向
り
申
し
て
　
〃

神
の
鳥
居
え
血
文
字
を
書
き
　
以
下
同
文

○
究
阻
の
一
双
返
の
祭
文
　
宗
石
吉
三
郎
方
便

　
こ
の
法
は
み
だ
り
に
使
ふ
べ
か
ら
ず
。

　
数
通

り
有
る
祭
文
を
よ
ん
で
、
縁
切
を
し
て
集
め
て
、
ぶ
に
あ
て
・
ヒ
ケ
イ
お
よ
ら
め
て
、
祀
り
は
つ

い

て
、
送
り
鎭
め
る
べ
し
。

　
敷

を
使
っ
て
有
れ
ば
、
敷
を
敷
の
社
え
上
げ
て
、
字
文
を
使
っ
て
有
れ
ば
、
字
文
を
消
し
て
、
神
や
佛

を
た
て
に
つ
い
て
有
れ
ば
、
神
仏
は
こ
と
わ
り
立
て
お
し
て
本
座
え
直
す
。

　
他
の

悪
魔
・
下
道
の
も
の
と
よ
れ
て
、
も
つ
れ
て
居
れ
ば
、
取
り
分
け
て
、
色
々
と
手
を
つ
く
し
て
見

た
上
で
、
最
後
の
手
段
と
し
て
行
え
。

　
返

し
だ
か
ら
、
十
二
支
の
エ
ト
お
亥
か
ら
よ
み
始
、
子
で
お
わ
る
様
に
祈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ
ワ

　
○

亥
の
日
亥
の
年
の
　
男
か
女
が
亥
の
日
亥
の
方
角
に
向
り
申
し
て
　
ウ
ヅ
ゲ
の
　
逆
グ
イ

　
　
七

本
逆

し
に
立
て
・
　
四
方
　
ソ
ト
婆
を
　
逆
し
に
立
て
・
　
サ
ミ
ダ
レ
が
み
お
　
四
方
え
　
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ

　
　
リ
と
　
さ
ば
き
立
て
　
三
十
三
枚
　
白
ハ
を
　
食
い
し
め
　
ぬ
れ
手
を
　
三
、
三
、
九
度
と
　
打
や

　
　
開
い
て
　
ム
ラ
サ
キ
様
成
る
　
胆
を
は
き
出
し
　
ク
レ
ナ
イ
様
な
る
　
シ
タ
お
　
ク
イ
出
し
　
天
地

　
　
お
ま
ね
い
て
　
太
地
を
ゆ
る
が
し
　
神
の
元
で
は
　
神
を
た
て
つ
き
　
仏
の
元
で
は
　
仏
を
た
て
つ

　
　
き
　
人
は
悪
け
れ
　
お
の
れ
は
　
良
け
れ
と
申
し
て
　
因
念
調
伏
せ
ん
と
　
言
い
度
　
云
い
立
て

　
　
是
有
り
候
　
字
文
の
博
士
が
　
キ
ン
ク
の
　
ミ
フ
マ
で
　
さ
が
し
出
し
た
ぞ
　
當
所
虚
に
　
氏
神

」
四

〇
ウ

」
四
一
オ
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ハ
カ
セ
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

氏
佛
は
　
無
い
か
よ
　
良
く
に
御
聞
き
候
え
／
　
字
文
の
博
士
は
　
時
使
は
れ
　
日
の
使
は
れ
に

ヤ

ト使
い
！
　
　
取
ら
れ
て
　
究
阻
の
　
一
双
返
を
し
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

一
ト
ス
ソ
集
め
て
　
ニ
タ
ス
ソ
返
す
そ
　
ニ
タ
ス
ソ
集
め
て
　
三
ス
ソ
と
返
す
そ

ミ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

三
ス

ソ
集
め
て
四
ス
ソ
と
返
す

「以
下
」
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
、
「
同
ジ
」

十
ニ
ス
ソ
集
め
て
　
一
双
返
し
に
返
す
そ
　
お
ん
念
　
返
に
返
す
そ
　
小
念
　
返
に
返
す
そ
　
血
花

　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
レ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
バ
タ

　
ス

“

波
　
返
に
　
生
霊
　
返
に
返
す
そ
　
太
師
　
七
夕
　
か
ら
わ
く
　
返
に
　
返
す
そ
　
向
ふ
相

手
が
　
な
く
て
は
　
か
な
わ
ん

元
本

人
　
か
ら
だ
に
　
返
す
　
本
人
か
ら
だ
が
　
な
け
れ
ば
　
其
の
子
に
返
す
　
其
の
子
が
無
け
れ

ば

　
其
の
地
に
返
す
　
其
の
地
も
な
け
れ
ば
　
植
木
ツ
ギ
木
に
返
す
　
植
木
ツ
ギ
木
も
な
け
れ
ば
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
ラ
　
　
タ
チ

　
川
の
中
の
　
大
場
の
　
岩
の
上
で
　
北
を
枕
に
刀
を
ぬ
き
　
石
原
通
し
に
　
送
り
返
す
そ

方
角
違
え
な

切
り
返
し
に

・

戌
の
日

・

酉
の
日

・

申
の
日

・

未
の
日

・
午
の
日

巳
の
日

辰
の
日

寅
の
日

丑
の
日

子
の
日

　
　
敷
地
違
へ
な

　
　
送
り
返
い
て

戌
の
年
の
男
女
が

酉
の
年
の
男
女
が

申
の
年
の
男
女
が

未
の
年
の
男
女
が

午
の
年
の
男
女
が

巳
の
年
の
男
女
が

辰
の
年
の
男
女
が

寅
の
年
の
男
女
が

丑
の
年
の
男
女
が

子
の
年
の
男
女
が

国
を
違
え
な
　
元
本
人
む
ね
の
レ
ン
ゲ
え

御
ん
た
び
候
え

戌
の
日

酉
の
日

申
の
日

未
の
日

午
の
日

巳
の
日

辰
の
日

寅
の
日

丑
の
日

子
の
日

一
時
に
ソ
バ
カ
　
御
ん

戌
の
方
角
に
向
り
申
し
て
　
同

酉
の

方
角
に
向
り
申
し
て
　
同

申
の
方
角
に
向
り
申
し
て
　
同

未
の
方
角
に
向
り
申
し
て
　
同

午
の
方
角
に
向
は
り
申
し
て
　
同

巳
の
方
角
に
向
は
り
申
し
て
　
同

辰
の
方
角
に
向
は
り
申
し
て
　
〃

寅
の
方
角
に
向
り
申
し
て
　
〃

丑
の
方
角
に
向
り
申
し
て
　
〃

子
の

方
角
に
向
は
り
申
し
て
　
う
つ
げ
の
逆
ぐ
い
七
本

　

さ
か
し
に
立
て
て
　
以
下
同
文

　
次
に

◎
一
荷
敷
掛
け
て
　
入
り
来
た
　
其
の
式
成
れ
ば
　
二
か
敷
き
掛
け
て
　
入
り
来
た
　
其
の
敷
な
れ
ば

　
四

か
式
か

け
て
送
ろ
う
　
四
荷
敷
か
け
て
　
入
り
来
た
　
其
の
敷
な
れ
ば
　
八
か
式
か
け
て
送
ろ
う

」
四
一
ウ

」
四

ニ
オ

」
四

ニ
ウ
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八
か

し
き
か
け
て
　
入
り
来
た
　
其
の
し
き
な
れ
ば
　
十
六
か
式
か
け
て
送
ろ
う
　
（
以
下
は
ば
い

　
　
　
カ
ズ

　
掛
の
数
に
て
、
百
二
十
四
か
式
迄
か
け
て
祈
る
）

　
　
　
リ
キ

〇

一
人

力
を
掛
け
て
　
入
り
来
た
敷
な
れ
ば
　
二
人
力
を
掛
け
て
送
ろ
う
　
二
人
力
を
掛
て
　
入
り
来

　
た
其
の
敷
な
れ
ば
　
四
人
力
を
か
け
て
送
ろ
う
（
以
下
ば
い
掛
に
百
二
十
八
人
力
迄
祈
る
）

　
神
の
童
子
が
　
六
太
童
子
仏
の
童
子
も
六
大
童
子
　
お
日
の
童
子
も
六
大
童
子
　
お
月
の
童
子
も

　
六
大
童
子
　
不
動
の
童
子
／
も
　
六
太
童
子
　
ち
け
ん
の
童
子
が
六
太
童
子
　
六
、
六
、
三
十
六
太

　
童
子
　
ば
い
そ
う
　
ば
い
が
け
掛
け
て
　
く
つ
ほ
ね
返
し
に
　
送
り
返
い
て
　
参
ら
す
る

　
　
　
◎
是

よ
り
よ
み
分
集
め
て
鎭
め
る
様
に
祈
る
、
り
か
ん
と
も
言

◎
是
迄
　
南
無
呪
阻
神
祇
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
物
に
は
　
一
双
返
し
の
祭
文
　
よ
み
や
開
い
て
　
参
ら
し

　
た
。
　
此
の
祭
文
で
は
　
ホ
オ
メ
ン
　
さ
ま
い
て
　
四
幣
が
　
ミ
テ
グ
ラ
　
提
婆
の
人
形
　
十
二
の

　
ヒ
ナ
コ
ゑ
　
集
り
用
合
成
り
給
え
　
十
六
天
の
　
三
神
屋
ツ
マ
に
　
御
神
の
ザ
ツ
マ
に
　
八
百
八
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
キ
ン

　
の

　
家
且
　
用
敷
に
　
お
り
物
　
反
物
　
金
ネ
　
金
銀
に
　
ご
ゑ
ん
を
掛
け
て
　
ご
ざ
ろ
う
共
　
植

　

木
千
才
古
木
に
塚
墓
仏
の
ザ
ツ
マ
に
御
え
ん
を
掛
け
て
ご
ざ
ろ
う
共
山
川
四
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
ニ
足
と
　
よ
れ
て
も
つ
れ
て
　
よ
も
候
共
　
十
ニ
ケ
年
の
氏
子
仲
場
　
米
主
　
病
者
に
／
　
御
ゑ

　
ん

を
掛
け
て
　
ご
ざ
ろ
う
共
　
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
　
ご
ゑ
ん
を
切
ら
い
て
　
こ
ゑ
ん
を
は
な
い
て
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
　

　
ラ
サ
ラ
集
り
　
用
合
成
り
給
え
　
ブ
ニ
ア
テ
　
ヒ
ケ
イ
は
　
白
米
千
石
　
黒
米
千
石
　
マ
米
が
千
石

　
　

ヒ
ケ
イ
ヨ
ラ
メ
テ
　
出
ま
い
ら
し
た
。
　
ま
だ
に
も
　
ヒ
ケ
イ
が
　
お
ろ
か
に
　
ご
ざ
れ
ば
　
ま

　
だ
に
も
　
ヒ
ケ
イ
が
お
ろ
か
に
　
ご
ざ
れ
ば
　
屋
地
の
四
方
の
ツ
ツ
マ
ユ
　
こ
こ
く
　
一
枚
揃
え
に

　
　
道
た
ち
刀
に
　
レ
イ
シ
ャ
ク
ボ
ン
　
い
ろ
り
の
灰
い
　
ど
う
迄
も
　
ひ
け
い
　
よ
ら
れ
て
　
出
ま

　
い

ら
し
た
。
　
ま
だ
に
も
　
ヒ
ケ
イ
が
お
ろ
か
に
　
ご
ざ
れ
ば
　
病
者
の
え
り
先
　
そ
で
先
　
た
も

　
と
先
き
　
び
ん
の
毛
　
二
十
の
爪
先
迄
も
　
ピ
ケ
イ
よ
ら
め
て
　
出
ま
い
ら
し
た
。
　
是
受
取
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
　
　
ミ
ヤ
シ
ロ
　
　
イ
チ
　
　
ヤ
ス
バ

　
　
な
さ
れ
て
　
四
幣
が
　
ミ
テ
グ
ラ
　
提
婆
の
人
形
式
殿
御
社
壱
の
休
場
で
　
三
條
下
り

　
七

丈
下
り
　
石
が
　
せ
い
だ
ん
　
古
木
の
／
　
元
ガ
ヤ
が
七
本
　
昔
千
年
　
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
尊
の

　
建
て

置
く
　
毘
阻
の
　
名
所
え
　
地
は
三
寸
と
は
　
買
い
取
り
申
し
て
　
十
三
年
の
年
切
り
掛
け
て

　
送
り
鎭
め
　
打
ち
や
し
づ
め
て
　
参
ら
す
る
　
鎭
り
行
け
　
鎭
り
用
合
成
り
給
え
　
　
お
わ
り

　
ブ

ニ

ア
テ
の
品
を
言
ふ
度
に
、
米
ツ
ブ
小
々
、
ツ
マ
ン
で
ミ
テ
グ
ラ
の
中
に
祀
り
込
む
作
法
を
そ
え

る
も
の
也
り
。

」
四

三
オ

」
四
三
ウ

」
四

四
オ
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こ
こ
で
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
尊
様
に
お
う
か
が
い
を
立
て
・
、
ク
ジ
お
見
て
、
送
り
に
は
付
く
と
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

ク
ジ
が
お
り
た
ら
、
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
尊
様
に
、
米
ま
き
上
げ
て
頼
ふ
で
送
り
し
づ
め
て
、
道
た
ち
の

字
文
を
と
な
え
る
も
の
也
り
。

○
読
解
・
取
解
・
祓
い
解
の
祈
祷
の
時
に
、
究
阻
の
九
字
が
取
れ
て
、
送
に
附
く
と
言
ふ
時
か
ら
、
後
仕

末
迄
の
作
法
。

　
先
づ
ク
ジ
が
取
れ
た
時
の
字
文

　
◎
チ

エ
　
ブ
ッ

サ

イ
　
降
る
法
　
照
る
法
　
仏
法
皆
用
合
　
安
楽
　
ヂ
ソ
ウ
殿
　
是
を
こ
そ
　
チ
ッ

　
　
ト
　
五
万
シ
ャ
ン
ナ
ア
　
皆
用
合
　
ト
ロ
ソ
ク
　
ト
ロ
ソ
ク
で
ん
と
　
鎭
り
行
ケ
　
鎭
り
用
合
成
り

　
　
給
え
（
三
回
繰
り
返
す
）

　
　
　
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
尊
に
釈
尊
返
の
祭
文
を
廻
向
に
読
ん
で
、
縁
切
り
送
り
鎭
を
頼
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

　
　
神
が
も
り
め
は
　
時
使
は
れ
　
日
の
使
は
れ
で
　
南
無
ス
ソ
神
荒
や
ミ
サ
キ
の
物
を
は
　
よ
み
や

　
　
み
だ

い
て

　
四

幣
が
ミ
テ
グ
ラ
　
提
婆
の
人
形
　
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
ゑ
　
読
や
集
め
て
　
ご
ざ
る
が

　
　
ト
ウ
ド
ウ
上
門
の
尊
様
に
は
　
ス
ソ
の
名
所
え
　
送
り
鎭
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
　
其
の
御
為
に
は
／

　
　
御
本
地
　
御
ヒ
ヨ
元
は
　
御
廻
向
次
第
に
　
読
や
開
い
て
ま
い
ら
す
る
。

　
　
（
是
よ
り
釈
尊
返
を
読
む
）
　
お
わ
り
て

　
◎
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
者
に
は
　
王
柳
　
鐸
迦
柳
　
稗
尊
柳
　
提
婆
柳
　
月
読
・
日
読
と
て

　
　
　
柳
取
り
掛
け
て
　
シ
ョ
ジ
キ
の
祭
文
　
よ
み
や
開
い
て
　
四
幣
が
ミ
テ
グ
ラ
　
提
婆
の
人
形
　
十

　
　
二
の

ヒ
ナ
ゴ
に
　
読
や
集
め
て
　
ブ
ニ
宛
授
け
て
　
ヒ
ケ
イ
も
よ
ら
め
て
　
字
文
も
封
し
て
ご
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
カ
ド

　
　
が
　
ま
だ
に
て
　
残
り
た
者
が
　
是
有
る
な
れ
ば
　
氏
子
仲
場
の
　
家
内
　
三
神
家
妻
の
　
御
縁
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
　
　
　
　
　
　
　
カ
ド

　
　
切
ら
い
て
　
御
神
ざ
つ
ま
　
八
百
八
品
の
　
家
皿
用
式
　
七
夕
動
且
　
門
公
神
　
角
公
神
　
植
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ
ネ

　
　
千
才
古
木
の
　
御
縁
も
切
ら
い
て
　
兼
金
銀
に
　
氏
子
仲
場
の
五
尺
の
体
の
　
御
縁
も
切
ら
い
て

　
　
　
七

十
五
本
　
白
紙
御
幣
　
ヒ
ケ
イ
諸
　
太
夫
の
持
つ
た
る
　
て
う
愛
い
　
て
う
た
か
ら
／
　
御
祈

　
　
祷
殿
　
有
る
よ
の
品
の
　
御
縁
を
切
ら
い
て
　
御
縁
を
は
な
い
て
　
四
幣
が
ミ
テ
グ
ラ
　
提
地
の
人

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ
シ
ロ

　
　
形
　
式
殿
　
御
社
　
ほ
お
ら
の
社
え
　
七
ツ
の
鳴
物
　
礼
釈
梵
の
此
の
鳴
る
か
た
え
　
三
千
ヒ
ビ

　
　

ク
方
え
　
諸
願
成
就
　
集
り
み
あ
そ
び
　
用
合
成
り
給
え

　

　
一
ト
ス
ソ
集
め
た
　
ニ
タ
ス
ソ
集
め
　
三
ス
ソ
集
め
　
四
ス
ソ
集
め
た
　
五
ス
ソ
集
め
た
　
六
ス
ソ

」
四

四
ウ

」
四

五
オ

」
四
五
ウ
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メ
オ
ボ
ン

　
　
集
め
た
　
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
同
十
ニ
ス
ソ
集
め
た
　
東
方
　
マ
リ
マ
リ
　
明
梵
　
ダ
ラ
リ

　
　

ヤ
ソ
バ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ウ

　
　
南
方
同
　
西
方
同
　
北
同
　
中
同
　
五
方
マ
リ
マ
リ
　
明
梵
　
ダ
ラ
ヤ
ソ
バ
カ
と
　
四
幣
が
ミ
テ
グ

　
　
ラ
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
ゑ
　
諸
願
成
就
　
集
り
み
あ
そ
び
　
用
合
成
成
り
給
え

　
○

（注
訳
）
礼
釈
梵
と
云
ふ
の
は
良
く
ヒ
．
・
ク
不
要
に
成
っ
た
茶
ワ
ン
を
最
初
に
用
意
ス
ル
。
こ
こ
く

を
黒
こ
げ
に
嫌
く
。
道
た
ち
刀
は
ヘ
ン
ピ
ツ
太
の
鎌
の
棒
。
五
、
六
寸
位
い
の
長
サ
／
用
意
し
て
お
い
て
、
」

ミ
テ
グ
ラ
に
集
入
れ
た
時
か
ら
た
・
き
始
め
る
。
是
を
タ
タ
キ
集
め
る
と
云
ふ
。
お
わ
り
て
ス
ソ
を
ミ
テ

グ
ラ
に
祓
い
集
め
る
祓
い
（
京
の
こ
し
か
た
の
祓
）
か
ら
、
ゆ
う
が
の
祓
い
を
祈
る
間
は
、
建
て
有
る
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

の

内
、
高
田
の
幣
を
の
ぞ
い
て
、
右
手
に
持
っ
て
ミ
て
ぐ
ら
の
前
を
左
右
に
祈
り
に
合
せ
て
振
り
乍
ら
字

文
を
と
な
え
る
。

　
　
　
　
○
京
の
こ
し
が
た
の
祓
い

　
　
ト
ウ

　
　
東
方
に
も
　
ギ
ョ
ウ
く
し
ん
　
ほ
ん
ギ
ョ
ウ
カ
イ
の
　
其
庭
に
　
海
山
川
を
つ
も
り
　
流
れ
出
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ク
ラ

　
　
る
と
申
せ
共
　
し
も
千
丈
で
は
　
ち
り
お
祓
ふ
　
七
福
　
五
幅
の
　
た
の
し
み
有
り
　
う
す
桜
　
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン

　
　
ザ

ク
ラ
は
　
に
ご
る
共
　
不
浄
の
祓
い
は
　
此
処
で
す
る
　
不
浄
た
ち
は
　
何
時
も
あ
ら
さ
れ
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
ワ
　
　
　
　
　
ケ
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ミ

　
　
じ
ょ
う
　
三
ご
ん
　
祭
幣
　
幸
い
と
　
今
日
の
こ
し
が
た
の
／
祓
い
を
申
せ
ば
　
君
の
心
も
陽
気
　
　
」

　
　
身
は
す
“
し
く
　
か
る
ら
ん
と
成
る
　
千
福
七
福
　
シ
ュ
ウ
身
吉
日
　
明
合
如
来
や
ソ
バ
カ
と
　
祓

　

　
い
お
と
い
て
ま
い
ら
す
る

　
　
南
方
に
も
　
同

　
　
西
方
に
も
　
同

　
　
北
方
に
も
　
同

　
　
チ
ウ

　
　
中
方
に
も
　
同
字
文

　
　
次

に
（
ゆ
う
が
の
祓
い
）

　
◎
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
ミ
サ
キ
の
物
を
は
　
ユ
ウ
ガ
の
祓
い
で
　
祓
い
集
め
て
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
イ

　
　
東
し
　
と
う
方
よ
り
　
古
き
不
浄
に
　
新
き
不
浄
に
　
古
き
け
が
れ
に
　
新
い
き
け
か
れ
に
　
七
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
村
里
の

け
が
れ
に
　
村
七
斬
の
け
が
れ
に
　
余
な
る
　
災
な
ん
　
悪
霊
　
死
霊
　
亡
霊
　
悪
魔
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

　
　
見
入
り
が
　
是
り
候
う
共
　
東
方
　
ま
草
に
　
か
ら
ま
く
さ
　
カ
ン
ト
ウ
　
ま
く
さ
に
　
か
ら
ま
く

　
　
さ
　
け
い
と
う
ま
草
／
　
継
ま
草
　
文
永
ダ
ラ
リ
ヤ
　
オ
ン
ソ
バ
カ
　
王
ジ
ョ
ウ
　
ダ
ラ
リ
ヤ
　
　
」

四
六
オ

四

六
ウ

四
七
オ
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ジ
ョ
ウ
ダ
ラ
リ
南
條
祓
い
で
祓
い
落
い
て
　
ゆ
う
が
の
祓
い
で
祓
い
集
て
参
ら
す
る

　
　
南
み
　
な
ん
方
（
以
下
同
文
）

　
　
西

し
　
さ
い
方
　
同

　
　
北
た
　
ほ
ん
方
（
同
）

　
　
ソ
ラ
　
　
　
　
　
チ
ウ

　
　
空
ら
　
中
方
　
（
以
下
同
文
）

　
◎
東
し
と
う
方
に
も
、
こ
お
法
院
な
あ
　
法
院
ナ
ア
　
安
楽
　
ヂ
ゾ
オ
殿
　
フ
ル
法
　
照
る
法
　
仏
法

　
　
安
楽
　
ヂ
ゾ
オ
殿
　
コ
レ
方
こ
そ
　
チ
ッ
ト
　
五
シ
ャ
ン
ナ
」
　
皆
用
合
　
ト
ロ
ソ
ク
　
ト
ソ
ソ
ク

　
　
で
ん

　
　
四
幣
が
ミ
テ
グ
ラ
　
提
婆
の
人
形
　
是
の
り
く
ら
ゑ
　
集
り
用
合
成
り
給
え

　
　
南
　
な
ん
方
　
同

　
　
西
し
　
さ
い
方
　
同

　
　
北

た
　
ほ
ん
方
　
同

　
　
ソ
ラ
　
　
　
　
　
チ
ウ

　
　
空
　
　
中
方
　
　
同

　
　
　
　
終
っ
て
待
っ
た
幣
を
ミ
テ
グ
ラ
に
か
む
せ
置
い
て
、
高
田
の
王
子
を
鎭
の
上
印
に
行
ふ
。

○
高
田
の
王
子
の
祭
文

　
王
子
の
行
い
の
本
に
書
く
事
と
す
る
。
其
の
本
を
参
照
す
べ
し
。

　
但
し
読
解
は
、
南
無
究
阻
神
の
送
り
鎭
の
上
印
に
行
ふ
事
を
よ
み
分
け
て
行
ふ
事
。

◎
次

に
王
子
の
幣
だ
け
残
い
て
、
す
べ
て
の
幣
速
一
ケ
所
に
ま
と
め
て
、
印
明
・
印
観
を
結
み
乍
ら
、
小

声
に
て
字
文
を
唱
え
る
。
（
人
に
聞
え
ん
様
に
）

　
一
、
車
の
印
に
て
　
東
方
車
の
印
と
　
現
じ
渡
ら
せ
組

　
　
　
南
方
（
同
）
、
西
方
（
同
）
、
北
方
（
同
）
、
中
方
（
同
）

　
　
　
五
方
十
二
が
方
車
に
ソ
バ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
メ
イ

　

ニ
、
金
目
の
印
に
て
　
千
五
郎
萬
五
方
時
　
五
郎
様
を
　
行
い
奉
る
式
の
使
い
は
　
清
明
金
目
に
ソ

　
　
　
バ
カ
　
東
方
金
目
　
南
方
金
目
　
西
方
金
目
　
北
方
金
目
　
中
方
金
目
　
五
方
十
ニ
ケ
方
　
御
ん

　
　
　
金
目
に
ソ
バ
カ
／
　
悪
魔
下
道
は
　
是
の
ミ
テ
ラ
に
　
い
ざ
と
ま
れ

　
三
、
金
し
ば
り
の
印
に
て
　
東
方
し
ば
る
　
南
方
　
し
ば
る
　
西
方
し
ば
る
　
北
方
し
ば
る
　
中
方
し

　
　
　
ば

る
　
九
ヨ
ウ
掛
る
　
ぐ
れ
ん
、
け
ん
ば
い
　
き
り
や
か
す
み
の
印
に
て
　
し
っ
か
と
結
む

」
四
七
ウ

」
四
八
オ
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は
っ
か
と
掛
る

　

四
、
此
の
印
と
申
す
は

　
　
　
か
み

お
解
い
て
も

　
　
　
帯
を
ト
イ
て
も

　
　
　

ヒ
モ
お
解
い
て
も

　
　
　

ユ
ビ
お
ヌ
イ
て
も

　
　
　
棒
お
取
っ
て
も

　
　
　

川
を
渡
り
て

　

五
、
方
十
二
ヶ
方
か
ら

　
　
　
と
結
み
止
め
た
ぞ

　
　
　
る
と

　
　
注

　

六
、
不
動
　
オ
ン
サ
ン

　
　
　
北
方

シ
バ
ル

　
　
　
め
た

　
　
　
ナ
メ
タ

　
　
　
ナ
　
ホ
ド
ケ
ナ

　
唱
え
乍
ら
ク
ク
ル
。

充
分
）
。

　
次
に
丸
め
て
、

　
　
事
よ
も
あ
ら
し
ま
す
な

此
処
で
全
部
紙

に
ツ
ツ
ム
。
前
以
っ
て
用
意
し
て
置
い
た
ナ
ワ
に
て
ク
ク
ル
。

　
　
　
　
　
中
方
シ
バ
ル

　
　
不
動
サ
ン
サ
ン

　
　
　
北
方
カ
ナ
メ
タ

縄
は

楮
の
皮
が
良
い
。
な
い
時
に
わ
ワ
ラ
。
筆
の
太
さ
位
い
で
、

　
　
　
　
　
　
ク
ク
ツ
タ
、

ズ
．
・
を
ワ
に
し
て
上
に
お
く
。
其
の
上
に
小
刀
も
お
く
。

米
ツ
ブ
お
小
量
お
き
乍
ら
、
小
声
に
て
次
の
字
文
を
祈
ル
。

　
　
　
　
　
　
カ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

ー
、
門
公
神
　
角
公
神
様
に
　
米
ま
き
上
げ
て
参
ら
す
　
向
ふ
を
は
る
か
に
明
け
て

　
　
御
度
候
え

2
、
道
を
通
り
て
　
ド
ウ
ロ
ク
神
様
　
米
マ
キ
上
げ
て
参
ら
す
る
　
　
以
下
同
文

3
、
山
を
通
る
と
　
山
の
神
様
え
　
川
を
渡
る
と
　
半
徳
水
神
様
え
　
お
ん
礼
々
と

ヤ

ク
金
目
の
印
と
　
行
い
下
ろ
す

　
三

日
　
七
日
　
十
三
日
　
七
十
五
日
の
間

　
　

此
の
印
解
ズ

　
　
此
の
印
解
ズ

　
　
此
の
印
解
ズ

　
　
此
の
印
解
ズ

　
　
此
の
印
解
ズ

　
　
此
の
印
解
ズ

　
三

目
ギ
リ
　
ソ
ウ
身
ギ
リ
／
を
相
掛
候
共
　
セ
ツ
メ
イ
　
金
目
に
　
ソ
バ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ケ

　

ツ
ナ
ギ
止
た
ぞ
　
解
ホ
ド
ケ
　
ヌ
ケ
ヤ
返
り
　
解
ケ
や
返
り
　
と
け
ほ
ど
け

　
　
　
　
　
　
建
っ
て
守
り
　
シ
ウ
グ
ン
　
相
叶
て
御
度
候

　
か

ら
め
の
　
ナ
ワ
を
　
以
っ
て
　
東
方
シ
バ
ル
　
南
シ
バ
ル
　
西
方
シ
バ
ル

　
　
　
　
　
五
方
十

二

ヶ
方
か
ら
　
シ
ッ
カ
と
か
ら
め
た
　
は
っ
か
と
　
か
ら

　
　
　
金

目
の
ナ
ワ
を
以
っ
て
　
東
方
カ
ナ
メ
タ
　
西
方
カ
ナ
メ
タ
　
南
方
力

　
　
　
　
中
方
カ
ナ
メ
タ
　
五
方
十
二
ヶ
方
か
ら
　
シ
ッ
カ
と
金
目
た
　
解
ケ

御
ン
ギ
リ
リ
ン
に
ソ
バ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
尺

グ
ラ
イ
の
長
さ
（
約
二
米
有
バ

　
　
ミ
テ
グ
ラ
、
從
に
置
ク
。

後
を
ツ
メ
テ

米
ま
き
上
げ
て

」
四

八
ウ

」
四

九
オ
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参

ら
す
る
　
向
を
明
け
て
　
後
を
つ
め
て
　
お
ん
度
候
え

4
、
海
を
渡
り
て
　
八
太
海
竜
宮
様
え
　
同
文

次

に
太
小
神
祇
を
ふ
ん
じ
鎭
の
上
印
に
行
ふ
。

錫
杖
を
鳴
し
乍
ら
祈
る
時
の
声
に
て

◎
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
岬
の
ふ
ん
じ
鎭
の
是
上
印
　
数
も
か
す
く
な
　
師
匠
次
に
行
い
　
招
じ
参
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ス
ガ

　

る
　
東
し
　
東
方
か
ら
　
天
照
太
神
　
八
幡
　
春
日
の
明
神
様
を
は
　
ふ
ん
じ
鎭
の
是
上
印
に
　
行

　

い
招
じ
参
ら
す
る

　
南
み
　
南
方
か
ら
は
　
日
天
コ
ウ
シ
ン
　
御
如
来
様
お
　
ふ
ん
じ
鎭
の
　
是
上
印
に
　
行
い
招
じ
参

　
ら
す
る

　
西

し
　
西
方
か
ら
は
　
南
無
十
三
体
御
本
尊
様
お
　
ふ
ん
じ
鎭
の
　
三
ン
コ
ン
　
是
上
印
に
　
行
い

　
招
じ
参
ら
す
る

　
北

た
　
北
方
か
ら
　
金
の
神
を
わ
　
ふ
ん
じ
鎭
の
三
ん
こ
ん
　
是
上
印
に
　
行
い
招
じ
参
ら
す
る

　
空

ら
　
中
方
か
ら
　
日
月
二
体
の
　
月
日
の
将
軍
星
の
神
を
　
ふ
ん
じ
鎭
の
三
ん
こ
ん
　
是
上
印
に

日
本
一
チ
目
／
の
弘
法
大
師
の
御
本
尊
様
を
も
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
フ
ク
ウ

地
に
て
　
地
神
公
神
　
地
太
　
土
偶
公
神
様

中
に
て
　
仲
太
将
軍
　
天
に
て
　
天
代
将
軍
様

東
し
　
東
方
　
イ
ザ
ナ
ギ
太
神
命
様

南
み
　
南
方
　
イ
ザ
ナ
ミ
太
神
命
様

西

し
　
西
方
か
ら
　
ボ
デ
ン
の
命
釈
迦
の
命

北

た
　
北
方
か
ら
　
カ
ラ
ト
の
命
様

空

　
中
方
か
ら
　
九
万
九
千
の
星
の
命

五
方
五
体
十
二
ヶ
方
か
ら
　
昔
中
頃
　
今
当
代
の

郷
で
も
　
一
社
国
で
は

　
是
上
印
に
　
行
い
招
じ
ま
い
ら
す
る

太
天
満
天
神
読
む
読
む
字
の
御
神
様
を
も
／

る
　
御
廻
向
し
だ
い
に
　
御
本
地

ら
す
る

二
処

は
い
ち
め
に

以
下
同
文

以
下
同
文

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
ク

行
い
招
じ
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
性
の
性
得
た
　
ミ
コ
神
様
　
村
で
も
　
一
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン

太
社
の
大
小
神
祇
様
を
は
　
三
処
は
　
い
ち
め
に
　
ふ
ん
じ
鎭
の
三
コ
ン

　
　
　
　
ふ
ん

じ
鎭
の
三
コ
ン
　
是
上
印
に
行
い
招
じ
参
ら
す

御
ん
ヒ
オ
元
に
　
相
掛
ケ
向
ふ
　
五
方
立
を
読
や
開
い
て
　
参

」
四
九
ウ

」
五
〇
オ

」
五
〇
ウ
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○
天
神
の
五
方
立
を
唱
え
る
　
　
お
わ
り
て

　
　
太
天
満
天
神
　
読
字
の
御
神
様
の
御
法
力
で
　
フ
ン
ジ
鎭
の
是
上
印
と
　
お
直
り
用
合
召
さ
れ
　
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ

　
　
が
モ

リ
メ
に
　
千
に
一
つ
も
徒
名
ヒ
ケ
い
お
　
取
ら
さ
ん
如
く
を
頼
み
参
ら
す
る
　
此
の
云
ふ
通
り

　
　
お
相
や
叶
せ
　
下
ん
や
さ
れ
る
で
　
な
れ
ば
　
神
が
も
り
め
は
　
シ
メ
冬
ご
も
り
　
枯
木
が
山
　
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ガ
レ

　
　

年
の
　
替
る
　
其
の
御
時
に
は
　
式
の
御
膳
を
差
上
げ
祓
い
の
数
も
　
七
十
五
流
祭
文
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ガ
ン

　
　
も
　
七
十
五
流
れ
　
御
廻
向
し
だ
い
と
　
読
み
や
開
い
て
　
太
願
祈
請
の
　
受
約
速
の
申
し
ほ
ど
き

　
　
は

　
い
と
も
見
事
に
　
事
も
に
ぎ
や
か
　
差
上
申
す
／
　
此
の
受
約
束
は
　
ウ
ソ
は
申
さ
ん
　
す
ら

　
　
事
申
さ
ん
　
ス
ラ
事
申
さ
ん
　
身
を
ま
き
込
て
の
大
願
祈
請
で
有
る
に
依
て
　
ま
と
や
の
御
聞
入
れ

　
　
を
召
さ
れ
て
　
ふ
ん
じ
鎭
の
是
上
印
に
　
頼
み
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
○
是
よ
り
五
印
鎭
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ

　
右
手
に
米
ツ
ブ
少
し
に
ぎ
り
、
左
手
を
ツ
ツ
に
し
て
ツ
ツ
ン
ダ
鎭
物
の
上
に
の
せ
、
更
に
右
手
を
の
せ

る
（
ツ
ツ
コ
の
印
と
云
フ
）

　
　
　
鎭
の
字
文
　
小
声
に
て

①
、
東
し
　
東
方
　
公
神
の
経
に
は
　
ヒ
ン
ニ
ヤ
ア
　
ビ
ン
ニ
ヤ
ア
　
ヤ
ギ
ョ
ウ
公
神
　
イ
ッ
シ
　
ブ
ッ

　
　

シ
お
ん
む
ら
　
づ
ん
し
ら
　
づ
ん
し
ら
　
と
う
　
と
う
と
　
土
末
代
鎭
り
用
合
成
り
給
え

　
　
南
み
　
南
方
（
同
文
）
　
西
し
　
西
方
（
同
文
）
　
北
た
　
北
方
（
同
文
）
　
空
ら
　
中
方
（
同
文

②
、
東
し
　
東
方
　
コ
オ
シ
ン
の
経
に
は
　
ヒ
ン
ニ
ヤ
ア
　
ビ
ン
ニ
ヤ
ア
／
　
ヂ
ヒ
ン
ニ
ヤ
　
キ
チ
ヒ
ン

　
　
ニ
ヤ

　
ヤ
行
コ
オ
シ
ン
　
オ
ン
ム
ラ
　
ヅ
ン
シ
ラ
　
ト
ウ
　
ト
オ
と
　
土
末
代
鎭
り
用
合
成
り
給
え

　
　
南
み
　
南
方
　
同
　
　
西
し
　
西
方
　
同
　
　
北
タ
　
北
方
　
　
空
　
中
方
　
同
文

③
、
東
　
イ
ン
ボ
オ
　
オ
ン
ボ
　
御
神
法
　
タ
モ
ウ
　
デ
ン
ナ
ア
　
カ
ミ
土
　
太
三
ゴ
ン
　
シ
モ
土
　
小

　
　
三
ゴ

ン
　
カ
タ
神
道
　
小
三
ゴ
ン
ト
　
土
末
代
打
ツ
て
鎭
る

　
　
南
　
ナ
ン
方
　
同
　
　
西
　
サ
イ
方
　
同
　
　
北
　
ホ
ン
方
　
同
　
　
空
　
中
方
　
同

④
、
我
こ
そ
は
東
山
猟
師
　
西
山
猟
師
　
中
尾
猟
師
　
西
山
日
天
　
シ
ゲ
サ
ス
猟
師
に
て
　
う
た
が
い
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

　
　
が
候

は
ん
　
東
し
　
東
方
に
も
ブ
イ
シ
ョ
ウ
　
ゴ
シ
キ
　
日
天
　
ブ
イ
シ
ョ
オ
ド
ウ
　
天
照
太
神

　
　
八
幡
宮
　
春
日
太
明
神
　
日
本
三
処
の
神
が
　
お
あ
ら
ん
限
り
　
ツ
ウ
シ
ン
ト
鎭
り
行
ケ

　
　

東
西
南
北
空
ラ
中
方
以
下
同
字
文

　
　
　
　
　
ト
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ソ
ジ

⑤
、
東
し
　
東
方
　
王
レ
ウ
（
家
の
内
の
鎭
は
玉
リ
と
云
ふ
）
　
キ
ン
ダ
チ
　
カ
イ
リ
ウ
　
羊
　
土
チ

」
五
一
オ

」
五
一
ウ

」
五
ニ
オ
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土
チ

と
　
土
チ
末
代
打
っ
て
鎭
る

　
　
南
　
南
方
　
　
西
　
西
方
　
　
北
　
北
方
　
　
空
　
中
方
　
　
同
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ト

　
　
　
此
処
で

に
ぎ
つ
た
米
ツ
ブ
お
全
部
左
手
を
通
し
て
落
ス

　
○
次

に
五
ツ
の
印
か
ん
を
結
ん
で
、
セ
キ
ガ
コ
イ
お
す
る
。

①
、
銀
ぎ
印
に
て
　
東
方
　
劔
の
印
と
　
現
じ
渡
ら
せ
給
え

　
　
南
　
西
　
北
　
中
方
　
　
同
字
文

②
、
バ
ラ
文
の
印
に
て
　
東
方
　
バ
ラ
文
の
印
と
も
　
現
じ
渡
ら
せ
給
え

　
　
南
　
西
　
北
　
中
方
　
　
同
字
文

③
、
ア
ジ
ロ
の
印
に
て
　
東
方
　
ア
ジ
ロ
の
印
と
も
　
現
じ
渡
ら
せ
給
え

　
　

南
西
北
中
方
　
同
字
文

④
、
金
わ
の
印
に
て
　
東
方
　
金
わ
の
印
と
　
現
じ
渡
ら
せ
給
え

　
　
南
　
西
　
北
　
中
方
　
　
同
字
文

⑤
、
岩
の
印
に
て
　
東
方
　
岩
の
印
と
　
現
じ
渡
ら
せ
給
え

　
　
南
　
西
　
北
　
中
　
　
同
文

　
　
岩
の
上
に
こ
け
打
ち
生
ゑ
た
ぞ
　
オ
ン
　
ノ
メ
リ
ン
に
　
ソ
バ
カ
　
三
回

　
　

次

に
劔
の
印
に
て

　
　
一
ツ
関
打
ツ
　
ニ
関
打
ツ
　
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
関
打
ツ
て
　
打
ち
止
て
　
又
と
ふ
た

　
　
た

び
伏
し
お
ど
ろ
き
　
も
ど
り
返
は
　
是
有
り
候
ふ
な
　
十
ニ
ヒ
ナ
ゴ
ノ
太
神
と
　
掛
置
参
ら
す
る

　
　
　
　
　

○
次

に
か
す
み
の
印
に
て
　
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
チ

　
　
此
の
か
ん

な
き
神
が
守
目
が
　
ふ
ん
じ
鎭
め
て
　
其
の
後
　
五
方
十
二
ヶ
方
の
　
百
八
の
友
柄
　
出

　
　
家
太
夫
　
ミ
コ
　
法
者
が
　
打
た
ん
打
敷
を
　
打
掛
　
伏
し
お
ど
ろ
け
と
　
因
念
　
調
伏
　
さ
わ
り

　
　
を
致
す
共
　
二
度
迄
は
聞
入
れ
申
す
な
　
三
度
三
度
と
　
手
を
足
し
　
印
明
　
印
か
ん
を
結
で
　
不

　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ

　
　
動
の
　
サ
イ
来
　
逆
字
を
使
ふ
て
　
ヌ
キ
字
を
使
て
　
さ
し
ょ
う
　
さ
わ
り
を
　
致
す
者
　
是
有
候

　
　
　
　
　
　
　
ト
ガ
ホ
ン

　
　

え
ば
　
本
人
料
本
次
第
に
　
飛
附
き
喰
い
附
き
　
ム
ネ
イ
タ
／
三
寸
　
は
ら
の
わ
た
を
　
ふ
た
々
々

　
　
返

に
返
い
て
　
元
の
本
座
に
直
り
　
立
ち
ほ
う
で
ん
と
　
守
ら
せ
給
え
　
何
も
知
ら
ん
者
が
　
さ
わ

　
　

り
ま
し
て
も
　
足
げ
り
に
し
て
も
　
御
意
見
　
御
叱
を
致
さ
ん
如
く
を
　
頼
み
参
ら
す
る

　
　
（
此
の
項
が
ウ
ラ
敷
に
当
る
、
人
に
聞
え
て
は
良
く
な
い
小
声
で
）

」
五
ニ
ウ

」
五
三
オ
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ス

　
　
三

日
　
五
日
十
三
日
七
十
五
日
を
是
打
過
ぎ
る
と
行
い
使
ふ
た
神
は
　
元
の
　
本
座
え

　
　
上

ら
せ
賜
ふ
　
行
い
使
う
た
字
文
字
法
は
　
カ
ン
ナ
キ
左
の
タ
モ
ト
ゑ
　
も
ど
ら
せ
給
え

　
　
（
是
よ
り
王
子
の
幣
を
上
に
差
し
、
道
タ
チ
刀
・
レ
イ
釈
梵
も
一
ツ
に
ツ
ツ
ム
。
米
を
一
ト
ニ
ギ
リ

　
　
紙

に
つ
・
み
、
一
円
か
五
円
も
忘
れ
ず
に
用
意
す
る
）

○
次

に
高
田
の
王
子
様
だ
け
神
送
り
す
る
。
小
刀
を
七
升
の
上
に
立
て
・
お
く
。

　
王
子
の
神
送
り
字
文

　
　
先
し
ょ
う
共
に
は
　
高
田
の
王
子
様
お
は
　
南
無
／
ス
ソ
神
の
　
打
や
鎭
の
是
上
印
に
　
行
い
請
じ

　
　
参

ら
し
た
が
　
御
祈
祷
叶
え
て
下
ん
や
　
さ
れ
る
で
な
け
ば
　
御
祈
祷
ヌ
キ
や
持
っ
た
が
　
白
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
タ
キ

　
　
の
シ
ュ
ヘ
ン
　
刀
の
う
つ
お
広
く
に
許
い
て
、
　
屋
カ
ゲ
八
丁
杉
ヶ
峯
迄
行
い
上
げ
て
参
ら
す

　
　
る
　
屋
カ
ゲ
八
丁
杉
ヶ
峯
お
　
是
打
す
ぐ
れ
ば
　
東
方
ト
ブ
サ
が
山
迄
　
行
い
上
ゲ
て
参
ら
す
る

　
　
東
方
ト
ブ
サ
が
山
を
　
是
打
す
ぎ
て
は
　
是
天
竺
　
四
千
入
百
四
十
方
　
国
の
敷
の
御
社
ろ
御
宝
殿

　
　
え
　
安
座
の
位
い
に
つ
き
賜
ふ
　
本
座
の
位
い
　
天
ゲ
の
位
い
と
上
り
ま
せ

　

オ
ワ
リ
　
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
カ
　

　
　
　
是
よ
り
ミ
テ
グ
ラ
一
切
お
風
呂
敷
に
ツ
ツ
ン
で
人
の
行
か
な
山
か
、
谷
か
川
か
海
辺
に
持
っ
て
行

　
　
く
。
余
り
遠
い
処
は
無
理
。
山
ナ
ラ
大
き
い
木
の
元
、
岩
屋
の
元
、
川
・
谷
な
ら
水
が
増
し
た
時
に

　
　
流
れ

る
位
い
の
場
所
、
入
る
だ
け
の
場
所
を
作
り
、
米
ツ
ブ
で
置
く
場
所
／
を
祀
る
。
五
円
か
一
円

　
　
を
底
に
な
る
様
に
置
い
て
、
王
子
の
幣
・
紙
ジ
メ
を
取
り
、
他
は
ほ
り
い
け
て
其
の
上
に
石
を
こ
た

　
　
し
て
、
人
目
に
附
か
ん
様
し
て
、
王
子
の
幣
を
立
て
・
、
紙
ジ
メ
お
前
に
張
る
。
礼
釈
梵
も
、
人
目

　
　
に
附
か
ん
様
に
か
く
す
。
道
た
ち
刀
の
棒
を
手
前
に
立
て
る
。

次
、
天
神
の
五
方
立
お
唱
え
て
、
五
印
を
打
つ
。
最
後
の
岩
の
印
に
て
高
田
の
岩
の
行
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ク

◎
此
の
岩
と
申
す
は
　
是
天
竺
　
四
千
八
百
八
十
入
ヶ
国
の
　
国
の
御
中
よ
り
　
高
田
の
太
万
力
の

　
　
岩
と
も
　
行
い
請
じ
参
ら
す
る
　
此
の
岩
と
申
す
は
　
構
え
三
千
余
丈
　
従
え
も
三
千
余
丈
　
い
ぬ

　
　
き
三
千
余
丈
の
　
太
万
力
の
岩
　
此
の
岩
　
高
田
の
太
万
力
の
岩
は
　
地
え
三
尺
は
え
こ
も
り
　
天

　

え
三
尺
　
生
え
ぬ
け
申
し
た
　
高
田
の
太
万
刀
の
岩
に
て
候
　
東
方
岩
の
印
と
も
　
現
じ
渡
ら
せ
給

　
　
へ

　

南
、
西
、
北
、
中
（
同
文
）

　

十
二
ヶ
方
か
ら
　
高
田
の
太
万
力
の
岩
と
も
　
行
い
請
ま
い
ら
す
る
　
其
の
役
に
　
高
田
の
太
万
力

」
五
三
ウ

」
五
四
オ

」
五
四
ウ
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の
岩
が
　
く
だ
け
て
飛
で
　
わ
し
ま
す
共
　
是
の
岩
の
関
に
　
ぬ
け
返
り
解
け
返
る
と
云
ふ
事
　
余

　
　
も
有
ら
し
候
ふ
な
　
建
っ
て
守
ら
せ
賜

　
○
谷
川
海
等
え
置
い
た
時
に
は
、
弘
法
太
師
の
流
し
式
を
行
ふ
て
置
く
。

○
家
に
帰
っ
て
す
る
作
法
。
神
送
り
お
行
う
。

○
其
の
時
の
よ
み
わ
け
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

　
○
氏
子
仲
場
え
　
時
使
は
れ
　
日
の
使
わ
れ
で
　
讃
み
解
・
取
解
・
祓
い
解
の
　
式
法
次
第
を
す
る
為

　
　

に
　
神
迎
を
致
い
た
が
　
神
送
し
ま
い
ら
す
る

　
と
云
ふ
事
を
唱
え
て
神
送
り
を
す
る
　
（
字
文
は
別
の
項
で
書
く
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

○
次

に
七
升
の
米
と
三
合
の
米
を
小
刀
で
切
る
。

　
　
日
輪
法
　
ジ
ャ
リ
ン
ニ
ソ
バ
カ
　
月
輪
　
ジ
ヤ
リ
ン
ニ
ソ
バ
カ
　
三
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
病
人
祈
祷
を
行
っ
た
時
に
は
全
々
違
ふ
也
。
ま
だ
他
に
祈
祷
を
す
る
物
が
残
っ
て
居
る
か
ら
で
有
る
。

　
病
人
祈
祷
ス
ソ
の
祈
り
捨
て
の
よ
み
解
け
。
送
り
に
附
く
と
云
ふ
ク
ジ
が
取
れ
て
か
ら
。

　
◎
南
無
ス
ソ
神
　
荒
や
岬
の
者
を
は
　
王
柳
　
釈
迦
流
　
釈
尊
流
　
月
読
日
読
　
提
婆
が
流
と
て
　
柳

　
　
取
り
掛
け
て
　
読
や
み
だ
い
て
　
提
婆
が
人
形
　
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
ゑ
　
読
や
集
め
て
　
ブ
ニ
当
授
ケ

　
　

テ
　
ヒ
ケ
イ
モ
取
ら
せ
て
ご
ざ
る
が
　
御
縁
を
切
ら
い
て
　
ご
縁
を
は
な
い
て
　
四
幣
が
ミ
テ
グ
ラ

　
　
　
提
婆
の
人
形
　
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
　
敷
殿
　
み
社
　
ほ
ら
の
社
　
一
ト
ヤ
界
い
で
　
七
丈
下
り
　
三

　
　
丈
下
り
　
石
が
堂
段
　
木
が
請
段
　
古
木
の
元
え
　
西
宇
の
国
　
ハ
ン
セ
ン
　
フ
ダ
ラ
ク
　
と
ろ
り

　
　
が
島
　
ガ
ヤ
が
七
本
　
其
の
元
　
昔
千
年
　
ド
ウ
ト
ウ
上
門
の
命
の
立
置
く
　
ス
ソ
の
名
所
え
　
立

　
　
の

き
用
合
成
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

闇
因
　
　
大
究
阻
の
取
り
解
け
祈
り
、
又
は
病
人
で
も
、
大
究
阻
の
送
り
し
づ
め
の
祈
祷
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
三
階
相
の
五
色
の
支
立
て
が
要
す
る
。

　
屋
地
の
四
方
の
ヅ
・
マ
由
の
他
に
、
七
ヶ
処
の
山
か
ら
七
ツ
の
こ
ず
ゑ
（
品
の
違
ふ
木
・
草
の
枝
小
量
）
、

病
人
の
場
合
に
は
、
病
者
の
ヱ
リ
先
き
・
ソ
デ
先
・
タ
モ
ト
先
・
手
足
の
爪
先
・
ビ
ン
の
毛
、
イ
ロ
リ
の

灰
い
・

ど
う
・
五
品
の
穀
物
、
礼
釈
梵
・
道
ち
た
ち
刀
等
が
必
要
で
、
九
字
が
取
れ
た
ら
取
解
の
時
と
同

様
に
、
タ
・
キ
集
め
て
祓
い
集
め
て
送
り
、
上
印
に
高
田
の
王
子
の
行
い
、
し
づ
ま
る
ま
で
。

　
此
の
場
合
、
荒
敷
を
使
っ
て
調
伏
し
て
有
れ
ば
、
敷
王
子
を
元
の
社
に
上
げ
た
り
、
行
い
使
ふ
た
字
文

は
消
す
（
消
す
字
文
有
り
）
。

五
五
オ

五
五
ウ
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究
阻
の
祭
文
十
二
通
を
く
り
返
し
よ
ん
で
、
縁
切
集
、
送
る
。

　
色
々
手
を
つ
く
し
て
も
出
来
な
い
時
に
は
　
一
双
返
し
の
本
地
を
く
り
返
し
よ
ん
で
見
る
。

　
敷
を
打
ち
返
す
法
は
別
に
作
法
が
有
る
。
此
の
法
は
、
み
だ
り
に
使
は
ん
定
め
也
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ド
ノ

○
南
無
兇
阻
神
の
集
り
の
悪
い
時
に
は
、
太
土
く
う
御
世
の
祭
文
を
よ
み
開
い
て
、
よ
み
解
け
て
集
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ソ

と
集
り
が
よ
い
と
、
吉
三
郎
書
中
に
記
て
有
る
。
余
り
人
の
知
ら
ん
作
法
で
有
る
。
争
い
の
文
が
有
る

か
ら
と
、
理
解
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
大

究
阻
を
取
り
分
け
る
時
に
使
ふ
幣
も
有
り
、
又
行
い
上
げ
る
為
に
使
ふ
敷
王
子
も
い
く
通
り
も
有

る
。　

又
荒
式
を
行
ふ
時
に
使
ふ
幣
や
、
式
王
子
や
、
字
文
字
法
も
、
長
文
や
み
じ
か
い
字
文
、
返
す
法
、
打

上
げ
た
り
、
消
し
た
り
す
る
法
文
も
い
く
通
り
も
有
る
也
り
。

○
究
阻
の
祭
文
月
よ
み
流
　
小
松
家
家
伝

　
　
正
月
子
の
日
に
　
子
の
年
の
　
檜
木
女
に
　
藤
の
木
男
が
　
子
の
地
　
子
の
方
子
の
時
に
　
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ナ
コ

　
　
一
代
行
か
ず
が
方
　
行
か
ず
が
里
ゑ
ま
い
り
て
　
神
の
鳥
居
に
　
血
文
字
を
書
き
　
仏
の
眼
に
針
を

　
　
　
　
ド
ウ

　
　
差

し
　
堂
宮
ア
ラ
イ
テ
　
ヌ
レ
手
を
た
・
い
て
　
も
ゑ
火
を
し
め
い
て
　
地
に
伏
し
　
天
を
ア
ヲ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン

　
　
ギ

な
い
て
　
ク
レ
ナ
イ
様
な
る
　
し
た
お
か
み
だ
し
　
ム
ラ
サ
キ
様
な
る
　
胆
を
は
き
出
し
　
此
の

　
　
調
伏
が
　
身
に
相
い
申
せ
ば
　
子
孫
た
ゑ
行
け
番
孫
た
ゑ
行
け
　
岡
の
ホ
オ
ジ
お
水
が
流
越
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
イ
ク

　
　
木
竹
も
枯
れ
行
け
　
白
洲
の
に
わ
が
　
太
海
に
成
れ
　
地
仇
　
字
仇
　
ね
仇
　
念
じ
る
仇
　
界
ロ

　
　
ジ
　
　
　
コ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ

　
　
事
口
う
ん
食
ぜ
り
職
仇
金
銀
女
念
の
う
ら
み
が
有
る
ぞ
と
言
ふ
た
が
云
い
ど
の

　
　
ミ
サ
キ
／
　
立
た
が
ホ
ノ
ホ
の
ミ
サ
キ
　
南
無
ス
ソ
神
ゑ
は
　
月
よ
み
掛
た
　
日
よ
み
も
掛
た
　
割

　
　
場
経

　
わ
り
ば
の
祭
文
割
り
き
ら
た
め
た
　
此
の
の
り
物
に
　
の
り
や
移
れ
や
　
太
ス
ソ
神
集

　
　
り
給
よ
　
小
ス
ソ
神
良
に
お
ん
聞
き
　
候
ゑ

　
　
　
ウ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
シ

　
　
ニ
月
丑
の
日
に
　
丑
年
の
檜
女
に
　
藤
の
木
男
が
　
丑
の
地
の
方
　
丑
の
時
に
　
一
生
一
代
行
か
ず

　
　
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
三
月
寅
の
日
に
　
寅
の
年
の
檜
女
に
　
藤
木
男
が
　
寅
の
地
の
方
寅
の
時
に
　
一
生
一
代
行
か
ず

　
　
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
四
月
卯
の
日
に
　
卯
の
年
の
檜
女
に
　
藤
木
男
が
　
卯
の
地
の
方
　
卯
の
時
に
　
一
生
一
代
行
か
ず

　
　
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

」
五
六
オ

」
五
六
ウ

」
五
七
オ
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五
月
辰
の
日
に
　
辰
年
の
檜
木
女
に
　
藤
の
木
男
が
　
辰
の
地
に
　
辰
の
時
に
　
一
生
一
代
行
か
ず

　
　
が
里
ゑ
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
六
月
巳
の
日
に
　
巳
の
年
の
檜
木
女
に
　
藤
の
木
男
が
　
巳
の
／
地
　
巳
の
方
　
巳
の
時
に
　
一
生
　
」

　
　
一
代
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
　
ウ
マ

　
　
七
月
午
の
日
に
　
午
の
年
の
檜
木
女
に
　
藤
木
男
が
　
午
の
地
午
の
方
午
の
時
に
　
一
生
一
代

　
　
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
　
ヒ
ツ
ジ

　
　
八
月
未
の
日
に
　
未
の
年
の
檜
木
女
に
　
藤
木
男
が
　
未
の
地
未
の
方
未
の
時
に
　
一
生
一

　
　
代
行
か
ず
が
方
　
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
　
サ
ル

　

　
九
月
申
の
日
に
申
の
年
の
檜
木
女
に
　
藤
の
木
男
が
申
の
地
申
の
方
申
の
時
に
　
一
生
一

　
　
代
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
十
月
酉
の
日
に
　
酉
年
の
檜
木
女
に
　
藤
の
木
男
が
　
酉
の
方
　
酉
の
時
に
　
一
生
一
代
行
か
ず
が

　
　
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
　
　
イ
ヌ

　
　
十
一
月
戌
の
日
に
　
戌
の
年
の
檜
木
女
に
　
藤
の
木
男
が
　
戌
の
方
戌
の
時
に
　
一
生
一
代
行
か

　
　
ず
が
里
え
ま
い
り
て
、
　
以
下
同
文

　
　
十
二
月
亥
の
日
に
　
亥
の
年
の
檜
木
女
に
　
藤
の
木
男
が
　
亥
の
方
亥
の
時
に
　
一
生
一
代
行
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ナ
コ

　
　
ず
が
方
　
行
か
ず
が
里
え
ま
い
り
て
　
神
の
鳥
居
え
　
血
文
字
書
き
　
仏
の
眼
え
／
針
を
差
し
　
堂
　
」

　
　
宮
　
荒
ら
い
て
　
ヌ
レ
手
を
タ
タ
い
て
　
モ
エ
火
を
し
め
い
て
　
地
に
伏
し
　
天
を
ア
ヲ
ヤ
ギ
な
い

　
　
て
　
ク
レ
ナ
イ
様
な
る
シ
タ
お
か
み
出
し
　
ム
ラ
サ
キ
様
成
る
胆
を
は
き
出
し
　
此
の
調
伏
身
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ワ

　
　
相
い
申
せ
ば
　
子
孫
た
え
行
け
　
番
そ
ん
た
え
行
け
　
白
洲
の
庭
も
　
大
海
に
成
れ
　
岡
の
ホ
オ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
キ

　
　

お
水
が
流
れ
越
せ
木
竹
も
枯
れ
行
け
字
仇
ね
仇
念
じ
る
仇
界
い
く
じ
こ
う
ろ

　
　
ん
　
職
ぜ
り
　
職
仇
　
金
銀
　
女
念
の
う
ら
み
が
有
る
ぞ
　
と
言
ふ
た
が
　
云
い
ド
の
ミ
サ
キ
　
立

　
　
た
が
ホ
の
ホ
の
ミ
サ
キ
　
南
無
ス
ソ
神
に
は
　
月
よ
み
掛
た
　
日
よ
み
も
掛
た
　
割
場
経
文
　
割
り

　
　
き
ら
た
め
申
し
た
。
　
此
の
の
り
物
に
　
の
り
や
移
れ
や
　
太
ス
ソ
神
　
集
り
給
え
よ
　
小
ス
ソ
神

　
　
も
　
良
く
に
御
聞
き
候

「大
ズ

ソ
の
取
分
を
す
る
時
意
外
に
は
、
月
よ
み
流
の
祭
文
は
、
一
月
と
十
二
月
分
を
く
わ
し
く
祈
っ
て
、

他
の

月
の
分
は
、
以
下
同
文
の
所
迄
で
良
い
時
も
有
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

○
明
治
三
十
年
旧
八
月
吉
日
附
小
松
達
吾
書

五
七
ウ

五
八
オ

五
八
ウ
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オ
ン
ナ
リ
ウ

○

女

柳
兇
咀
の
祭
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
キ

　
　
正

月
元
月
太
郎
月
に
　
申
の
年
の
年
の
者
が
　
七
月
寅
の
年
の
者
ゑ
向
ふ
て
　
ぢ
敵
は
敵
　
ゑ
ん

　
　
老
の
敵
き
七
代
し
の
根
の
敵
よ
く
の
目
徳
の
目
敵
と
一
言
ふ
て
神
の
戸
野
舞
字
を

　
　書
き
偏
の
艇
え
針
を
差
し
む
ら
さ
き
様
な
る
舌
を
の
べ
出
し
人
は
唖
ぷ
け
れ
我
が
身
は
良
け

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
　
　
テ
ウ
ブ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

ツ
が
人
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
ナ
ツ

　
　
れ

と
云
ふ
て
　
因
念
調
伏
　
み
さ
き
で
候
ふ
共
　
七
チ
本
か
ご
み
て
ぐ
ら

　
　
の
鳴
り
物
　
鈴
沢
梵
　
時
の
ひ
け
い
諸
物
　
扶
に
当
ひ
け
い
　
よ
ら
め
る
　
ご
ゑ
ん
を
切
ら
い
て

　
　
こ

ゑ

ん

を
は
な
い
て
　
さ
ら
く
集
り
　
用
合
成
り
た
ま
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
是
れ
以
下

は
月
日
を
遣
へ
て
字
文
は
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

二
月
二
郎
月
に

三
月
三
郎
月
に

四
月
四
郎
月
に

五
月
五
郎
月
に

六
月
六
郎
月
に

七
月
七
郎
月
に

八
月
八
郎
月
に

九

月
九
郎
月
に

十
月
十
郎
月
に

　
十
一
月
十
一
郎
月
に

　
十
二
月
十
二
郎
月
に

〇
二
月
次
郎
月
に

　
敵
き
　
七
代
し
の
ね
の
が
た
き
が

酉
年
者
　
八
月
　
　
卯
の
年
の
者
に
向
ふ
て

　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ

戌
年
の
者
　
九
月
　
辰
の
年
の
者
に
向
ふ
て

亥
の
年
の
者
十
月
　
巳
の
年
の
者
に
向
ふ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
マ

子
の

年
の
者
十
一
月
午
の
年
の
者
に
向
ふ
て

ウ
シ丑
の

年
の
者
十
二
月
未
の
年
の
者
に
向
ふ
て

寅
年
の
者
が
　
一
月
申
の
年
の
者
に
向
ふ
て

卯
の
年
の
者
が
　
二
月
　
酉
の
年
の
者
に
向
ふ
て

辰
の

年
の
者
が
　
三
月
戌
の
年
の
者
に
向
ふ
て

巳
の
年
の
者
が
　
四
月
亥
の
年
の
者
に
向
ふ
て

　
　
午
の
年
の
者
が
　
五
月
　
子
の
年
の
者
に
向
ふ
て

　
　
未
の
年
の
者
が
　
六
月
　
丑
の
年
の
者
に
向
ふ
て

酉
の
年
の
者
が
　
八
月
卯
の
年
の
者
に
向
い
て
　
ぢ
敵

　
　
　
　
　
　
　
（
と
云
ふ
様
に
唱
え
る
）

ね
が
た
き
　
ゑ
ん
者
の

　
ス
　
　
ソ

○
呪
誼

　
月
読
流
の
祭
文
　
小
松
達
吾
書
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
ナ

　
　
正

月
子
の
日
に
　
子
の
年
の
青
き
女
人
に
　
丑
の
年
の
黒
き
男
が
揃
ふ
て
　
水
花
三
度
と
　
蹴
上
げ

　
　
け
下
ろ
し
　
ぬ
れ
手
を
　
た
・
い
て
　
燃
え
火
を
し
め
い
て
　
白
ら
刃
を
さ
・
げ
て
　
我
れ
は
良
け

　
　
れ

と
言
い
て
　
子
孫
た
ゑ
　
ば
ん
孫
た
ゑ
行
け
の
う
と
わ
　
地
に
伏
し
　
天
ん
を
あ
お
や
ぎ
な
い
て

　
　
　
イ
ン

　
　
　
因
念
調
伏
い
た
い
た
　
南
無
究
咀
神
が
　
立
ち
う
き
申
し
て
　
（
何
の
年
の
男
女
の
）
玉
の
氏
子

」
五
九
オ

」
五
九
ウ
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に
　
見
い
り
を
致
い
て
　
是
れ
有
り
候
ふ
共
も
　
字
文
の
博
士
が
　
読
み
分
け
・
取
り
分
け
・
祓
い

ワ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ガ
ネ
　
　

シ

解
て
　
白
き
は
た
が
七
十
五
本
　
黒
き
は
た
が
七
十
五
本
　
黄
金
の
四
幣
　
み
て
ぐ
ら
　
是
れ
の
り

く
ら
と
割
り
や
　
用
合
き
ら
た
め
申
し
た
　
の
り
く
ら
　
き
ら
う
な
　
の
り
あ
そ
べ
　
の
り
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ロ
ヨ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ク
　
　
　
ヨ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ク
　
　
　
　
　
　
タ
テ
ガ
エ

き
ら
う
な
　
の
り
う
つ
れ
　
白
米
千
石
　
黒
米
千
石
　
ま
米
が
千
石
　
三
千
石
は
　
命
ち
の
身
替

身
の
引
き
か
え
に
／
　
身
替
り
ひ
け
い
と
　
よ
ら
め
て
出
ま
い
ら
し
た
　
是
れ
受
取
り
　
そ
れ
受
取

り
て
　
早
く
に
立
ち
の
き
　
用
合
成
り
給
え
　
昔
千
年
　
と
う
ど
う
尉
門
の
命
の
　
建
て
置
き
申
し

た
　
究
咀
の
み
社
ろ
ゑ
は
　
ね
が
い
に
た
い
し
て
　
送
ら
う
か
ら
で
は
　
身
は
だ
を
は
つ
れ
て
　
立

ち
の
き
用
合
成
り
給
え

二
月
は
丑
の
年
の

三

月
は
寅
の
年
の

五
月
は
卯
の
年
の

六

月
は
辰
の
年
の

七

月
は
巳
の
年
の

八
月
は
午
の
年
の

九

月
は
未
の
年
の

十
月
は
申
の
年
の

青
き
女
に

〃〃ク〃ク〃〃
〃ク〃〃〃〃〃

寅
の
年
の

卯
の
年
の

辰
の
年
の

巳
の
年
の

午
の
年
の

未
の
年
の

申
の
年
の

酉
の
年
の

戌
の
年
の

亥
の
年
の

子
の
年
の

黒
き
男
が
揃
ふ
て

　
　
十
一
月
は
酉
の
年
の
　
〃
　
〃

　
　
十
二
月
は
戌
の
年
の
　
ク
　
〃

　

　
一
月
は
亥
の
年
の
　
ク
　
〃

［四
月
が
ぬ
け
た
け
れ
共
、
一
月
が
余
分
に
入
っ
て
居
る
の
で
差
し
つ
か
ゑ
な
い
。

り
上
げ
て
よ
め
ば
よ
い
。
］

〃〃〃ク〃〃〃ク〃〃

クク〃ク〃〃ク〃〃〃

クク〃〃〃〃クク〃〃

一
月
を
の
け
れ
ば
く

　
以
下
は

前
文
を
各
月
に
附
け
て
唱
え
る
。
又
は
月
別
に
読
み
上
げ
て
、
最
後
に
全
文
を
よ
む
法
方
も
有

る
。〇

四
節
柳
の
究
咀
祭
文
　
小
松
達
吾
書
よ
り

　
　
春
や
三

月
　
九
十
二
の
そ
の
内
に
　
女
と
男
が
揃
ふ
て
　
ち
が
や
の
人
形
作
り
て
　
あ
せ
竹
　
へ
竹

　
　
を
取
り
や
揃
へ
て
　
我
わ
良
け
れ
　
人
は
悪
け
れ
　
の
う
よ
と
申
し
て
　
地
に
伏
し
　
天
を
あ
お
や

　
　
ぎ
な
い
て
　
因
念
調
伏
く
　
な
い
た
る
　
南
無
兇
阻
神
祇
が
　
立
ち
う
き
申
し
て
　
（
何
の
年
）
玉

」
六

〇
オ

」
六
〇
ウ
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松尾恒一［究阻方の法　式次第］

　
　
の
氏
子

え
見
い
り
を
な
し
て
　
是
有
り
候
ふ
と
も
字
文
の
博
士
は
読
み
分
け
・
取
り
分
け
・

　
　
祓
い
分
け
て
　
送
り
返
し
に
　
そ
な
わ
り
申
し
た
　
白
き
は
た
が
七
十
五
本
　
黒
き
は
た
が
七
十
五

　
　
　
　
コ
　
ガ
ロ
ネ
　
　
　
ヘ
ミ
　
テ
　
グ
ラ

　
　
本
　
黄
鎌
の
御
幣
束
　
是
れ
の
り
く
ら
と
　
割
り
や
用
合
　
き
ら
た
め
申
し
た
、
の
り
く
ら
嫌
ふ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ニ
　
　
　
　
　

シ
ロ
ヨ
ネ

　
　
　
の

り
や
あ
そ
ば
せ
給
え
や
　
扶
仁
当
ひ
け
い
わ
　
白
米
千
石
　
黒
米
　
ま
米
が
千
石
　
命
ち
の
立

　
　
て

が
ゑ

　
身
の
ひ
き
か
ゑ
に
　
身
替
り
ひ
け
い
に
　
よ
ら
め
て
取
ら
す
是
れ
取
り
早
く
に
　
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ド
ウ

　
　
は
だ
を
　
放
れ
て
　
立
ち
の
き
用
合
な
り
た
ま
へ
　
昔
千
年
　
当
堂
尉
門
の
尊
の
立
て
お
く
／
　
叩
几

　
　
咀
の
み

や

し
ろ
え
　
願
い
を
た
い
し
て
送
ろ
う
　
早
く
に
　
身
は
だ
を
は
つ
れ
て
　
立
ち
の
き
用
合

　
　
成
た
ま
ゑ

　
○
夏
三
月
九
十
二
日
　
む
ぎ
わ
ら
人
形
）
で
（
以
下
同
様
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
秋
三
月
九
十
二
日
は
　
一
と
元
　
植
え
て
　
千
元
に
栄
え
た
　
い
な
ほ
の
人
形

　
○
冬
三
月
九
十
二
日
は
　
白
ら
紙
人
形
（
以
下
同
文
）

○

月
割
り
究
咀
の
祭
文
　
小
松
達
吾
書
よ
り

　
　
正

月
　
女
と
男
が
揃
ふ
て
　
年
徳
神
を
　
た
て
づ
き
　
我
は
良
け
れ
　
人
は
悪
る
け
か
れ
　
子
孫
が

　
　
た

ゑ

行
け
　
ば
ん
そ
ん
た
ゑ
行
け
　
の
う
と
は
申
し
て
　
地
に
伏
し
　
天
を
あ
を
や
ぎ
な
い
て
　
因

　
　
念
調
伏
な
い
た
る
　
南
無
究
阻
神
が
　
立
ち
う
き
申
し
て
　
（
何
の
年
）
玉
し
か
病
者
に
　
見
い
れ

　
　
を
な
い
て
　
是
れ
有
り
候
ふ
と
も
　
字
文
の
博
士
が
　
読
み
解
け
・
取
り
分
け
／
・
祓
い
分
け
　
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ダ
　
　
　
タ

　
　
り
返
し
に
　
そ
な
わ
り
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
　
神
を
わ
　
加
多
の
太
い
字
で
　
元
の
お
ご
座
え
　
祓
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
　
カ
ラ
ダ

　
　
上
げ
て
　
ま
い
ら
す
る
　
生
き
霊
　
諸
神
は
　
元
の
花
の
　
精
の
体
え
　
送
返
い
て
　
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ア
グ
ラ

　
　
南
無
叩
几
阻
神
祇
は
　
四
幣
が
幣
束
　
提
婆
の
人
形
　
是
れ
の
り
く
ら
と
　
割
り
や
用
合
　
割
り
き
ら

　
　
た
め
は
申
し
た
。
の
り
く
ら
嫌
ふ
な
　
の
り
う
つ
れ
　
の
り
く
ら
嫌
ふ
な
　
の
り
や
あ
そ
ば
し
　
賜

　
　
え

　
　
　
　
ト
ウ
ド
ウ

　
　
昔
　
当
堂
尉
門
の
尊
の
　
す
そ
の
名
処
え
　
願
い
に
　
た
い
し
て
　
安
座
・
本
ざ
の
く
ら
い
に
　
附

　
　
か

し
て
ま
い
ら
す
る
　
身
は
だ
を
　
放
い
て
　
立
ち
の
き
　
用
合
な
り
た
ま
ゑ
。

　
〇
二
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て
　
屋
内
の
神
を
　
し
よ
う
こ
に
た
て
つ
い
て
（
以
下
は
前
文
を
唱
え
る
）

　
〇
三
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て
　
三
宝
荒
神
に

　
〇
四
月
女
と
男
が
揃
ふ
て
　
夏
の
た
ね
お
ろ
し
の
　
神
を
た
て
つ
い
て

　
〇
五
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て
　
お
さ
ば
い
の
神
を
　
た
て
に
つ
い
て

」
六
一
オ

」
六
一
ウ

」
六

ニ
オ
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〇

六
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て

〇

七

月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て

〇

八
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て

〇
九
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て

〇

十
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て

　

〇
十
一
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て

　
〇
十
二
月
に
女
と
男
が
揃
ふ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
わ
良
け
れ
　
人
は
悪
け
れ

　
　
子
孫
た
ゑ
行
け
　
（
以
下
前
文
）

○
。
。
几
咀
を
読
み
集
め
て
、
送
り
に
附
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
字
文
。
是
の
法
は
　
病
人
祈
祷
に
使
ふ
。

　
○
南
無
兇
咀
神
を
わ
　
読
み
分
け
・
取
り
分
け
・
祓
い
分
け
を
　
し
ま
い
ら
し
て
　
安
座
本
座
に
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヤ

　
　
て

　
其
の
の
ち
に
　
兄
咀
の
戻
り
返
り
は
　
是
れ
有
り
候
ふ
な
　
戻
り
返
り
が
　
是
有
る
な
ら
ば

　
　
ヒ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
一
ス
ソ
も
ど
れ
ば
　
二
た
す
そ
か
え
す
　
二
究
咀
戻
れ
ば
　
三
ス
ソ
と
返
す
　
（
十
ス
ソ
ま
で
）
十

　
　
究
咀
と
戻
れ
ば
　
十
二
　
十
三
ス
ソ
と
も
相
い
そ
ゑ
　
送
り
返
い
て
ま
い
ら
す
る
　
ま
だ
に
て
戻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
タ
　
　
　
　
　
　
　
フ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
　
　
カ
ヤ

　
　
返
り
が
　
是
れ
有
る
な
れ
ば
　
一
式
戻
れ
ば
　
二
敷
返
す
　
二
し
き
戻
れ
ば
　
三
式
返
す
（
以
下
、

　
　
十
敷
ま
で
）
　
十
式
戻
れ
ば
　
十
二
　
十
三
敷
も
相
い
そ
え
て
　
送
り
返
い
て
ま
い
ら
す
る
　
か
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ナ

　
　
り
く
る
な
　
も
ど
り
く
る
な
　
戻
り
返
り
が
　
是
有
る
な
ら
ば
／
　
七
色
雨
で
　
洗
い
流
い
た
道
に

　
　
　
　
ス

　
　
は
水
い
ご
ん
だ
ら
り
を
　
関
き
す
え
た
　
関
の
草
で
は
　
関
き
止
め
た
　
戻
り
く
る
な
返
り
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ビ
ラ

　
　
る
な
　
戻
り
か
や
り
が
　
是
有
る
な
れ
ば
　
門
に
は
　
戸
平
の
太
神
を
関
き
す
え
た
　
関
の
草
で
は

　
　
　
関
き
止
め
た
。
　
戻
り
来
る
な
　
返
り
く
る
な
　
戻
り
か
や
り
が
　
是
れ
有
る
な
れ
ば
　
戸
口
に

　
　
　
吉
上
梵
字
の
札
を
　
打
ち
立
て
た
　
関
の
草
で
わ
関
止
た
　
戻
り
く
る
な
　
か
や
り
く
る
な
　
戻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

　
　
り
か
や
り
が
　
是
れ
有
る
な
ら
ば
　
内
に
は
　
げ
ん
者
の
錬
を
　
行
い
す
え
た
　
東
方
　
げ
ん
者
が

　
　
靱
ぎ
を
行
い
お
ろ
す
　
　
（
以
下
五
方
同
文
に
唱
え
る
）

　
　
関
の
草
で
は
　
関
き
止
め
た
　
関
き
も
ん
ま
く
の
　
大
神
と
　
せ
き
す
ゑ
た
　
戻
り
返
り
　
是
有
る

　
　
な
／
　
関
の
草
で
わ
　
ど
う
く
返
し
に
　
送
り
鎭
め
て
ま
い
ら
す
る
。

　
集
め
て
祀
り
込
ん
だ
み
て
ぐ
ら
を
、
紙
に
つ
・
ん
で
荷
物
に
す
る
必
要
な
け
れ
ば
、
他
の
幣
束
も
集
め

て

く
・
る
。
王
子
の
幣
は
残
ス
。

○
是
よ
り
先
は
、
ス
ソ
を
集
め
て
送
る
れ
い
ぎ
に
よ
む
祭
文
（
是
の
作
法
は
病
人
祈
祷
の
時
に
）

祇
園
牛
頭
天
王
様
を
　
た
て
つ
い
て

太
師
た
な
ば
た
　
た
て
に
つ
い
て

地

神
・
公
神
を
　
証
固
に

ド
ウ道
ろ
く
神
に
た
て
づ
き

内
ち
の
神
を
た
て
に
つ
い
て

　
倉
ら
入
れ
の
神
に
た
て
に
つ
い
て

」
六

ニ
ウ

」
六
一
ニ
オ

」
六
一
ニ
ウ
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松尾恒一［究阻方の法　式次第］

　
○
藤
堂
尉
門
の
子
孫
の
博
士
が
参
り
て
　
南
む
呪
咀
神
の
送
り
返
へ
し
に
　
そ
な
わ
り
申
し
て
　
諸
式

　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
バ

　
　
の

祭
文
　
口
傅
と
　
読
み
分
け
・
取
り
分
け
・
切
り
解
・
祓
い
分
け
て
　
四
幣
が
み
て
ぐ
ら
　
提
婆

　
　
の
人
形
　
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
　
沸
い
も
た
し
て
ま
い
ら
す
る
　
此
の
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
　
の
り
や
移
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
　
　
テ
ウ

　
　
の

り
や
急
き
給
え
　
日
本
唐
土
　
天
竺
　
三
ガ
長
　
み
塩
界
い
　
三
ん
丈
下
り
て
　
は
ん
せ
ん
　
ふ

　
　
だ

ら
く
　
と
ろ
り
が
島
ゑ
／
　
昔
し
千
年
　
藤
屋
尉
門
の
尊
の
建
て
置
く
　
石
が
堂
段
　
木
が
せ
い

　
　
だ
ん
　
が
や
が
七
本
　
其
の
元
　
ひ
わ
だ
の
切
り
ぶ
き
　
の
し
ぶ
き
　
ひ
お
ん
が
み
や
し
ろ
　
兇
咀

　
　
の
名
処
え
　
送
り
鎭
め
て
ま
い
ら
す
る
　
其
の
の
ち
に
　
叩
几
岨
の
戻
り
に
　
兄
咀
の
返
り
は
　
余
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ナ

　
　
有
る
な
　
戻
り
返
り
が
　
是
れ
有
る
な
れ
ば
　
七
色
雨
で
は
　
洗
い
流
い
た
　
道
に
は
　
す
い
ご
ん

　
　
だ

ら
り
を
　
関
す
ゑ
た
　
戻
り
来
る
な
よ
　
返
り
く
る
な
　
ま
だ
に
て
　
戻
り
返
り
が
　
是
有
る
な

　
　
れ
ば

　
く
ら
み
の
太
神
を
も
　
打
ち
掛
け
る
　
銀
ぎ
の
太
神
を
も
　
打
ち
か
け
る
　
金
巻
太
神
を

　
　
打

ち
か
け
る
　
み
つ
の
太
神
を
　
打
ち
か
け
ら
れ
て
　
其
の
の
ち
に
　
千
が
千
年
　
万
が
万
年
　
く

　
　
れ
て

も
　
戻
り
返
り
は
余
も
有
る
な
　
お
ん
と
ろ
く
い
ん
に
ソ
バ
カ
（
三
ん
べ
ん
返
す
）

　
「
カ
ス
ミ
の
印
・
銀
ぎ
の
印
・
金
巻
の
印
有
り
」
（
ス
ソ
集
メ
テ
シ
バ
ル
ノ
ニ
使
ブ
イ
ン
）

○
祈
祷
に
使
用
し
た
幣
束
を
小
縄
で
（
コ
ナ
ワ
）
で
敷
き
紙
に
つ
・
ん
で
、
し
ば
つ
て
任
末
す
る
法
。

　
　
お
ん
し
ば
る
　
め
ん
し
ば
る
　
か
よ
う
に
か
け
て
　
ぐ
れ
ん
　
け
ん
ば
い
　
か
す
み
の
印
で
　
し
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
カ
ン

　
　
か

と
結
ん
で
　
は
つ
か
を
か
け
る
　
や
く
金
な
目
の
印
と
　
こ
い
下
ろ
す
　
此
の
印
明
・
印
勧
と
申

　
　
　
　
　
ミ
ノ
カ
　
ミ
ト
キ
　
　
ナ
ヌ
カ

　
　
す
は
　
三
日
三
時
　
七
日
　
十
三
　
七
十
五
日
が
　
其
の
間
　
指
を
ぬ
い
て
　
此
の
印
解
け
ず
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
を
渡
り
て
　
此
の
印
と
け
ず
　
硯
や
法
者
が
　
三
ツ
目
ぎ
り
　
そ
う
し
ん
ぎ
り
の
　
相
い
か
ぎ
　
ご

　
　
ざ
な
く
候
う
　
「
ぜ
つ
め
い
金
目
に
ソ
バ
カ
」
「
」
の
中
の
字
三
べ
ん
返
す

○

に
も
つ
に
と
・
の
え
た
送
り
物
を
、
座
に
お
い
て
し
ば
る
上
わ
い
ん
の
字
文
。

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン

　
　
東
方
　
ア
ミ
の
印
共
　
現
じ
渡
ら
せ
給
え
　
（
五
方
え
同
じ
に
と
な
え
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ゴ

○

あ
み
の
印
（
両
手
の
手
を
下
に
向
け
て
、
指
を
互
交
に
組
み
合
し
、
第
二
か
ん
節
で
組
む
と
、
各
指
の

間
に
す
き
ま
が
出
来
る
形
）

　
　
　
　
　
ウ
ワ

○
東
方
岩
の
上
ご
を
指
す
（
五
方
同
じ
法
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
メ

　
左
手
下
向
け
て
、
お
や
指
の
爪
を
人
差
指
に
て
か
く
す
様
に
五
本
の
指
で
つ
・
の
形
に
に
ぎ
り
、
右
手

人
差
と
仲
指
を
の
ば
し
、
他
は
に
ぎ
り
て
、
左
手
の
つ
つ
に
さ
し
込
む
形
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン

　
○
東
方
岩
の
逆
し
の
印
と
も
　
現
じ
渉
ら
せ
給
え
（
五
方
）

」
六
四
オ

」
六
四
ウ

」
六

五
オ
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に
ぎ
っ
た
左
手
の
つ
・
に
、
右
の
手
の
印
を
下
よ
り
差
。

　
○
東
方
岩
の
戸
を
立
て
る
　
と
び
ら
の
印
と
も
　
げ
ん
じ
渉
ら
せ
給
え
　
五
方
同
じ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ヤ

　
左
手
の
形
は
其
の
ま
・
に
、
右
手
の
親
指
は
折
り
て
、
他
の
四
本
を
の
ば
し
て
下
に
向
け
、
右
手
い
ん

で
上
よ
り
押
す
形
。

○
し
ま
つ
し
た
み
て
ぐ
ら
一
切
を
川
え
流
す
時
の
作
法

　
先
水
神
様
を
米
ツ
ブ
で
祀
っ
て
、
南
海
ト
ド
ロ
が
島
え
送
り
流
い
て
下
さ
る
様
に
祈
願
し
て
、

　
○
弘
法
大
師
の
流
し
式
の
法
に
て
流
す

　
　
是
天
竺
辮
財
天
王
様
の
　
し
ま
ゑ
か
な
ん
　
か
い
と
ろ
く
に
　
流
れ
行
く
と
も

　
　
ヒ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ッ

　
○
東
し
　
と
う
方
　
べ
ん
財
天
王
様
の
　
む
ね
の
れ
ん
げ
を
　
七
ツ
に
か
き
割
る
　
八
つ
に
　
か
き
割

　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
　
り
　
水
敷
と
　
行
い
お
ろ
い
て
参
ら
す
る
　
南
無
兇
咀
神
を
　
南
海
と
“
う
が
島
え
　
行
い
流
す
そ

　
　
流
さ
せ
賜
え

　
　
○

（注
沢
　
此
の
法
は
読
分
次
第
に
て
何
に
で
流
れ
る
法
也
り
）
　
南
み
南
方
　
西
し
さ
い
方
　
北

　
　
が
ほ

つ

方
中
が
中
方
と
　
五
方
か
ら
行
い
か
け
て
流
す
法
で
有
る
（
海
が
近
け
れ
ば
海
え
持

　
　
つ
て
行
く
）

○

川
も
海
も
遠
け
れ
ば
、
人
の
行
か
ん
処
え
持
つ
て
行
き
、
岩
の
元
か
大
木
の
元
に
、
先
づ
地
神
・
荒

　
　
　
　
　
　
フ
　
マ

神
・
山
の
神
に
布
米
蒔
き
て
、
こ
と
わ
り
祀
り
を
し
て
お
い
て
、
上
に
土
や
木
の
落
葉
を
か
む
せ
、
日
光

に

当
ら
ん
如
に
し
て
、
天
神
の
五
方
だ
て
に
打
ち
鎭
め
、
三
日
、
三
時
、
十
三
日
、
七
十
五
日
が
打
ち
過

ぎ
れ
ば
、
行
い
使
ふ
た
神
は
元
の
社
う
え
、
使
ふ
た
字
文
は
、
現
き
博
士
の
左
の
た
も
と
え
も
ど
り
、
悪

魔
下
道
は
も
と
の
す
み
か
え
立
ち
行
く
如
く
に
言
い
附
け
て
、
帰
宅
。
天
神
の
五
方
だ
て
で
、
座
鎭
を
し

て
神
送
り
。
布
米
切
り
を
し
て
、
祈
祷
が
お
わ
る
事
に
成
る
。

　
く
わ
し
く
は
病
人
押
加
持
祈
り
の
本
に
書
い
て
有
る
。

」
六

五
ウ

」
六

六
オ

」
六
六
ウ

L
服
蟻
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